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第一章 嘘と欲に塗れた飲み会








「大おお野のさん、今度の金曜日空いてません？　仕事が終わったらみんなでご飯食べに行きましょうよ」

　なんて、二日前の水曜日に同僚の女性社員から誘われたことがそもそもの始まりだった。

　梅雨に入ったせいか、一日中雨が降る日が珍しくなくなってきた六月下旬のことだ。

　誘ってくれた相手は、灯あか里りにとって単なる仕事仲間という認識の相手でしかない。

　表面上はそれなりに仲良く話しているものの、彼女のことを苦手に思う部分も多い。

　規定に引っかからないギリギリを攻める派手なメイクや髪型など、お洒落に余念がないのが彼女だ。

　対する灯里は、社会人として必要最低限──いわゆるナチュラルメイクを好む傾向にある。

　タレ目なせいか少し幼く見えることもある顔立ちを気にして、学生時代に主張強めなメイクをした時期はあったものの、どうも自分には合わない気がして、今の自然さをいかしたメイクに落ち着いた。

　髪型だって、癖のあるダークブラウンの長い髪を軽く結うか、バレッタで留める程度。

　トイレで必死にメイクを直したり、男性社員と妙に親しくする姿は男漁りをしているようにしか見えず、灯里は内心引いていた。

　同時に、気さくで誰とでもすぐ仲良くなれるコミュ力は、自分に皆無なせいか羨ましく思う。

　藪をつついて蛇を出すのはごめんだと、灯里自身静観しようと思っている。

　悪い人じゃないとわかっているものの、日々一緒に仕事をするなかで、気になる点を見つけては心の中で積み重なっていく嫌悪に似た感情が、灯里たちの関係を〝表面的な付き合い〟に留めているのだろう。

　普段の会話を思い返してみても、仕事絡みか、ちょっとした雑談くらいしか記憶に残っていなかった。

（突然、どうしたんだろう？）

　だから余計に、会社絡みの飲み会じゃなく、プライベートなそれに自分が誘われた理由がすぐに思い当たらない。

　自分は単に仕事仲間として認識していたけれど、彼女はそれ以上と思ってくれていたのだろうか。

　声をかけられ、まず灯里の頭の中に浮かんだのは純粋な疑問だった。

　そのせいもあってか、返事のタイミングを逃した彼女と同僚の間にほんの少しの静寂が流れる。

「えっと、私も……行っていいの？」

「もちろん！　大野さん、いつも仕事終わるとすぐ帰っちゃうでしょう？　お昼休憩だけじゃゆっくり話せないし、たまには一緒に飲み会しましょう」

　このまま黙っているのはマズいと思い、恐る恐る口を開いた。薄っすら困惑が滲む灯里の声を聞いた同僚は、にっこりとほほ笑んで大きく頷いてくれる。

（単に考えすぎなだけ……かな？）

　彼女の反応を見た灯里は、咄嗟に疑心暗鬼になりかけた自分の意識に内心苦笑いを零しながら、同僚からの珍しい誘いを受けることに決めた。

　までは、よかった──。




　食事会当日の金曜日。

　仕事を終えて、事前に聞いていた集合場所──食事会会場でもあるダイニングバーへ向かった灯里を待っていたのは、思いもしなかった光景だ。

「ちょ、ちょっとこれ、どういうことですか!?」

　自分を誘ってきた同僚が幹事と聞いていたため、お店の入り口に居た店員に彼女の名前を出して先に来ているはずの同僚たちのもとへ向かった。

　案内されるままたどり着いたのは広めの個室だった。部屋に入った途端目に飛び込んできたのは、同僚を含む女性三人とテーブル越しに向かい合って座る男性三人、合計六人の姿。

　ただの飲み会と聞いていたため、単純に女性だけの集まりと思っていた灯里にとって、同僚たちと同じテーブルに着く見知らぬ男性たちを前に戸惑いが消えない。

　灯里の様子を見た参加者たちは、女性も男性も不思議そうに首を傾げるばかりだ。

　彼女たちの反応に、自分以外のみんながこの集まりの意図を知っていると悟る。

　それじゃあ何故自分は知らないのかと、時間が経つごとに言葉では上手く言いあらわせない混乱が心の中にうごめいていく。

　唖然としたままテーブル近くで立ち尽くすだけの彼女を見て、席を立った幹事の同僚がおもむろに近づいてくる。

「ね、ねぇ、どうして男の人が居るの？　今日は女子会でしょう？」

「あれ？　言ってませんでした？　合コンですよ、合コン」

　彼女の耳元へ慌てて口を寄せた灯里は、失礼にならないよう出来るだけ声をひそめ疑問を投げかける。

　すると、藁にも縋る気持ちで発した声はあっけないほど明るい声に打ち砕かれていく。

（合コン？　何、それ）

「そんなこと聞いてない！　私、帰るからっ！」

　女子会だと思って参加を了承したのに、いざ会場に来てみれば合コンだった。

　とんだサプライズだと、戸惑いの感情に咄嗟に沸いた怒りが上塗りされ、口をついて出た言葉尻が強くなってしまう。

　怒りに任せて帰ろうと店の入り口へ向きかけた肩を、同僚がそばから支えるように抱き込んだ。

「だって、合コンなんて言ったら絶対大野さん来ないでしょう？　ご飯食べるだけでいいですから！　ね？」

　直後耳へ届いた悪びれない言葉に、灯里は怒りのやり場を失いかける。

　話を聞いた時に、もっと詳しく聞いておかなかった自分も悪い。

　そう言われてしまえば何も言い返せない。と思ったのもつかの間、自分を誘った同僚はあっけらかんとした口調で、〝ワザと集まりの真意を伝えなかった〟ことを白状する。

　二日前、もう少し灯里が慎重になって詳しい話を聞こうとしていたら、きっとこんなことにはならなかった。

　そんな自責の念にかられながら、もう一度テーブル席へ視線を向ける。

「ねぇ、どうして引き留めるの？　合コンなら、私が居ない方がいいでしょう？　人数的にも、数が合うんだし」

　席に座るメンバーとすぐそばにいる同僚のことを改めて認識した灯里は、声量を抑えて頭の中に浮かんだ疑問を投げかけた。

　合コン参加者と思わしき男性が三人、すぐそばに居る同僚含めた女性も三人。

　灯里を除いてピッタリな人数という視界越しの情報は、ただでさえ混乱する頭の中を余計にかき乱していく。

「あんたが抜けると逆に数が合わなくなるんだって！」

　男女の参加人数が同じことが合コンの暗黙ルールじゃ、と頭の中に疑問符を浮かべていた時、初対面の男性参加者が会話に割り込んできた。

　思いもよらぬ声が聞こえたせいで驚くままビクっと肩が上下する。

　灯里たちがいる場所のすぐ近く──テーブルの端に座る男性が自分たちを見上げていることに気づき、声量を抑えきれていなかったと察した。

　同僚だけじゃなく、男性の方からも〝待った〟がかかったことに違和感を抱かずにいられない。

　なんて考えながら、パチリと瞬きをした視線の先で起きた変化が、また灯里の頭を悩ませる。

（あら？　一人減った？）

　ついさっきまで確かに三人居たはずの男性陣が二人になっていたせいだ。

　トイレかな、と首を傾げそうになった時、不意に背後からドアが開く音と一緒に低音──男性同士が何やら話す声が聞こえた。

「……？　今日は、仲間内の飲み会じゃないのか？」

　条件反射で後ろをふり向くと、ついさっき居なくなったはずの男性参加者と、見覚えのない新たな男性の姿が目に飛び込んできた。

　百六十二センチの灯里が首ごと視線を上に向けなければ目線が合いにくい高身長もさることながら、まず目についたのは男性の目元だった。

　次の瞬間、彼は胡乱げにここまで連れてきてくれた仲間──個室のドアを閉める男性の方を向く。

　視線と一緒に少し首を動かしたからか、灯里と似た色合いの毛先がわずかに揺れる様子を無意識に目で追っていた。

　席に着いている男性たちと一線を画すたたずまい──にじみ出る上品さが、灯里を少しばかり緊張させる。

「聞いて驚け、合コンだ！」

「……はぁ？」

　ドヤ顔をする参加者の男性の発言を聞いた瞬間、きっと来店したばかりの男性の眉間に深い皺が刻まれていく。

　同時に、彼の瞳から絶対零度と言わんばかりの冷ややかな視線がドヤ顔を続ける知人へ向けられた。

　その表情から、呆れと若干の嫌悪ともとれる感情が読み取れる。

（あ、きっとこの人も）

　──私と同じように騙されてここへ来たんだな。

　彼もまた、自分と同じような〝被害者側〟だということを、灯里はすぐに理解し、名前を知らず、言葉すら交わしたことのない男性に対して、不可思議な仲間意識を抱いた。










　ダイニングバーに到着してからしばらく。

　心底帰りたいという気持ちを相変わらず持ちながら、灯里は合コンで会話が弾む男女たちが囲むテーブルに着いたままだ。

「…………」

　小皿に取った料理をつまむために手元へ向けていた視線を、割り箸を持つ手と一緒に上げる。

　途中視界に入ったのは、テーブルを挟んで向き合うように席に着く男性の姿だ。

　その姿に、つい数分前のことを思い出してしまう。

「……帰る」

「いや、帰るな帰るな！　ここの料理が美味いの、知ってるだろう？」

　最後の参加者枠でこの場に合流した彼は、自分が招かれた飲み会の席が合コンと知って、本気で帰ろうと踵を返した。

　通路へ繋がるドアを開け、来た道を足早に戻ろうとする彼を引き留めたのは、迎え役としてテーブルを離れていた参加者の男性だった。

　その後、「お前は飯食ってるだけでいいから！」なんて男性は口にし、帰ろうとする最後の一人を必死に引き留めていた。

　食事に集中するだけでいいなんて、灯里に同僚女性が伝えたこととまったく同じ内容じゃないか、と呆れそうになる。

　男性二人のやりとりを目の当たりにしてしまった手前、「それじゃあ、私は帰ります」と余計に言い出しづらくなった。

　結果から言えば、食事目的な意識をメインに残った二人──灯里と合コンに嫌悪感丸出しな男性がテーブルの端で向き合い、料理とお酒を口にしている。

（あの時、私も帰るってもっと強く言えてたら、この人も帰れたんじゃないのかな……）

　咀嚼していた料理を飲み込み、一旦箸を置いた手をすぐそばに置かれたレモンサワーが入ったグラスへのばす。

　氷で冷やされスッキリとした味わいのそれを口に含みながら考えてしまうのは、もう変えられない自分の行動についてだ。

　結局灯里も彼も、なし崩し的にこのテーブルに座らされ、一分と経たず合コン開始を告げるように、「それじゃ、自己紹介ターイム！」なんて誰かが宣言していた。

　全員が一通り名前や年齢、どこの会社に勤めているかなどを喋っていたけれど、「どうして帰らなかった！」と自己嫌悪に陥っていたせいでほとんど覚えていない。

　辛うじて覚えているのは、女性陣が自分と同じ部署と他部署含め同じ会社に勤めていること。

　男性陣の方も似た感じらしく、四人が同じ会社に勤めていること。

　そして、自分と同じく同僚に騙されて参加中の彼の名前が、古こ森もり翔しょう真まというくらいだ。

　他はほとんど覚えてないくせに、たった一人だけ名前を把握したのは〝騙された仲間〟という気持ちがあったからかもしれない。

（そう言えば、男性側の自己紹介中、こっちサイドが色めき立ってた気がするけど……何に反応したんだろう）

　サワーを飲んですっきりした口に、小皿に残っていた料理を運びながら考えるのは、自己嫌悪するばかりだった自分の意識を引き戻した声について。

　真横から、「素晴らしいわ！」「有能なのね！」と同僚たちの悲鳴じみた歓喜がキャーキャー聞こえたことを思い出す。

　あの時、何ごとだと驚くあまりパチパチと瞬きをするだけだった灯里の目に留まったのは、深々と眉間に皺を寄せる古森の姿だ。

　彼の表情を見た瞬間、「あ、すごく機嫌が悪くなってるみたい」なんて、不思議とほんの少し滲んだ嫌悪を読み取れた気がした。




　合コンが始まって一時間近く経った頃。

　トイレで用を済ませた灯里は憂鬱でしかないテーブルへ戻ろうと、手の水気を拭ったハンカチを持って来たポーチの中に戻しながら歩いていた。

「っと、失礼」

「……あっ」

　手元ばかりを見て歩いていれば、すぐそばで息を呑む音と謝罪の声が聞こえ、思わず立ち止まる。

　条件反射で顔を上げると、すぐ目の前に古森がたたずんで自分を見下ろしているのが見えた。

　女性としては決して低くない灯里が、彼と視線を合わせるためにはしっかり上を見上げなければならない。

（大きい人ね）

　個室に彼がやってきた時、脳裏に浮かんだ感想がまた頭の中についよみがえる。男女の違いを改めて実感しながら、失礼にならない程度の視線を古森へ向けた。

　彼が個室に入って来た時は、状況が上手く飲み込めず混乱していたのもあって、ただ漠然と〝自分よりすごく背の高い人〟という認識しか出来なかった。しかもこれまでは、ずっとお互い座ったままだった。

　照明の下で、他の参加者たちのお喋りに気をとられることなく灯里は彼を見つめる。

　少しだけ鋭さを感じる目元にまず視線がいったあと、割とガッシリ体型に見える身体つきも印象的だった。

　灯里と同じ会社で働く男性たちが、皆細身──ひょろひょろ体型ばかりな反動かもしれない。

「すみません、ついよそ見を。ぶつかりませんでした？」

「いや、こちらこそ気づかなくて申し訳ない」

　ぶつかった感覚は無かったものの、万が一を考えてペコリと頭を下げ素直に謝罪する。

　そんな灯里の様子を間近で見た古森は、眉を下げ苦笑するとゆるく首を横にふった。

「早く終わるといいですね、合コン」

「もしかして、そっちも？」

　戻る場所は一緒なためか、二人は通路を行き来する人の邪魔にならない程度の距離感で並び、ゆっくり歩きだす。

　無言のまま移動するのも、と思った灯里が苦笑混じりで話しかければ、古森が一瞬驚いた表情を見せた。

「たまには一緒にご飯でもって誘われたんです。私、てっきり女子会だと思ってたので……」

　小首を傾げ疑問形の言葉を投げかけてくる彼に、眉を下げつつ困り顔で小さく頷いた灯里は、肩をすくめながら自分がここに来た経緯を端的に話す。

　すると、彼女の反応を見た古森の口から、「俺も、似たようなものだ」と声が聞こえ、灯里に同調して肩をすくめる姿が目に入った。










「そろそろ席替えでもしようか！」

　灯里たちがテーブルに戻ると、とある男性参加者の明るい提案が聞こえた。

　ずっと同じメンバーと話していても芸がないから、今度は男女で隣り合うように座ろう。

　なんて提案をする男性の言葉に、灯里と古森以外の全員がノリよく頷く。

　今の席で十分なんだけど、と困惑を隠せない灯里に気づかず、席替えを提案した男性が何やら自分の荷物からメモ帳と三色ボールペンを取り出す。

　何をするのかと思って見ていれば、彼はそれらを使って即席のクジを作った。

　皆がそれぞれ色違いでペアになる数字が書かれたクジをとっていくなか、残り二つとなった紙きれに嫌がるそぶりを見せる暇なく流されるばかりな灯里と、最早あきらめの境地らしいこっそりため息を吐く古森が手をのばした。




「灯里ちゃんは、休みの日とか何してるのー？」

「えっと……溜まった洗濯もの片付けたり、時間が出来たら、家で映画見たり、して、ます」

　男女が隣り合うよう、性別で色分けしたインクでふられた番号通り、隣り合った男女同士弾む会話の声が聞こえる。

　そんななか、灯里の隣に座った男性は、ついさっき席替えを提案しクジを作っていた彼だ。

　ずっと大人しくしていた灯里に興味津々なのか、すぐそばに見える口からは次々質問が飛び出してくる。

　その一つ一つに、灯里は失礼にならないよう気をつけながら当たり障りのない返答をしていく。

　向こうは結構酔いが回ってきているのか、薄っすら赤ら顔でテンションが高い。

　灯里を楽しませようとしているのか、色々話しかけてくれるものの、名前すら憶えていない男性の言葉に相づちを打ち、微笑み続けるのは正直苦痛でしかなかった。

　トイレに行く前に新しく注文し、戻って来た時には空のグラスと交換されていた真新しいお酒がどうしても手放せない。

　席替えの時に手に持ったそれが今の灯里にとって命綱だ。

「そんなことがあったんですか？　あはは、すごいですね」

　大して面白くなくてもウケたと思わせるような返しをし、外回りで培った人当たりの良い笑みを顔に貼りつけ、どうにかその場をやり過ごす。

（……あっ）

　目を細めて笑う最中、対角線上にいる古森の姿がふと目についた。

　彼の手にも中身の減ったビールグラスが握られているのを知り、また新しい仲間意識、不思議な親近感を勝手に抱いてしまった。




　しばらく頭の中で「相手はお得意先の人」と自分に暗示をかけて話していると、ふとした瞬間じんわりと額に滲む汗に気づいた。

（なんだか暑い……お酒が回ってきたのかな？）

　空調が効いた場所にいるのに、と疑問を抱きながら、灯里は氷が溶けて薄くなった酒の残りを口に含む。

「……ふぅ」

　どうしてこんなに暑いんだろうと考えながら、灯里は首元を片手であおぎ風を送った。

「どうしたの灯里ちゃん」

「あ、いえ……なんだか少し暑くて」

　その様子を目に留めた男性が首を傾げたのを見て、灯里はどこか曖昧な微笑みを浮かべる。

「暑いなら、シャツのボタン少し外したらいいんじゃないかな？　涼しくなるよ」

（……えっ？）

　暗に、「気にしなくて平気」と含みを持たせて返事をしたのにも関わらず、灯里の耳元で男性はセクハラめいた言葉を囁く。

　次の瞬間、スカートからのぞく自身の膝に男の手が置かれる場面を目撃し、思わず目を見開いてしまう。

「ちょ……っ!?」

　灯里はすぐに、嫌悪や困惑、怒りが混ざり合った複雑な気持ちが心の奥底から湧き上がるのを感じた。

　男の行動を咎めるべく顔ごと上げたはずの視線が、不意に別の光景をとらえる。思いがけず目に留まった状況を脳内で上手く処理出来ず、スーッと灯里の頭の中が真っ白になった。

「──君は、大きいおっぱいと小さいおっぱい、どっちが好きー？」

「俺は──ちゃんのおっぱいが好きだよ」

「ン、ふっ……もう、エッチなんだからぁ」

　テーブルを挟んで斜め向かいに座る男性が、隣にいる女性の腰を抱き寄せているのが見えた。

　男性の首元へしなだれかかった女性はおもむろに彼の手を掴むと、躊躇なく自分の胸──おっぱいへ押しつけた。

　すると男性は、「待ってました！」とばかりに胸を揉み始める始末。

　女性はそれを咎めず、ほんのり嬌声混じりの声をあげているのは気のせいだろうか。

　店員にバレないようにイチャつく参加者たちを見ながら、「何やってるのこの人たち。エッチしたいならホテル行きなさいよ」と、灯里のなかで他の参加者たちへの嫌悪が増していった。

　この場の空気なんか気にしている場合じゃない。今度こそ本気で逃げようと決めた灯里は、男の目を盗んですぐそばにある自分のバッグの中へ度々手を突っ込み、スマホを操作していく。

「灯里ちゃん、何してるの？」

「あ、いいえ。ちょっと時間を確認したくて」

　時間にしたらきっと数分。作戦実行のための下準備をすべて終え、バッグから手を抜ききるより数秒早く自分の方をふり向いた男性と不意に目が合った。

　首を傾げる彼に違和感を抱かせないよう、灯里は咄嗟に嘘を吐く。

　素直に彼女の言葉を信じたらしい男は、ヘラっとしまりのない笑顔を浮かべた顔をグイっと近づけてきた。

「大丈夫だよ。もし終電逃しちゃっても、タクシー拾えるし、なんなら」

　──近くにホテルもあるからさ。

「──っ！」

　直後、耳元で囁かれた声が灯里の心に強烈な嫌悪感を引き寄せる。

　膝を撫でられた時以上のそれに、衝動的な悲鳴を上げたくなったものの、喉元まで出かかった声を必死に飲み込み、〝無害な笑顔〟の仮面を被った。

　──プルルル、プルルルッ。

　参加当初からマイナスだった気分が更に落ち込むなか、不意に聞こえた電話の着信音に、灯里は心の中でガッツポーズをする。

「ご、ごめんなさいっ！　マナーモードにするの忘れて……あ、母から電話みたいです」

　少し慌てた様子で自身のバッグからスマホを取り出し、〝お母さん〟と表示された着信画面に目を落とした。

　ひと呼吸置いてほんの一瞬隣へ向けた視線が、直前まで話していたセクハラ男のしかめっ面をとらえる。

「すみません、少し失礼します」

　数秒前までニコニコ笑っていたのが嘘のような表情になった男を気にしつつ、灯里はスマホとバッグを手に持ち、〝電話に出るため〟テーブルから距離を取り、人気のない場所へ移動した。

　数分後、〝電話が終わったらしく〟席を離れていた灯里は皆のもとへ戻った。

　だけど彼女の表情には薄っすら困惑の色が浮かんでいる。

「ごめんなさい。私、今日はもう帰らせてもらいます。さっきの電話、実は母からで……急に家に泊めて欲しいと言われて」

「えー、大野さんもう帰るのー？」

「は、はい。もう車でこっちに向かってると言われて。私も早く帰らないと、母を家の外で待たせてしまうので」

　何度も頭を下げて謝罪する灯里の言葉に、彼女をこの場に誘った同僚女性が不満の声をあげる。

　だけど、頭の中で鳴り続ける警報に従って、彼女はすぐにでも帰らなきゃならないと〝嘘〟を吐いた。




　引き留めようとしてくれる参加者たちの声をふりきり、「参加費は、このくらいかな？」と予想した金額分のお札を置き、灯里は一足先に店の外へ出た。

「バレなくてよかった」

　お店の入り口から少しだけ歩き距離を取ったところで脚を止めた瞬間、灯里の口から安堵の息が漏れる。

　一人暮らしのために借りているアパートに母親が泊まりに来る。なんて、口から出た出任せだ。

　そもそも、〝お母さんからの電話〟すら実際はかかってきていない。

　ついさっき灯里のスマホに入った着信は、以前友だちから教えてもらったアプリを起動させた結果だ。

　事前に設定しておいた相手から〝実際に〟電話がかかってきたと偽装してくれるアプリらしい。

　友だちはよくこのアプリを使って、面倒な飲み会を早抜けしているそうだ。

　前に、「入れときなって、便利だから！」と言われるままダウンロードしたことをついさっき思い出した。

　隣で上機嫌に話す男の目を盗んで起動させた十分後、事前に設定していた通り本当に母親から電話がかかってきたと偽装出来たことに灯里は内心とても驚いている。

（今度、お礼言わなくちゃ）

　自分の窮地を救ってくれたアプリにも、それを教えてくれた友だちにも感謝してもしきれない。久しぶりに彼女に連絡をとってみようか、と先ほどまでとは打って変わって明るい気持ちがどんよりするだけだった心に広がっていく。

　嫌悪しかない集まりからようやく解放され、あとは気ままに自宅へ帰るだけ。

　のはずなのに、一点だけ灯里には腑に落ちないことがあった。

「それにしても……本当に何なの、この暑さ」

　空調が管理されているはずの店内に居た時からずっと感じていた暑さが、外に出ても引く気配を見せない。

　それどころか、最初に違和感を抱いた時よりも額に滲む汗が酷くなっている気がするし、若干心拍も速くなっているように感じてしまう。

　店の外に出て体感温度が変わったせいかと考えたものの、自分で違和感に気づくほどの心拍変化は異常すぎる。

（もしかして、お酒に酔ったから暑いとかじゃなく……何か病気が？）

　時々行き交う人々の話し声や気配を感じるものの、テーブル席に居た時ほど騒がしくない。

　一人になったおかげで、自分の身体に起きた違和感としっかり向き合えるようになった。

　のは良かったけれど、気づきたくない悪い予感を抱いてしまい、友だちへの感謝で心躍っていた気持ちが急激に沈みだす。

「あのっ！」

　急に襲ってきた不安に押しつぶされかけていた時、背後から男性の声が聞こえた。

「っ！」

　周囲が割と静かな状況で聞こえてきたそれに、条件反射でビクっと身体が震えてしまう。

　誰かを呼び止めるような声だと思いながら、灯里は恐る恐る声がする方へふり向く。

　もしかして、呼ばれたのは自分じゃないかもと、半分ほどふり向いた時点で気づいた。

　だけど、灯里が抱いた不安は杞憂に終わる。

「え、古森、さん？」

　パチパチと瞬きする視線の先に見えたのは、ついさっきまで同じテーブルに着いていた古森の姿だった。

　息を切らしているのか、「はぁ、はぁ」と浅くくり返される呼吸に合わせて彼の両肩が上下する様子がわかる。

「あの、どうして……」

「貴女を送ると言って抜けてきた。便乗する形になって申し訳ない」

　思いもしなかった人を前にした戸惑いが、自分でもわかるくらい古森に話しかける声に滲んでしまう。

　頭の中に大量の疑問符を浮かべると、まるで灯里を安心させるように古森はほほ笑んでくれる。

　申し訳ないと言って軽く頭を下げる彼の様子から、「あ、この人も私と一緒だもんね」と古森が店に来た経緯を思い出した。

　古森の言い方だと、灯里を理由にして合コンを抜けてきたことは明白だ。思わぬ形で人助けをしたと気づき、少しばかり嬉しくなる。

「少し待っててくれ、今タクシーをつかまえてくるから」

　最初から彼も乗り気じゃなかったことだし、あの場には居たい人たちだけ残って盛り上がればいい。

　なんて内心納得する最中、彼が灯里のために行動を起こそうする姿が目に留まった。

「だ、大丈夫です！　母が家に来るって、嘘なので」

　慌てて声をかければ、一歩足を踏み出したまま、驚いた様子で古森は灯里を見つめる。

　あと数秒声をかけるのが遅かったら、彼はすぐにでもこの場から離れてタクシーを探しに行ったに違いない。

　急ぐあまり、咄嗟に出た声が若干上擦ってしまったことには、どうか気づかないでと願わずにいられなかった。

「嘘、なのか？」

　灯里からかかったストップの声に、古森は戸惑いを見せた。彼の反応に、「これは最初からしっかり説明した方がいい」と思った灯里は、自分の中で断続的に感じていた違和感を伝えるため口を開いた。

「はい、嘘です。だって……っ!?」

　──あのまま居たら、なんだかよくない気がして。

　けれど、喋り始めた直後、身体の奥から湧き上がった熱が、喋りたい気持ちとは裏腹に灯里から言葉を奪っていく。

　まるで足元から熱風を浴びているような熱さと、これまでよりも酷い動悸が、戸惑いの中にわずかに残った意識を絡めとっていくのがわかる。

　自分の身に何が起きているのかわからず、困惑するしかない灯里の両脚はプルプルと震えていた。

　ふとした瞬間、ストンと力が抜けていく感覚と一緒に身体が前のめりに傾いていく。

　すぐ近くにいるはずなのに、「おい、大丈夫か!?」と焦りを含んだ古森の声が不思議と遠くから聞こえた気がした。

　まるで、耳元に何重にも膜が張っている感覚に気づいた時、アスファルトに顔からぶつかってしまうと思っていた身体を、力強い腕に抱き留められる。

　その瞬間──。

「あぁっ！」

　灯里の口から快楽を隠さない嬌声が零れ落ちた。

　古森に受け止められた直後、強い火照りとは違う電流に似た快感の波が全身をかけぬけていく。

　自分の意思に反した喘ぎ声も、これまで感じたことのない強い快楽も、ただでさえ困惑してばかりの灯里の脳内を強くかき乱していった。







第二章 この熱を鎮められるのは〝アナタ〟だけ








（何、これ……私の身体、一体どうなっちゃったの？）

　合コンの最中からずっと感じていた身体の違和感は、時間が経つにつれ落ち着くどころか悪化するばかり。

　突発性の病気さえ疑ったのはつい数分前のことだ。

　なのに今、「これは、きっと病気じゃない」と脳内にいる自分が両手で大きなバツ印を作っている幻影が見える。

　そこで心からホッと出来たらいいのに、心臓はバクバクとうるさいし、身体は火照る一方。

　おまけに、倒れかけた灯里を抱きとめてくれた古森の前で、思いっきり喘いでしまった。

「はぁ……はぁ……なんか、はぁ……すみません」

　少しでも火照りを外に逃がしたくて、鳴り止まない鼓動を落ち着かせたくて、灯里は意識しながらゆっくり深呼吸をくり返す。

　その途中でそばにいる古森に謝罪したものの、思ったより声量が出ず、ちゃんと彼に聞こえていたのかわからない。

　立ち上がって、きちんと謝罪をしたいと思うのに、一度力が抜けた身体は灯里の意思に反して動きそうにない。

　タイミングよく人の往来が途切れているようで、道端にうずくまる灯里と彼女のそばにしゃがむ古森に気づき足を止める人は居なそうだ。

　灯里が店を出て少し歩き、意図せず既に店じまいをしている店舗の前で古森と話したのも良かったのかもしれない。

「ひとまず少し休める場所を探そう。ほら、俺の腕につかまって」

　喘ぎながらうずくまるなんて、見方によれば奇行でしかない。そんな状態の灯里を見捨てず、彼はまた手を貸そうとしてくれる。二人で立ち上がるためか、彼は灯里の両腕を再び掴んだ。

「ひぅっ！」

　腕を掴まれた瞬間、また快感が電流のように体内を駆け巡っていくのがわかる。

　思わず口から漏れた喘ぎ声がとてつもなく恥ずかしいと、灯里は得体のしれない火照りとは違う熱で全身をより熱くする。

　一際耳を真っ赤にした彼女は、震える両手で半分縋るように古森の腕を掴んだ。

　申し訳ない、情けない、恥ずかしい、ごちゃ混ぜになっていく感情に理解が追いつきそうにない。

　身体の火照りだけでおさまらず、何やら下腹部の奥──子宮の辺りが疼きだしたように思えて、もう何が何だかわからなくなった。

「──っ！　ぁ……はぁ……」

　心優しい親切な人の前で、自分の意思と関係なく色々やらかしてしまったせいで、灯里の思考はパニックに陥った。次第に目が潤み、視界が涙の膜で覆われていく。

　一人で対処しきれないことへの不安から、つい縋るように目の前にいる古森を見上げてしまう。

　謎の火照りで紅潮する頬に潤んだ瞳、呼吸のためにわずかに開いた口元から漏れる吐息は否応なしに色っぽい。そして古森を見上げる視線にまで色濃い欲が滲んでいる自分の状態に彼女は一切気づかなった。

「っ!?　あの話、本当だったのか」

　対照的に、まるで誘惑するような姿で自分を見上げてくる灯里の様子を直視した古森は、ハッと息を呑んだかと思えば大きく目を見開いた。

　しかも、苛立った様子で、「クソがっ！」と悪態を吐く。

「大野さん、その……申し訳ない！」

「……？」

　お互いしゃがんだまま、若干ふらつく灯里の身体を支えてくれる古森の口から、突然謝罪の言葉が飛び出した。

　灯里の身体を支えていなければ、目の前で土下座しそうな勢いの謝罪に、一向に引かない熱のせいでぼんやりする意識の中、彼女はコテンと首を傾げた。

「もしかしたら──」

　意識がフワフワするなか古森から聞かされたのは、灯里の身に起きた謎の症状の〝原因〟が、〝媚薬〟かもしれないという話だった。

　灯里が席を立っている間に、こっそり飲み物に仕込んだ可能性が高い。

　それを実行したのは、十中八九あのテーブルに座っていた男たちの誰かだろう。

　など色々説明されたものの、ぼんやりする意識のせいで半分も理解出来なかった。

（あぁ……古森さん、困らせちゃった）

　灯里がしっかり理解出来た数少ない情報は、〝自分の状態が古森を困らせている〟という大分主観が入った状況把握くらい。

　ちゃんと彼の話を聞いて理解したい気持ちはあるものの、荒いままの吐息や一向に引く気配のない火照りが灯里の意識を奪っていく。

「変なことはしないし、家にも上がらないと約束する。頼むから、タクシーで家まで送らせてくれ」

　状況の説明に返事はおろか、頷くなどの簡単な反応すら出来ない彼女に、古森は嫌な顔一つしなかった。

　それどころか、呼吸を乱す彼女を心配しているのか、所々に困惑を滲ませた声でこちらを気遣ってくれる。

　上手く考えがまとまらない頭でも、目の前にいる彼が優しいことは十分すぎるほどわかる。

　次々と灯里が無事家へ帰れるように案を出してくれる彼の言葉を嬉しく感じれば、不意に古森がスーツのポケットからスマホを取り出す様子が目についた。

「それが嫌なら、運転手に女性がいるタクシー会社を知っいてる。そこへ連絡するから、少し待っ」

「──っ！」

　きっと、今話に出た女性運転手のいるタクシー会社へ電話をかけるのかもしれない。

　なんて察した瞬間、灯里の心臓がドクンと大きく脈を打つ。

（いやだ、いやだ……一人にしないで。知らない人を呼ばないで）

　彼の親切な行動を想像した途端、言葉では上手く言い表せない大きな不安と恐怖が彼女を襲う。

　──タクシーを呼ぶために彼がこの場を離れ、一人になるのが怖い。

　──タクシーを呼んで、事情を知らない運転手に今の自分を見られるのが怖い。

　──媚薬という可能性を知ったところで、一切状況が好転しない自分の身に起きている不可解な熱が怖い。

　次から次へ頭の中で湧き上がる恐怖心が灯里の手を動かし、スマホを操作する古森の腕をつかんだ。

　スーツ越しに薄っすらと自分以外の熱を手のひらから感じたせいか、「ン、ふぅ」と口元からかすかに喘ぎ声が零れてしまう。

　頭の中でグルグルと渦巻く恐怖心のせいで、自分がまた喘いだことに気づかない灯里は、突然腕を掴まれたことに驚き目を見開いて固まる古森を見上げる。

「……たす、けて」

　熱に浮かされるなか、彼女は熱情を隠さない潤んだ瞳で彼を見つめ、か細く懇願の声を上げる。

　自分に縋っているとしか思えない灯里を前に、困惑する古森の喉がゴクリと上下したことに、灯里はもちろん当の本人でさえ気づいていなかった。










　媚薬のせいで意識がはっきりしない灯里は、古森に肩を抱かれるまま彼がつかまえたタクシーの後部座席に乗り込んだ。

　タクシーをつかまえる前から古森が片手間に操作していたスマホを運転手へ見せ、「ここまでお願いします」と行き先を告げる声をぼんやり聞く。

　その後、タクシーが目的地へ向けて走り続ける間、灯里は古森の胸元に顔を寄せ半分寄りかかるような体勢をとり必死に息を殺す。

　ドクドクうるさい心臓の音に呼応して荒くなりかける呼吸を我慢して。

　古森に抱かれた肩や、彼の胸元に埋める頬から伝わる電気のような刺激に反応しないように。

　顔は見えないけれど、十中八九運転手は自分たちを〝普通の客じゃない〟と認識しているのがわかる。

　そんな人から必死に灯里の顔を隠そうと抱き寄せてくれる彼に迷惑をかけないように、車が夜の街を走る間耐え続ける。

（声を出しちゃダメ、声は、絶対に出さない）

　逃げ場を失い身体の奥でグルグルと渦巻く欲と熱から懸命に意識をそらしながら、一秒でも早く目的地に着くことだけを祈った。




　二人がやってきたのは、合コンをしていた店から少し離れた場所にある小綺麗なラブホテルだ。

　タクシーを降りた後も、若干ふらつく足取りのまま、古森に支えられながら歩いて行く。

　フロント横にある個室の一覧が表示されている画面をしばし眺めた彼は、とある空室表示になっている部屋を選んだ。

　古森が選んだ部屋は二階の最奥にある個室だった。

　フロントで渡されたルームキーを使って鍵を開け、彼にうながされるまま部屋の中へ入る。

　灯里に続いて古森自身も部屋に中へ入れば、オートロックの音が聞こえるのと同時に、彼は心配そうに声をかけてくれた。

「まだ、身体は変なままか？」

「は、はい……よくなったりは、してない、かも」

　投げかけられた言葉に、一先ず頷いた彼女は、唇を震わせ弱々しく自分の状態を説明していく。

　面と向かって話をするのはタクシーに乗る直前以来かも、と不思議な懐かしさを感じてしまう。

　時間にしたら、きっと三十分も経っていないはず。

　けれど灯里は、彼と話すこと自体や、彼に心配してもらっている現状が無性にむず痒く、ほんの少しだけ嬉しく思ってしまう。

　そんななか、古森にベッドに腰かけたほうがいいと言われ、数分前まで肩を抱いていた彼の大きな手が優しく手を握り誘導してくれる。

　その間──たった数歩分の距離をゆっくり歩くなかで、理性のストッパーが外れていく感覚に気づいた。

　きっと、個室に自分たちしか居ないことや、ここがラブホという点も理性が消えていくスピードを速めているのかもしれない。

「ふぁ、ぁンっ」

　自分の何倍も大きな男らしい手が触れた瞬間、これまで我慢していた反動なのか、熱情を隠さない甘ったるい吐息が無意識に灯里の口から零れていた。




「これから、その……セックスを、するんでしょうか？」

　自分の状態について説明した灯里は、気づくと頭の中に浮かんだ疑問を口にしていた。

　タクシーに乗る前は、ひたすら身体を蝕む熱から解放されたくて、思わず目の前にいる〝優しさ〟に縋った。

　けれど、実際ホテルに来て、体調変化の原因が媚薬と推測するあたりから、〝古森の考え〟は大体予想出来てしまう。

　自分一人じゃ熱を逃がす方法なんて思いつかないため、ここは彼に抱かれるのが一番良い方法なのかもしれない。

　なんて考えていると──。

「君を抱こうとは思っていない。俺がするのは、〝君が気持ちよくなれるよう〟必要最低限の手助けだけだ」

　古森の優しい声が、灯里の耳をくすぐった。

　数分後。灯里は、ベッドに深く腰かけた古森の腕の中にいた。

　二人が脱いだスーツの上着は、部屋の片隅にハンガーを使い吊るしてある。古森が解いたネクタイはテーブルの上に放置されていた。

　背後から彼に抱きすくめられる体勢になっているせいか、Ｙシャツとブラウス越しに背中が男らしい胸板に触れ、自分じゃない熱を感じてしまい妙にドキドキしてしまう。

　何故こんな体勢になっているかと言われれば、「俺の顔、あまり見えない方がいいだろ」という彼なりの配慮らしい。

　別に処女というわけじゃないものの、今日会ったばかりの人に身体を愛撫してもらったり、結果自分一人だけイく姿を見られるのは確かに恥ずかしく、古森の配慮はとても有難かった。

「どうだ？　気持ちいいか？」

「はっ、あ……きもち、いぃ……ですぅ」

　タイトスカートのホックを緩め、ブラウスの裾との間に出来た隙間から遠慮がちに挿は入いってきた彼の手が、ブラ越しに灯里の豊満な胸を揉みしだく。

　胸を愛撫する古森の手つきや骨ばった彼の手が、白いブラウス越しに動く様子がはっきり見えて存在を主張する。

　古森の両手にすっぽり収まった自身の乳房へ視線と意識が引き寄せられるなかで、灯里の意識を一際引きつけ離さないのは、右の乳房。

　正確に言えば、乳房の先端──古森が何度も指でつまみ、こねくり回したせいでブラ越しでもはっきりわかるほど主張する乳首に釘付けになっていた。

「あっ、は、ぁ……ちく、び……コリコリしないでぇっ」

　ツンと先端を引っ張ったかと思えば、今度はそこを労わるように指の腹でマッサージされていく。

　古森のカサついた指の動き一つ一つが、灯里の欲と興奮を刺激し、彼女を喘がせた。

「これは気持ちよくないのか？」

「気持ち、きもち、いぃですぅ……でも、ダメぇ」

　後ろから抱きしめられているからか、耳元でダイレクトに聞こえた問いに、灯里は力なく首を横に振って答える。

　彼の行動は、すべて自分をイカせるためのもの。そう頭で理解しながら、媚薬の影響に加えて行為自体久々の灯里にとって、古森のどこか悪戯めいた愛撫は刺激が強い。

　彼の指の動きに合わせてピクピクと身体が震えるなか、「少し、動きを緩めてもらえれば……」と願わずにいられなかった。

　イッてしまいたいと思うのに、愛撫の刺激を弱めて欲しい。そんな相反する自分の心にさえ困惑しながら、灯里はおもむろに両手を動かし、シャツに包まれた男らしい腕に触れる。

　彼の右手は相変わらず右の乳首を重点的に責め立て、一方の左手はもう片方の乳房全体を包み込んで不規則なリズムで揉みしだく。

　ブラウス越しでもはっきりわかるほど左右で違う動き。そんな視覚的な情報も相まって、媚薬で強制的に引き出されたはずの灯里の興奮はさらに強くなっていた。

「ダメ……だ、めです」

「何がダメなんだ？　教えてくれ」

　まるで男らしい腕に縋るように両手を添えたまま、ダメ、ダメとうわ言を零すように喘ぎ鳴く灯里に、また古森は質問を投げかけた。

　甘く囁くような声に応えたい気持ちはあるものの、半開きになった口からは、「あっあん、ふぁあっ」と震える身体に同調した嬌声が出るだけ。

　どこかじれったさを感じてしまう愛撫が生み出す〝快楽の波〟が灯里の意識と身体を飲み込んでいく。

「こんな……こんな気持ちいいの、知らないっ」

　快楽の波の中から顔を覗かせた意識が、どこか悲痛な叫びにも似た声を彼女に紡がせる。

　いやいやと子供のように首を横にふるたび、一定の間隔で鼻先が自分と違う熱に触れた。

　それが自分を抱きしめる古森の首筋やあごということに、気づく余裕はゼロだ。

　行為の経験がゼロじゃないと言っても、灯里にとってのセックスはどこか〝男が満足するもの〟というイメージがあった。

　過去の恋人と一夜を明かしたことは何度かあるが、それぞれが感じる快楽の比率を比べれば圧倒的にこちらが低いものばかり。

　ビクビクと身体を震わせる様子を気遣って優しく声をかけてくれたのも、胸への愛撫がこんなに気持ちいいと思うほど優しい手つきで乳房を蹂躙されていくのも初めてだった。

　だからこそ、灯里は無意識に恐怖したのかもしれない。

　自分とは違う熱さを持った彼の手が胸を包むたび、ぷっくり膨れた突起を悪戯に刺激されるたび襲いかかってくる強く甘美な──初めて感じる快感すべてを。

「今知れたからいいじゃないか」

（──えっ？）

　次第にふわふわと朦朧としていく意識のなかで、不意に聞こえた声にわずかに頭と視線を動かすと、自分を見つめほほ笑む古森の顔がすぐそばにあった。

「君がイクための時間なんだから、何も怖がることじゃない。だから」

　──素直にイケばいい。

　目が合えば、古森は優しい目尻をさらに細め、なおさら優しい声で灯里に囁きかける。

　その声と笑みに灯里の意識が囚われた瞬間、まるで見計らったかのように彼は両手の指先でぷっくり膨らんだ灯里の乳首を強く摘まみ上げる。

「ひゃあああっ！」

　胸の先端に突如与えられた鋭く甘い痛みは、これまでの愛撫では感じられなかった強い快感を全身へ巡らせた。

　思いもしなかった刺激に強烈な困惑を抱きながらも、灯里は一際大きな嬌声を上げながらビクっと身体を震わせ果てていく。

　ほんのひと時強張った身体からゆっくり力が抜けていくのを感じて、自分の身に起きたことへの理解が追いつかないまま気づけば古森の男らしい胸板に身体を預けていた。

　度重なる愛撫に反応するあまりたくさん動いていたせいか、それとも性欲的な興奮のせいか、灯里の頬は薄っすら紅潮していく。

「うん……ちゃんとイケたな。これで少しは楽になればいいんだが」

　一度絶頂したことで少し息切れしてしまったせいか、無意識にハフハフと短い呼吸をくり返すなか、頭上からボソッと古森の呟きが聞こえる。

（まだ……だめ……）

　一度達すれば、媚薬の効果はなくなるかもしれない。なんて希望的観測は灯里の中にもあった。

　なのに、古森の愛撫で果てたにも関わらず身体は火照り続けているし、下着で隠れている蜜口がドクドクと脈打ち始め、余計酷くなった気さえした。

「まだ、ダメそうか」

「は、はい……ごめんなさい」

「謝らないでくれ。大野さんが大丈夫になるまで、俺はいくらだって付き合うから」

　身体の違和感に変化はあったかという古森の問いかけに首をふるだけしか出来なかった。

　つい弱気になってしまう灯里を見ても、彼は呆れたり嫌な顔などしたりせず、どこまでも付き合ってくれると言う。

　その気持ちが嬉しくて、灯里の中にほんの少しだけ勇気が湧いた。

　同時に、少しばかり残っていた緊張が解けていくのがわかり、彼女は無意識に唾をのむ。

（受け身なばかりじゃ、ダメだ！）

　チラリと盗み見た古森の表情──取り分け目元に興奮の色が見えた気がした。




　──しばらく経った頃。

「こも……りさ……っ、もっと、強くしてください」

　灯里はさらに強い快楽を求め、胸を揉む古森の手に自分から胸を押しつけていた。

　グリグリと彼の手や指にぷっくり膨らんだ突起を擦りつけるたび、そこから生まれる甘く鋭い刺激に灯里は歓喜したように嬌声を漏らしていく。

　古森に甘えっぱなしなままじゃダメだと思い立った灯里は、強弱が激しい羞恥の波に意識を呑み込まれながら、自らも少しずつ行動するようになった。その動きは時間が経つにつれ大胆になっていると言っても過言じゃない。

　震える手でボタンを外したお陰ではだけたブラウスの胸元に目を落とすと、お気に入りの水色ベースでレースがあしらわれたブラに包まれた自分の乳房が目に付く。

　そして、それらをすっぽり包み、灯里へ快楽を与えるために〝不規則な動きで柔らかい胸に指を沈ませる骨太な指の動き〟がダイレクトに視界へ飛び込む。

「はぁ、はぁ……ンッ、そこ、ちが……んぁっ」

　身体の奥から止めどなく溢れる欲情と、それに呼応し加速する心音に意識が飲み込まれそうだ。

　今彼女の頭の中にあるのは、〝もっと気持ちよくなりたい〟という願望だけ。

　刺激を求める部位からほんの少しズレた場所を古森の指が愛撫してく。そのじれったさに、「は、ぁ」と艶めかしい吐息を吐き出しながら、灯里は自らソコを彼の指にこすりつける。

　その反応に古森がゴクリと喉を鳴らすも、彼の様子に気づかない灯里は、さらに強い刺激を求めて寄りかかっていた胸板から一旦身体を離した。

　そしてノロノロと身動ぎをして身体の向きを変え、古森の顔を正面に見据えた灯里は、彼が履くスラックスの上にやんわりと腰を落ち着ける。

　太ももを跨ぐように座ったからか、タイトスカートがずり上がり、秘部を隠していた下着が丸見えだ。けれど彼女は気に留める様子すら見せない。

「ン、ふぅ、これ、気持ち、いぃ！」

　その体勢のまま灯里が腰を揺らせば、古森からの愛撫でもうぐっしょりと濡れてしまった下着と彼が履くスラックスが生地同士擦れていく。

　いや、正確に言えば、興奮してより強い刺激を求める灯里の蜜口と秘豆、そしてスラックス越しでもわかるほど熱く硬くなっている古森の欲望、の方がきっと正しい。

　古森の両肩に手を置いてバランスを保ちながら、出来るだけ彼に体重がかからないよう注意を払う。〝素股モドキ〟をしながら、他のことにも意識を向けなきゃいけない現状が、灯里にはどこか歯がゆくてならない。

「おまっ!?　何やってんだ、離れ、ろっ！」

「はぁ、はぁ……古森さ……気持ち、よく、ないですか？」

　唐突過ぎる灯里の行動に彼は酷く困惑した様子だ。けれど今の灯里にはそれを察するなど出来ず、萎えないどころか、どんどん熱と硬度を増す彼の男根にばかり意識が向いてしまう。

（気持ちよく、ないのかな？　どうせなら、古森さんにも気持ちよくなってもらいたい）

　媚薬に翻弄される自分に、終始寄り添って対応してくれた古森の存在は、今日初めて会ったにも関わらず灯里の中では好感度がうなぎ登り状態になっている。

　今だって、痴女にしか見えない行動をとる灯里を突き放す様子はない。

　口では「離れろ」と拒絶するのに、無理に膝の上から灯里の身体をどかしたりしない。それどころか、灯里が倒れないようになのか、彼女の腰に手を添えて支えてくれている。

　出会ってたった数時間なのに、彼と一緒に過ごす時間が長くなるたび、古森の優しさが身に染みてわかってしまう。

「……はぁ……はぁ……クソっ」

「……？」

　本来の目的は、灯里の火照りを鎮めるためだけれど、やっぱりここは古森にも何かメリットを、とぼんやりする意識の中考えていた時、不意に苛立ちを隠しきれないボヤきが聞こえ、何ごとだと首を傾げた。

　何か彼の気に障る行動をしてしまったか不安を抱きながら、灯里は注意深く目の前にいる男の様子を観察していく。

　すると、さっきまで無かったはずの頬の赤みや、キリッとしていたはずの眼差しに力が無くなっているのが見えた。

　トロンとわずかに目を蕩けさせながら、何かを耐えているのか彼は時折グイっと歯を食いしばっている。

「古森さん……だい、じょうぶ、ですか？」

「っ！　あ、あぁ、何でもない。気にするな」

　快楽だけを求めていた意識の中に、古森を心配する気持ちと不安が急に顔を見せてくる。

　心配になるあまり灯里が思わず声をかけるものの、彼女の声を聞いた彼は、コホンと咳ばらいをしてスッと顔を背けてしまった。

　心配されることを嫌がっているのかもしれない。だけど、この不安な気持ちはどうすれば、と頭の中が混乱していく。

　自分のことで精一杯な灯里は、古森が急に顔を背けた理由など気づかないだろう。

　一向に消えない欲情に身を任せ、古森の手で与えられる快感を享受し、それでも足りないと彼の興奮をあおるようについさっきまで腰を揺らしていた彼女の急変ぶりにグッと来たなんて。

　興奮で紅潮した頬に、自分を見つめる潤んだ瞳。自分が大変な状態に陥っているにも関わらず、気づけば不安げに古森を見つめ、「すごく心配だ」「頼りたい、けれど迷惑じゃ」と視線を震わせる灯里の健気さが、古森の中にある庇護欲を刺激したのかもしれない。

　そしてその刺激は、灯里より遅れる形で〝媚薬の効果〟を彼の身体へもたらした。

　古森に顔を背けられてからも、不安をきっかけに取り戻した微々たる理性を懸命に保ち、灯里は声をかけ続ける。

　声をかければその都度反応こそしてくれるものの、彼は一向に灯里の顔を見ようとしない。

　強くなる欲望に従うあまり、面と向かって古森の太ももの上に半分乗っかるような体勢をとってしまったせいで、ついさっきまで揉まれていたはずの胸元も今や寂しい状態だ。

　その間も、媚薬で強制的に引き出された欲は消えてくれない。はぁ、はぁ、と荒い呼吸をくり返しながら、どうしようと打開策を必死に考える。

（もし、かして……）

　不意に、ドクッと何かが疼くように脈打つ感覚をお尻のあたりに感じた。

　同時に、少し前まで自分が〝素股モドキ〟をしていたことを思い出した灯里はようやく気づく。

「古森さん……ここ、苦しい、ですよね？」

　と、口を開くのと同時に、古森の肩に置いていた片手を外し、スラックス越しでも限界なことが手に取るようにわかる〝彼の肉欲〟を指でさする。

「ぐ、ぁあ」

　次の瞬間、ここしばらく必死に平静を装っていた彼の表情が苦痛に歪み、深々と眉間に皺が寄る様子がはっきりと見えた。

（やっぱり！　古森さんも、媚薬を飲まされてたんだ）

　自分と同じ状態になっていて苦しいはずなのに、必死に我慢をしている。

　乱れた息を整えるためか、灯里と同じようにはぁ、はぁ、と何度も酸素を吸う彼の様子を目にし、現状をしっかり〝理解出来た〟灯里の中に新しい思いが芽生えた。

「今、楽にしますね」

「……は？」

　心からの気持ちを言葉にし、気づけばニコリとほほ笑んでいた。

　決して大きな声じゃない音が耳に届いたらしい彼が、困惑した様子で灯里の方へふりむく。

　二人の目が数分ぶりにお互いを見つめ合った直後、灯里は火照る身体を動かし一度古森の上から下りた。

　そのまま、シーツの上に座り直した彼女は、ゆっくり上半身を倒し状況が飲み込めずポカンと呆ける彼のスラックスのジッパーへ手をのばした。

　スラックスを寛げた灯里は、羞恥心を必死に押し殺しながら下着の中で窮屈そうに勃起していた古森の男根を取り出し、先走りが溢れる先端にチュッとキスをした。

「お、おい！　やめろって！　俺は大丈夫だから！」

　小さな刺激を受けて我に返った古森は、すぐさま彼女の意図を理解し、必死に止めさせようと声を張った。

　にも関わらず、最初から従う気がゼロの彼女は、流れるように彼の男茎へ舌を這わせていく。

　最初は先端の少し膨らんだ部分を中心に、所々血管が浮き出た箇所にも舌をのばす。

「ほんと、やめ……君だって、嫌だろう！」

　いくら時間が経とうと、彼女が古森の淫茎から口を離す様子はない。

　何度彼が声をかけようと、やんわり肩を押して距離を取ろうとしても灯里はその場を動かなかった。

　フェラをするなんて、灯里にとって人生初の経験だ。

　元カレに強請られた当時の灯里は、「怖いから」とやんわり断ったことがある。

　一応その手のＡＶを見てみたものの、恐怖心が増すだけだった。

　あの頃の自分が今の状況を知ったら、きっと叫び声をあげる勢いで驚くはず。

（優しくしてくれた古森さんのため、だもの）

　狼狽えてばかりな自分を見捨てず、彼は優しく甘い快楽を教えてくれた。そのお返しをしたいという気持ちが強いせいか、灯里のなかに恐怖心はない。

　何年も前に見た映像から得た知識を、ぼんやりする頭の中から懸命に引っ張りだし、一つ一つ実践していく。

　けれど、灯里にとって多少の知識はあっても〝初体験な行為〟のため、まだまだ技量が追いつきそうになかった。

　口に含めない竿の部分はやんわりと指と手のひらで包み込み、チュッチュッと先端に吸いつくのに合わせ、手の中の熱を扱いていく。

「はぁ、はぁ……ぐぅっ！　あぁ」

　頭上から聞こえる苦しさと興奮が混ざった艶っぽい低音に、つい嬉しくなってしまうのは仕方ない。

　ぎこちなさしかない口淫、手淫を受け、「こんなに興奮してくれている」という事実が音、映像、触感のすべてで伝えられることが、灯里には嬉しくてたまらない。

　ただでさえ濡れている下着は、灯里の蜜口から止めどなく溢れ続ける愛液のせいでもう役目を果たさないほどびしょびしょになってしまった。

（あぁっ！　熱い……欲しい）

　早く下着なんて脱ぎ捨てて、すぐにでも熱い欲望で突き上げて欲しい。

　はしたなさすぎる欲望まみれな考えが、頭の中に何度も浮かんで消えていく。

　浮き沈みの激しい欲望に触発されてか、灯里は古森への愛撫を止めず、少しずつわずらわしさを感じていたタイトスカートを床へ脱ぎ捨てた。

　中途半端にボタンを開けていたブラウスも、もどかしい手つきで残りのボタンを外し脱いでいく。

　動きづらさと暑さ──大半は媚薬と興奮が原因の火照りが、服を脱いで少しばかり緩和していき、灯里は内心ホッとした。

　結果的に、彼女の素肌を隠しているのは、今や上下セットで買った水色のレース下着だけ。

（これじゃ……正真正銘の痴女じゃないの）

　自分の姿をふかん的に想像してみると、ただでさえ火照っている頬の温度が上がった気がする。

（古森さんも、変な女って思ってるのかな……）

　想像しか出来ない自分でさえ恥ずかしいのだ。灯里の痴態が視界に入ってしまう古森はきっと胸中複雑でしかないだろう。

「…………」

　本気のストップがかからないことに甘えて、つい調子に乗ってしまった。

　自分の浅はかな考えや行動を反省し、灯里はもう何分も咥えたままだった肉欲から口を離すと同時に、恐る恐る視線を上げて彼の様子をうかがう。

「はぁ、はぁ……？　やっぱり、嫌になった、か？」

　すると、フェラをしている最中、チラッと盗み見た時より紅潮具合が増しているのがわかるほど古森の頬は赤かった。

　息も絶え絶えで、眉間に深い皺が寄っている。酷く苦しそうな姿に見たせいか、灯里は胸が締めつけられそうな思いを抱いてしまう。

　その後、一度口淫をストップした灯里は、古森に最終確認を取ろうと問いかける。

「このまま……続けても、いいですか？」

　自分の身勝手な気持ちから始まった大胆な行動を、嫌がられるようなら大人しく止めよう。

　自分の中で堂々巡りになりそうな気持ちをうだうだ悩みながら、拒絶しない彼に甘えて痴女っぷりを晒し続けるのはどうか、と思っての判断だ。

　本人は気づいていないが、期待と不安が入り混じった灯里の瞳は、フェラを中断してからずっと潤み続けている。

　その上、彼女の頬は熟れたリンゴのごとく紅潮しているのもあって、コテンと小首を傾げる彼女の姿を直視した古森の心は穏やかとは程遠い状態に陥っていた。

「あれだけ健気にしゃぶられて、今更一人でシろってのは酷くねぇか？」

　自分の状態を悟られたくないからか、古森は意地悪く、そして意味深に、ニヤリと微笑みながら灯里を見つめる。

　彼の眼差しに囚われた瞬間、不覚にも灯里の心臓は一際大きく高鳴った。

　その後、古森の許しを得た灯里は、待ちきれないとばかりに再び目の前にある剛直を咥え込んでいく。

　いきなりすぎたせいか、頭上から、「うっ！　ぁ、はぁ」と苦しげな声が漏れるのが聞こえ、心配になるあまり上目遣いのまま彼を見上げ状況確認をした。

「はいふぉーふ、れすか？」

「咥えたまま喋んな、バカッ！」

　けれど、灯里の対応が気に入らなかったのか、割と本気の叱責が飛んでくる。

　声に若干の鋭さはあるものの、困惑の色が強く聞こえたのもあり、本当に怒っているようには聞こえない。

　いきなり咥えた灯里にも非はあるが、流石にバカは酷過ぎないだろうか。

　唐突に不満を抱いた彼女は、「仕返ししちゃえ」と、妙な対抗心を燃やし咥えたばかりの肉欲に強く吸いついた。

　そして、「早く出して」と射精を催促するように、チロチロと口内にある先端を舐めていく。

　今日初めて会った人の肉欲をしゃぶって、あまつさえ口内射精をうながすなんて、普段の灯里からは考えられない行動ばかりだ。

（きっと、媚薬のせいよ。だって）

　──全然、嫌なんて思えないから。

　互いの行動すべてを含め、古森と過ごすこの時間に嫌悪感なんてない。むしろ〝永遠に続けばいい〟と意識の片隅で願い始めていることを自覚した瞬間、口内に熱くて苦い白濁した欲が一気に吐き出されるのがわかった。

「──っ！」

　頭上でうめき声が聞こえ、後頭部に置かれていた大きな手にグッと力が入り髪が頭皮に押しつけられた。

　頭を押さえつけられた反動か、咥え込んだ男茎が喉奥に押し込まれる感覚がして、彼の欲でいっぱいになった口の中により強い圧迫感を感じた。

　次々と口内で起こる〝ハジメテ〟の事態に、驚きが勝るせいか大きく目を見開く。

　口内に残った白濁のネバつきや独特な味を舌が敏感に感じ取るなか、灯里の表情と意識はどこか恍惚としてふわふわしていていた。

　そして、射精したせいか思考力が鈍ったらしくどこかボーっとした様子の彼を蕩けた表情で見上げた直後、身体の奥底──子宮のあたりから湧き上がってくる多幸感と一緒に、口内に残っていた白濁をゴクリ、ゴクリとゆっくり喉を鳴らしながら〝すべて〟飲み干していった。




「ひゃああっ！　ダメ、ダメです！　汚い、からぁ！」

　数分後、灯里はベッドの上に横たわっていた。

　腹筋に精一杯力を入れて上半身を起こしながら、自分の足元にうずくまる古森の行動を制止しようと声をあげる。

　けれど、愛液まみれの蜜口へ躊躇なく舌をのばし、止めどなく溢れだす蜜を口にする彼の舌技のせいで、辛うじて単語になった言葉は弱々しい。

　足元にいる彼を押しのけようと後頭部にのばした手元──指先は止めどない快感のせいでプルプル震えるばかりだ。

「ひぅっ！　はっ、あ……あぁっ！」

　灯里が悲鳴じみた嬌声を上げるたび、舌の動きが激しくなるのは、きっと気のせいじゃない。

「今度は俺がするから」

　彼の欲を飲み込み、口端に残った白濁をペロリと舐めとる灯里の姿を見た古森は、熱っぽい視線を彼女へ向けた後、茫然とする灯里をベッドの上に押し倒した。

　突然のことに理解が追いつかない彼女が一人であれこれ悩んでいる間に、身体が火照るせいで暑かったのか、古森は着ていたシャツを脱いでいて、灯里が我に返った時にはもう彼は均整の取れた筋肉が薄っすらつく上半身を露わにしていた。

　そこからはもう古森の独壇場と言っていい。

　久しぶりに見る異性の裸体に興奮と戸惑いを覚え、一人あたふたする灯里の下着──愛液でグチョグチョになったそれをひょいっと脱がせ、その股下に潜り込んでいた。

　灯里の声を聞く気はないらしく、蜜壺から止めどなく溢れ続ける彼女の愛液を夢中で啜っている。

　まるでさっきまでと真逆でしかない立場になってしまった灯里は、微々たる抵抗に両足をバタつかせるも、太ももの裏をガッシリと大きな手に押さえつけられ、気づけば動きを封じられていた。

「汚くなんかないだろう。お前も俺のを喜んでしゃぶってた……おあいこだ」

　すると次の瞬間、一旦秘部への愛撫を止めた彼が顔を上げた。

　このまま終わりになるのかとほんの少し期待したのに、平然とした様子で問題ないと言われては何も言い返せなくなる。

　しかも、お喋りはここまでとばかりに、両脚の間から見えていた古森の顔がまた股下へ引っ込んでいく。

　一息吐いた彼は、更なる刺激を求めてピクピク収縮する蜜口にフーッとイタズラに息を吹きかけた。

「やっ、あぁああっ!!」

　吐息程度の刺激でさえ、今の灯里は敏感に反応してしまう。

　微弱な電流が全身を駆け巡ったような刺激に、「はああんっ！」となまめかしい声をあげながら彼女はなおも全身をビクつかせた。

　古森の行動を理解し、灯里は何度も待ったをかけたものの、彼が止まる様子はなかった。

　下着を脱がされたせいで、日々整えている薄っすらした下生えすら愛液でベトベトになっている状況まで見られてしまった。

　恥ずかしさですぐに逃げたい衝動に駆られたのに、気づけば古森に脚をつかまれて甘く拘束され、彼の舌が蜜口を舐める今の状況を半分許している自分がいる。

「あっあっ、は、ダメ、です……イッちゃ、ん、ふぅ！」

「イッていいから。俺のことは気にせず」

　蜜口に息を吹きかけた古森は、また灯里への愛撫を再開していく。

　さっきまで、チロチロと蜜壺のふちだけを舐めていた舌が、今はスッと細くすぼめられ蜜壺の奥を刺激するように差し込まれナカを虐めだす。

　胸への愛撫ぶりに感じる古森からの刺激は、あの時よりずっと刺激的になり、必死に抵抗していた灯里の反抗心を瞬く間に溶かし消し去っていった。

　チュポチュポと一定のリズムで抜き差しをくり返す彼の舌が与えてくれる刺激は、灯里を何度も喘がせ興奮させた。

「ひぅ！　んぁ、あっあっ、ナカ、擦らないでぇ！」

　なんて、口では否定的な言葉を吐いているくせに、心のどこかで彼女は思ってしまう。

　──もっと強い刺激が欲しい、と。

　イッていいと言われて素直にイケればいいのに、絶頂するまでのあと一押しが足りない。

　なんて物足りなさに気づいた時、〝ソレ〟は来た。

　──カリッ。

「ひゃああああっ！」

　蜜壺のすぐ近くで与えられた一際強烈な刺激が、瞬く間に快感へ変わって灯里の体内を巡っていく。

　自分の身に何が起きたか理解するより先に、灯里は甲高く喘ぎながら待ち望んでいた絶頂を味わった。

　ビクンと大きく身体が震えるのと同時に、蜜壺からこれまで以上に愛蜜が溢れ出す。

　したたる甘露は、「もったいねぇ」とボヤく古森が差し出した舌に絡めとられているようで、時折ピチャピチャと淫靡な水音がかすかに聞こえてくる。

　それだけに留まらず、彼は蜜口に直接唇を寄せたかと思えば、灯里を絶頂へ導くために自身が甘噛みした赤く熟れた淫核ごと口に含む。

「へっ？　ちょ、だめ、ああああっ！」

　思いもしなかった古森の行動に衝撃を受け、一瞬呆けそうになる意識を灯里はグッと引き戻した。にも関わらず、ジュっと少し下品な音を立てて溢れ出る蜜を断続的に吸い取られ、絶頂を迎えて息を乱す灯里はしばし絶頂の波にのみ込まれるはめになった。




　その後、古森が満足した様子で灯里の秘部から顔を離し、度重なる絶頂に息も絶え絶えな彼女が落ち着くまで、特にエロいことなどせず待っていてくれた。

　ただでさえ意識がふわふわするなか、多少なりとも疲労が溜まりぼんやりしてしまう。

　二人分の枕を背もたれにして、上半身を預けて休んでいるよう言われたため、灯里は彼の言葉に甘えて大人しくすることにした。

　ボーっと室内を眺めるだけの灯里と違って、古森は何かとちょこまか動いていた。

　脱ぎ捨てたままだった自分のシャツを素肌に纏い、灯里が脱いだブラウスを彼女にかけてくれた。

　そして、部屋に備え付けられている冷蔵庫から水の入ったペットボトルを持ってくると、疲れて動けない灯里の口元へ飲み口を近づけ甲斐甲斐しく飲ませてくれる。

　彼女が何口か飲んだ後、彼も水分補給のためかペットボトルに口をつけ残っていた中身を減らしていく。

（あ、間接キス……）

　喉を潤し満足そうにボトルのキャップを閉める様子を眺めていた時、不意に自分たちがしたことを察してしまった。

　とは言っても、お互いのモノを舐め合っている時点で、今更間接キス程度で騒ぐほどじゃないな、と肩をすくめたくなる。

　だけど今、灯里にそんな心の余裕はなかった。

「……はぁ」

　目下の問題は、いまだおさまる気配を見せない身体の火照りと性欲のことだ。

　少しでも体内の熱を放出したくて息を吐き出せば、意図せず妙に色気を含んだ吐息が零れ、テーブルに飲みかけのペットボトルを置きに行った古森がふり返る。

　直後、二人の目線が交わったことがはっきりわかった。

　慌てた灯里は、彼の目線から外れるように自分の目線をそらした。けれど少し慌ててしまったせいか、視線が動いた先でジッパーを開けたまま前を寛げた古森のスラックスと彼が履いている下着が目に留まる。

　今も勃起し続けているのがはっきりわかるほどの膨らみまで見えてしまい、彼もまた〝自分と同じ状態なのかも〟と頭の中に仮説が浮かんだ。

「あと何回イケば、落ち着く、でしょうか」

「わかんねぇけど……シないよりは、マシだと思う」

　ベッドに戻ってきた古森に訝しげな表情で見つめられたため、まだ火照りがおさまっていないことを恥ずかしながら伝えた。

　予想通りと言えばいいのか、彼の方も未だに性欲がおさまらないらしい。

　そこで、どうやってこの状況を乗り切るか、正常に働かない頭で考え抜き二人で一つの結論を出した。

　──身体の熱が鎮まるまで、イキまくればいいんじゃないのか。

　後になって考えれば、とんでもなく頭のネジがぶっ飛んだ結論だけど、熱に浮かされた状況で考えた結果コレが限界だった。

　完全にその場しのぎな言い訳と、頭の片隅できちんと理解していた。

　きっと向こうもわかっているはず。

　わかっているのに、古森から提案された本格的なセックスの誘いに灯里はコクリと頷いていた。

「あっ、もしもし、フロントですか？　急で申し訳ないのですが──」

　二人の意見が一致すると、彼は部屋に備え付けてある内線電話でフロントに連絡を入れ始めた。

　どうやら部屋を選んだ際〝休憩〟プランを選んだようで、「絶対時間が足りなくなるから」と予想し、スタッフに頼んで〝宿泊〟プランに変えてもらうらしい。

　そのまま古森は、スタッフと電話越しに少し話をしたのち、受話器を元の場所へ戻す。

「んぁっ！」

　ふり返った彼とまた目が合ったと脳が認識した途端、灯里はベッドの上に押し倒される。

　まだ身体が熱を持つせいか、押し倒された瞬間にちょっと肌が触れ合っただけでまた反応してしまう。

　本当に、この火照りを鎮めるなんて出来るのだろうか。

　頭の中に浮かぶ不安につい目を伏せてしまった。

　悩んだところで、別の策なんて思いつきもしないくせに、どうしてこう何度も臆病になってしまうのか。本来の自分は、自覚している以上に弱気な人間なのかもしれない、なんて思う彼女の耳が、頭上からガサゴソと聞こえる音を拾う。

　瞬きをするのと同時に視線をゆっくり戻せば、また覆いかぶさってきたらしい古森の姿が間近に見える。

　片手に持った何かを口元に近づけた彼は、どこか忙しなく手に持っていたものの端を歯で咥えた。

　そのまま手を少し横にずらすと、簡単に〝封が切れ〟て中身が取り出せるようになった。

　これまで以上にギラつき欲と熱情を隠さない彼の眼差しを一身に受け、その視線すらも心地いいと気づけばまた艶めいた吐息が口から零れていく。

　蕩けた表情と視線を向けた先で、古森が封を開けたばかりのゴムを丁寧に取り出す仕草が目に留まった。

　理性で抑えつけていたとしか思えないほどギラついた性欲を滲ませる表情を前に、灯里自身も興奮を隠しきれず少しは落ち着いたはずの蜜壺がまたヒクつきだす。

　〝目の前にいる雄が欲しい〟と、灯里の中で何年も眠っていた本能が叫ぶと同時に、せっかく古森が舐めて綺麗にしてくれた蜜口からタラリと愛蜜が溢れ始めた。







第三章 情報過多な衝撃








　飲み会と騙され合コンに参加してからおよそ一か月が経った。

　その間に、灯里を取り巻く環境が、彼女自身の行動で大きく変わっていった。

　代表的な事例を挙げれば、一大決心をしての転職だ。

「ねぇ、あの日お酒に変なモノ入ってたみたいなんだけど」

　飲み会に参加した翌週の月曜日。灯里は出社早々、飲み会に自分を誘った同僚に事情を聞くため、珍しくこちらから話しかけた。

　お酒に媚薬を入れられた可能性があると古森から聞かされ、薬が抜けきった後、冷静さを取り戻した灯里が抱いたのは、同僚たちを心配する気持ちだった。

　合コンの場で、若干ノリノリでボディタッチを許していた人たちが多かった気もする。

　あの場に居た同僚たちは、彼氏候補やワンナイトの相手を見繕うため多少なりとも下心アリな参加だったことは簡単に想像がつく。

　だけど、その気持ちを男性たちに利用されていたら──と、考えるばかりで、灯里は一人でモンモンとした週末を過ごしていた。

　なのに──。

「あぁ、全然変なモノじゃないですよー。まさか大野さんが、古森さんお持ち帰りしちゃうとは思いませんでしたけど」

　──すっっごく、楽しめたでしょう？

（……は？）

　心配の気持ちを隠さない灯里の様子に気づかない同僚が、満面の笑みを浮かべ、何故か首を傾げてきた。

　予想外の反応に、「まさか、薬のこと、知ってたの？」と思いもしなかった可能性に気づいた。

「どうして、そう思うの？　私、母が来るからって帰ったじゃない」

　外れていて欲しいと切に願いながら、疑心暗鬼状態でさらに疑問をぶつける。

　すると、返って来た言葉の数々が衝撃的過ぎるあまり、ついさっき、喉元まで出かかった、「は？」と蔑む気持ちが混ざった疑問符をぶつけたい衝動にかられた。

　同僚が説明するに、あの場に居て媚薬のことを知らなかったのは、灯里と古森の二人だけだったそうだ。

　灯里以外の女性たちは皆、大学生の頃から性に奔放──いわばセックスが大好きらしく、灯里たちに盛られた媚薬は、彼女たちにとって〝ワンナイトのスパイス〟という認識だった。

　男性側のメンバーも、セフレを探している人や、セックス目的で集まっているような人たちばかり。

　知り合ったきっかけは、〝媚薬を使ってエッチを盛り上げる仲間〟経由と説明されたけれど、灯里にとっては未知の世界の話でしかない。

　理解しようと思えなかったし、理解さえしたくないとすら思ってしまった。




　──母親が来るっていうのも嘘だったんでしょう？

　──古森さんイケメンだったから、みーんな狙ってたのに、まさか〝大野さんなんか〟に釣られるなんてなー。




　悪気なんて一切ありませんと言いたげに、ヘラヘラとした表情で〝あの日の真相〟を話す同僚の声が、とてつもなく耳障りで気持ち悪く聞こえてしまう。

　けれど向こうは、話に一切口を挟まず黙ったままの灯里を気にも留めず、次第に好き勝手なことを喋り始めた。

　耳元でノイズが発生でもしたとばかりに、次第に同僚の声を上手く認識出来なくなっていく。

　だけど、〝何を〟言われているか〝わからなくても〟、〝彼女の言葉〟に〝悪意がある〟ことだけは不思議と認識出来た。

「古森さんと連絡先交換したんでしょう？　今度は大野さんが幹事やってくださいよ、私も手伝いますから！」

　数秒か、数分か、ずっと不調だった耳の調子が突然スッとクリアになっていく。

　同時に、「皆で楽しくヤりましょうね」と意味深な笑顔を浮かべる同僚の声が、灯里の耳に飛び込んでくる。

「そんなお仲間で集まるんなら、貴方たちだけで好きにすればいいじゃない！　私や古森さんを巻き込まないでよ!!」

　次回の集まりを催促し、また自分やあまつさえ古森を巻き込もうとするような言動を前に、灯里の中でプツンとナニカが切れた。

　本人がその幻聴を認識するのと同時に、気づけば口が勝手に動いて隠す気ゼロな怒りを相手にぶつけていた。

　灯里を騙して合コンに連れて行ったことや、媚薬のことについて一切謝らず、平然とした様子で更なる刺激を求める。

　反省の色を見せる意識すら欠けた仕事仲間の姿に、灯里はどうしても我慢ならなかった。

　怒りは原動力になる、と誰かが昔言っていた気がする。

　なんて記憶を呼び起こすなか、会社でプッツンと理性が切れてしまった灯里は、一週間もしないうちに上司に退職届を提出し会社を辞めた。

　彼女自身、清廉潔白な身体や、考えの持ち主というわけじゃない。

　それでも、合コンに参加したメンバーたちが居る会社で、これからも一緒に働くことを想像しただけで、身体中に虫唾が走る思いだった。

　このままだと自分の精神がおかしくなる。一刻も早くこの場を逃れたい、という気持ちに突き動かされるまま、思い切った彼女は縁切りを兼ねた転職を決意した。

　転職と言っても、何もその場の感情任せに決めたことじゃない。

　以前から、営業まわり中に知り合った他社の社員に、「ウチに来てくれたら嬉しいなー。大野さんすごく優秀みたいだし」と引き抜きの打診をされていたのだ。

　そこは、日本に住んでいたら知らない人の方が珍しい大企業──古森グループ。

　一中小企業でひっそり働いている自分の能力が、大企業に所属する社員に認められたこと自体、灯里にとって青天の霹靂と言ってもいいビックニュースだった。

（もらった名刺、取っておいてよかった）

　会社を辞めた日、灯里は以前名刺交換をした際に受け取っていた古森グループの系列会社へ属する社員の名刺を探し、走り書きされていた携帯番号へ電話をかけた。










　古森グループの社員へ初めて自分から電話をかけ、「以前お話を頂いていた、引き抜きの件……まだ、有効でしょうか？」と、灯里が声を震わせてから数週間。

　中途採用の面接を受け、無事に合格と太鼓判をもらった彼女の新しい職場は、なんと古森グループの本社だった。

　以前の職場を離れられたことにホッとする間もなく、灯里は新たな職場に一日でも早く馴染めるように同僚であり先輩な社員たちの話に耳を傾けた。

「本当に灯里ちゃんが来てくれて助かるわ！　ウチの部署、ついこの前何人か一気に辞めちゃって絶賛人手不足なのよ」

　ある日の昼食休憩中、灯里はマーケティング部の先輩社員であり、同い年の二にの宮みや絵え美み子こと社員食堂で食事をしていた。

　手放しでほめられることがなんだか気恥ずかしくて、灯里は曖昧にほほ笑むだけに返事を留め、日替わり定食のおかずへ箸をのばす。

　新しい職場として配属されたマーケティング部の同僚たちは、男女関係なく灯里のことをとても歓迎してくれた。

　その中でも、仕事を教えてもらう頻度が多く、同い年ということもあって、灯里と絵美子が親しくなるのに時間はかからなかった。

　まだ転職して数週間にも関わらず、すでに二人は灯里ちゃん、絵美さんと呼び合う仲になっている。

「一気に辞める？　何かあったんですか？」

　食事の合間にする他愛ない雑談中、不意打ちな褒め殺し攻撃に撃沈しそうになる意識をなんとか保った灯里の口から、頭の中に浮かんだ疑問がポロリと零れ落ちた。

　古森グループは日本屈指の大企業だ。しかも、絵美子たちがいる部署にいた社員たちというのなら当然本社勤務。

　前の会社に居た時よりもお給料の額は大幅に増額された。福利厚生も手厚い。

　中途採用が本決まりした後に、雇用契約の詳細についてなどの事前説明を受けた。

　その際灯里は、古森グループ全体が、本社や支社関係なく、社員、そしてお客様を大切にする企業と実感し、実際に働いてみてもなお、超ホワイト企業だと実感する毎日を送っている。

「さぁ……一身上の都合でってことらしいけど、何か訳アリじゃないか……って、皆噂してるのよ。天下の古森グループでの待遇を経験しちゃったら、他で働くの大変だろうに」

　首を傾げる灯里の疑問に、絵美子は肩をすくめながら自身が注文した中華丼を口に運ぶ。

　同僚の言葉に、灯里も苦笑混じりで頷き、「本当に、こんなに好待遇でいいのかって驚きました」と自分の気持ちを吐露した。

（古森グループ、か……）

　会話の最中、ふと灯里の脳裏に、一か月前合コンをした夜に出会った男性──古森翔真の顔が過ぎる。

　あの日出会った人たちの中で、灯里が唯一顔と名前を覚えいまだに忘れられない人だ。

　口頭で聞いた〝コモリ〟という彼の名字と同じ発音の〝古森グループ〟に自分が転職したことを、彼女は奇妙な偶然ととらえていた。

　あの夜、媚薬を盛られた自分を助けようと、古森は精一杯の対処をしてくれた。

　その途中で、彼も自分の意思に反して発情してしまい、二人揃って媚薬入りの飲み物を飲まされたと気づいた。

　一度ずつヌきあったにも関わらず、全然おさまらない熱に戸惑い、一晩ホテルに宿泊する事態に発展したことはよく覚えている。

『はあっ、あぁっ！　こ、もりさ……熱い、まだ、熱いのぉ！』

『はっはっ、クソっ……どれだけ強いクスリ盛ったんだ、あのバカ共っ！』

　熱が完全に引いたのは、ホテルに入った翌日──朝方近くになった頃だ。

　どうやら、飲んだ人の欲情を強制的に刺激する効果が長時間持続するタイプのクスリだったみたいだ。

　それもあって、灯里も古森も、途中からほとんど我を忘れたようにただ目の前にいる相手だけを求め、何度も果てた。

　人生初と言っていいほど濃すぎる一夜を過ごした灯里は、一か月経った今でも時々もう会うこともないだろう古森のことを──彼との情熱的な一夜を思い出してしまう。

　そのたびにドクドクと心臓が脈打つせいで、これまでに何度も深呼吸をして鎮めてきた。

　体感する鼓動は、あの夜発情した時に感じたそれに似ている気がする。

　心臓だけに留まらず、古森のことを思い出すたび、灯里の下腹部の奥──子宮が、「寂しい、今すぐ満たして!!」と言わんばかりにズクンと疼いてしまう。

（もう……会うことなんて一生無いのに）

　残り少なくなった定食のご飯を口に運びながら、絵美子の話に相づちを打つ。

　意識の大半を手元と同僚に向けてほほ笑む灯里の中に残った、ほんの一握り程度の意識が今もなお忘れられない〝彼との熱情〟を思い出させ、今日もひっそり彼女は蜜壺を収縮させる。




　──翌日。

　続々と出社してくる社員たちに紛れ、灯里は前の会社の近くに借りたままのアパートから、電車で数駅離れた場所にある本社ビルに出社し、建物内を移動する。

　各階にどんな部署があるか、自分が今後関わるだろう社員が、どの部署に在席しているかなど、彼女はこの数週間で新たにたくさんのことを覚えた。

（あー、やっと着いたぁ！）

　その中の一つ──ビルに入ってからマーケティング部の部署までの道のりを迷わず移動するのも、灯里にとっては大きな課題だった。

　大手グループの本社ビルというだけあって規模が大きい。

　前の会社が入っていたビルの何倍──いやそれ以上とも言える内部は、新入社員の灯里にとっては迷路も同然だった。

　まだ覚えきれていないことはたくさんあるものの、出勤、退勤時の移動はスムーズに動けるようになったことに心の中でガッツポーズをする。

「あ、大野さんおはよう」

「おはようございます」

　フロアに入ってきた彼女に気づいた同僚たちが、次から次へ挨拶をしてくれる。その一つ一つに笑顔を浮かべ、挨拶し返していると、ある噂を耳にした。

　海外支社に年単位で出向していた男性社員が、今日からここに戻ってくるというものだ。

　しかもその人は、この古森グループを取りまとめている古森家の人間らしい。

「すっごいイケメンなのよー。大野さんも楽しみにしててね！」

「は、はぁ……」

　ニコニコと笑みを浮かべていつも以上に機嫌がいい女子社員の言葉に、灯里は思わず曖昧な返事をし力なく笑う。

　男性社員からは有能さを、女性社員からはルックスの良さをそれぞれ熱く説明される存在な〝古森さん〟。

　どんな人なんだろうと多少なりとも好奇心が疼くなか、灯里の脳裏にまた、〝もう会えない彼〟の顔がよみがえる。

（連絡先すら交換せず別れちゃったし……もう会うことも無いのに、どうして今でも思い出すかなぁ？　とは言っても、もう一度くらいは会いたい……色々迷惑かけちゃったし）

　合コンに参加した時、騙された事実にテンションが下がる一方だったこともあって、彼の勤め先なんてきちんと聞いていなかった。

　迷惑をかけてしまったお詫びをしたいという気持ちはあっても、彼に連絡を取る手段など一つも思いつかない。

　勤め先を知っていそうなのは、あの合コンをセッティングした元同僚の女性かも、と気づくも、今更彼女に連絡を取るなんてあり得ないという気持ちが勝った。




　業務開始十分前。

　古森グループでは、本社や支社問わず、部署ごとに毎朝朝礼が開かれる。

　出勤している社員内で共有すべき連絡事項を確認する時間だと、灯里は初出社した日に教わった。

　今日もまた朝礼が始まるようで、皆のデスクがあるフロアに隣接する応接室から男性が一人出てきた。

　彼はマーケティング部をまとめる部長だ。

　始業前からあんな場所に居たなんて珍しいと思っていると、部長の後にスーツを着た男性の姿が見えた。

（……嘘、でしょう!?）

　皆が噂していた〝古森さん〟らしき男性の姿を目にした途端、あまりの衝撃にヒュっと小さく息を呑んだ灯里は大きく目を見開き、無意識に身体を強張らせた。

「えー、皆ももう知っていると思うが、古森君が帰ってきてくれたぞ」

　出社している部下たちを見回した部長は、隣に立つ男性の背中を力強く叩きながら心底嬉しそうに破顔し〝彼〟の帰国について話し始めた。

　その声を、驚くなか辛うじて残った冷静な部分で薄っすら認識しつつも、灯里の視線と意識は〝古森さん〟に釘付けになる。

　皆から彼の優秀さを聞いていた時、「私には、海外勤務なんて絶対無理だなー」と、話題の中心人物に対して雲の上にいる人を眺めるような意識しかなかった。

　なのに、自分たちの前にあらわれた古森さんは、灯里がこの一か月間何度も思い返していた〝もう会えないコモリさん〟本人にしか見えない。

　転職後、新たな職場の企業名を見るたび、「あの人と名字の響きが一緒だ」と感じていた。つい最近は、「もしかしたら親戚、とか？」と響きしか知らなかった彼の名字に同姓の可能性を考え、また会えたら奇跡だと漠然とした想いを抱いていた。

　──もしかしたら、本当に親戚なのかもしれない。

　なんて、自分の予想があながち間違っていなかったことに、こっそり嬉しくなってしまう。

　久しぶりに会うだろう同僚たちから、「おかえりー」「お疲れさん」と声をかけられる中、古森は一人一人と目を合わせて軽く会釈を返す。

「──っ！」

　そして、一番後ろにたたずんでいた灯里と目が合った瞬間、向こうも何かを思ったらしくピクっと目元が震えかすかに見開かれる。

「それじゃあ今後、大野さんは古森君の下についてもらおうかな。大野君はこっちが久しぶりだし、大野さんはまだウチに来て日が浅い……二人で色々教え合って会社に馴染んでいってくれ」

　二人がそれぞれ隠しきれない戸惑いを滲ませるなか、人の良さそうな笑みを浮かべた部長が、今後仕事の際は灯里たちにペアで行動するよう指示を出した。

　思ってもいなかった再会を果たし、気づけば灯里の教育係として古森が選任されていた。

　彼から教わるだけじゃなく、日本を離れていた古森へ、「最近はこんなことをやっている」と教えることが灯里に与えられた役割だった。

　二人が互いに教え合うことで生まれる関係性こそが、まだこの会社に来て無自覚に緊張が解けない灯里をリラックスさせるんじゃないか、というのが部長の考えらしい。

　一日でも早く職場に馴染もうと意気込んでいた部分は確かにあった。けれど、休憩時間になれば同僚たちとお喋りをしたり、冗談を言って笑ったり、仕事をしている時の緊張感とは別の楽しさを感じる時間もちゃんとあった。

　なのに──。

（嫌、とかじゃ……ない、けれど）

　もう会わないと思っていた人物との再会は、灯里の心に少し不思議な緊張をもたらした。

　単純に普通に合コンで知り合った参加者同士なら、きっと複雑な気持ちにならないはず。

　けれど灯里にとって古森は、思わぬ形で一夜を共にした相手。

　その影響か、〝ホテルでの一夜〟を思い出して、身体を熱くしたのは一度や二度じゃない。

（これから、どんな顔して一緒に仕事していけばいいの!?）

　心の中で渦巻く、邪な気持ち混じりのモヤモヤした感情の処理の仕方がわからず、彼女は内心頭を抱えたくなった。










「個室のある店ってことなら、俺の方で予約したのに」

「いえ、今日は諸々のお礼なので、私が！」

　数日後。仕事を終えた灯里は、古森を誘ってとあるレストランへ来ていた。

　合コンの日に出来なかったお礼と、これから一緒に仕事をすることについて色々話したいと思ってのお誘いだ。

　出迎えてくれた店員に事前に予約していた大野の名前を告げると、店内奥にある個室へ案内される。

　二人でテーブル席に着き、渡されたメニュー表にザっと目を通せば、普段灯里が気軽に行くような店の価格設定よりほんの少し高い値段が目についた。

　このお店は、古森とゆっくり話をする時間が欲しくて、転職からずっと一際灯里のことを気にかけてくれる絵美子に教えてもらった場所だ。

　前の会社より給料が上がったこともあり、今の自分なら十分に払える。

　セレブが通いそうな高級店とまではいかなくても、お店の雰囲気がとてもよく、メニューについての質問に丁寧に答えてくれる店員の対応も素晴らしい。

（これで料理も美味しかったら、お気に入りになりそうだな）

　──まぁ、今後来る機会があるかわからないけれど。

　清水の舞台から飛び降りる気持ちで、というのは大袈裟かもしれない。

　けれど、今の灯里にとって、この店で古森に食事をご馳走することが、自分なりの感謝を伝えるための〝精一杯〟なのだ。

　席に着いてからしばらく経った頃。古森と一緒に選んだ料理とワインが運ばれてきた。

　一礼して部屋を出ていく店員を見送り、「とりあえず……食べましょうか」と灯里が遠慮がちに発した声をきっかけに、二人きりのディナーが始まった。

「まさか、また会えるなんて思ってもみなかった。あの日……自己紹介の時に聞いた仕事先は、まったく別の会社だったし」

　思わず写真を撮りたくなるくらい綺麗に盛り付けられた料理は、実際に味わうととても美味しく、灯里は心の中で絵美子に何度も感謝をする。

　その最中聞こえた苦笑混じりの声に、ナイフとフォークを持つ手元へ落としていた視線を顔ごと上げる。

　瞬きした視線の先には眉を下げて肩をすくめる古森が居て、彼の言葉に灯里は軽く目を伏せた。

「あの日……お酒に薬が入っていたこと、私以外の女の子たち、全員知ってたみたいで」

　そのままポツリと呟いたのをきっかけに、二人が離れている間に灯里自身が見聞きし、体感した出来事の数々を、彼女は目の前に座る古森へ報告し始める。

　マーケティング部の人ではないものの、古森グループに勤務する社員に以前からスカウトを受けていたこと。

　自分じゃ力不足だと思って、ずっと拒み続けていたこと。

　けれど、合コンの日に起きた同僚たちの裏切りをきっかけに、彼女たちと縁を切りたい一心で、今回の転職を決意したこと。

　記憶を上手く言葉として伝えられず、所々黙ったり、「えーっと、それで……」なんて言葉がつかえたりと、決してスムーズな報告とは言えなかった。

　だけど古森は、懸命に説明する灯里の話に口を挟んだりせず、最後まで聞いてくれた。

　説明の最中、時折彼が灯里を見つめる目元を細め、優しい顔つきになっていたことを、説明に夢中だった彼女は気づいていなかった。

「あの日は、本当に色々とご迷惑をかけてしまって。ずっと、古森さんに謝罪とお礼をしたかったんです。でも私……みんなが自己紹介してた時のこと、ほとんど覚えてなくて。古森さんが、どこに勤めてる人か、わからなくって」

　自分の事情をなんとか話し終えた灯里は、一旦食事の手を止めると、困った様子で眉を下げ、「一か月遅れになって、本当にごめんなさい」と頭を下げた。

　彼女の様子を見た古森は、眉間に皺を寄せ深々とため息を吐く。

「別に気にすることじゃないし、大野さんが謝る必要はない。謝るのはむしろ俺の方だろ？　だって、俺はあの日」

　そのまま、「全然わかっていない」と言いたげに苦言を呈した彼は、この数分間灯里が説明をするなかで必死に言及を避けてきた話の核をついた。

　──恋人でもないのに、君を抱いたんだから。

「──っ!!」

　そんな様子を間近で見たせいか、グッと心臓を鷲掴みにされた感覚と一緒に、やけに息が苦しくなった。

　灯里は咄嗟に呼吸することに意識を向けて新鮮な空気を求める。けれど、胸元で感じるドクドクとうるさい心音のせいで集中を乱されてしまう。

　この数分間、「あの時はー」と意図して内容をあやふやにして喋っていたのに、当事者の口から〝君を抱いた〟と言われたせいで、首筋や頬、そして耳の辺りが瞬く間に火照りだすのが嫌でもわかる。

　セックスを知らない初心な年頃じゃないにしても、この一か月間、何度も思い返すほど鮮明に記憶の中に焼き付いた濃密な一夜を彷彿とさせる存在を前に、灯里はどんな反応をするべきかわからなくなった。

　いくら媚薬のせいだと言っても、なかば無理矢理抱いたことに変わりない。

　一度主張した意見を曲げない古森の態度に、灯里はなんと返せばいいのかと頭を悩ませる。

「そ、それに無理矢理、じゃないです！　古森さんは、私を助けようとしてくれただけで……私の方こそ、その古森さんを襲う、みたいな真似を」

「いやいや、あれは違うだろう！　あれは君が俺を助けてくれて」

　彼の主張を受け入れてしまえば、なんだか古森を悪者にしてしまう気がして、若干しどろもどろになりながら〝それは違う〟と精一杯こちらの意見も主張した。

　自分自身の痴態を、自らの声で言葉にすることは想像以上に恥ずかしく、ただでさえ火照っている顔を灯里はさらに真っ赤にしながら、「古森さんだって悪くない」と主張を続ける。

「お互いさま……ってことに、してください。それに、あの時……古森さんが来てくれなかったら、私は自分の状況も理解出来ないままで。もしかしたら……見ず知らずの人に、襲われてたかもしれない、し」

　一か月経ったことで、客観的にあの日のことを把握、理解出来た。

　だからなのか、〝古森に助けてもらわなかった可能性〟が唐突に頭の中に浮かぶ。

　確かにあった〝一つの可能性〟に気づいた途端、嫌悪と恐怖が寒気になって灯里の全身を駆け巡った。

　衝動的に両手で自分の腕をかき抱くように掴むと、説明中ずっと見つめていた古森からも視線を外してしまう。

　平然とした気持ちであの日のことを語っている。

　と当人が思っていても、本能的な防御反応や無自覚な視線の迷い、か細く震える落ち着かない声のトーンが、〝本当の精神状態〟をあからさまに示していた。

（……あっ）

　不意に我に返った灯里は、自己嫌悪の嵐に陥った。

　そのまま何テンポか遅れて、「私、古森さんのこと困らせてるじゃん」と、自分の実情を冷静に把握したせいなのか、二人の間に流れる微妙な空気に嫌でも気づかされる。

「と、とにかく！　ホテル行った後の話は禁止です！　禁止！」

　場の空気を一新したくて、少し張り上げた声が、なんとも強引な話題転換を主張する言葉を紡いだ。

「そう言えば……あの日、古森さんも騙されて合コン参加した、みたいな反応でしたけど。どんな理由で連れて来られたんですか？」

　話題を変えようとする灯里に、古森はどこか不満げな視線を向ける。彼からの視線にも、意味にも気づいていながら、精一杯スルーし続ける灯里は、ふと思い出したように首を傾げた。

　食べている途中でしばらく放置していた料理にも再び手をつけながら、「お店来た時、本気で帰ろうとしてたし」と当時の記憶を手繰り寄せながらボヤく。

「あー、あれは……」

　ちょっと踏み込み過ぎたか、と自分が口にした問いを後悔した時、向こうも当時感じた嫌悪感を思い出しているのか、大きなため息を吐く音が聞こえた。

　その後の説明によると、本格的に本社へ戻る下準備をするため、当時は一時帰国している最中だったそうだ。

　その情報をどこで知ったのか、合コンにも参加していた同僚たちが、「帰国祝いに飲み会でも！」と誘ってくれたらしい。

　けれど蓋を開けてみれば、同僚がセッティングしてくれたのは合コン会場だったようで、灯里が薄っすら予想していた〝騙され仲間〟という認識はほとんど当たっていた。

「土日をはさんで……あっちに戻る前にすぐ上に報告したんだ。俺と大野さんが薬使われたこと。当人同士が同意して使ってるんなら、俺たちは何も言う権利はない。だけど、俺たちのように同意なしに使われるケースもある。ウチの女子社員に使われるのなんて御免だからな、全員クビにしてもらった」

「…………」

　参加の経緯を聞いただけのはずが、気づけば灯里が知らない〝その後〟についても彼は教えてくれる。

　古森の優秀さはマーケティング部の社員たちの称賛ぶりで十分理解していた。

　そして灯里自身も、時間にしたらまだまだ短いものの、一緒に仕事をするようになり現在進行形で彼の有能さを毎日まざまざと見せつけられている。

　周囲への気配り力や、物事を先読みして一歩進んだ行動を取れる判断力、数年間海外に行っていたのが嘘かと思うほど、彼はもうすっかりコチラに馴染んでいる。

　もう自分が古森に教えることなんてない。彼から教わるばかりでしかないと、ここ数日度々考える機会があった。

　そんな相手が、〝あの日の一件〟に関して、自分の予想をはるかに超える対処をしてくれたことに灯里は驚きを隠せない。

　しかも、男性側の参加者──古森にとっての元同僚たちが、全員クビになったという衝撃的な事実を聞かされ、困惑する頭をさらに鈍器で殴られた気分だ。

「でも、……薬のことだけで、全員クビって、出来るんですか？」

　会社の人事を管理する部署への在席経験などなく、いち平社員の灯里にとって、古森から聞かされた話は最早未知の領域でしかなかった。

　頭の中が疑問符でいっぱいな灯里の姿を見たからか、彼は男性側で起きたことをかい摘まんで話してくれる。

「元々……あの場に居た男たちは、仕事に対する姿勢も努力意識が薄いし、プライベートに関しても、あまりいい噂はなかったからな」

　古森が海外赴任中、スマホやパソコンを使って、マーケティング部の同僚を始め、彼が親しくしている他部署の社員などとよく連絡を取っていたそうだ。

　週末の夜になれば、パソコンの前に陣取って、時差があるため短いながらリモート飲み会をする、なんてこともあったらしい。

　そこで度々話題に上がったのが、合コンに参加していた古森以外の男性陣について。

　変な集まりをしている、なんてかなり不鮮明な噂にすぎなかった。けれど、合コンの件があり、古森の中で〝変な集まり＝性的な集まり〟と確信を得たと教えてくれた。

「さっき、大野さんも話してくれたけどな……」

　次に話してくれたのは、男性陣メンバーが嘘まで吐いて古森を合コンに誘った理由だった。

　あの日古森は、同僚の一人と数秒差で席を立ってトイレに向かった時、自分を参加させた経緯について問いただしたらしい。

　返ってきたのは、灯里が前の会社で言われたのと同様に、「媚薬を使ってセックスを楽しむため」という内容だった。しかも、下心しかない合コンが男性たちにしてみれば〝古森の帰国祝い〟というスタンスだった。

「心底呆れたし、君と同じように俺も話を聞いた瞬間同僚に嫌悪感しか抱かなかった」

　なんて彼はボヤいていたけれど、古森はそこで何もしない男じゃなかった。

　トイレへ立った時、咄嗟に彼は自分のスマホを隠し持ち、トイレでのやりとりを録音したと教えてくれる。

「その録音データを持って上に掛け合い、当日の詳細について話したんだ」

　古森は一連の経緯説明と録音データの提出、そして、「このままじゃ我が社の女性社員にまで被害が及ぶかもしれない」点を力説したらしい。

　状況を把握した彼の上司──灯里の上司にもあたるマーケティング部部長は激怒。すぐに部長より上の立場にいる役員数名にも経緯説明が行われ、改めて合コンに参加した男性陣が会議室に呼び出された。

「え、部長って……怒ること、あるんですか？」

「あの人、怒る時はとことん怒るぞ？　まぁ、怒られるような問題起こさない方がいいわけだし、知らないままがいい」

　二人の上司にあたる部長に対し、おおらかで気さくな印象を抱いていた灯里は、古森の説明にあった〝部長が激怒した〟点に酷く驚いた。

　ケロリと笑った彼の言葉に頷いたものの、ほんの少しだけ自分の知らない上司の顔への好奇心が灯里の中に残る。

　衝撃が抜けないまま呆ける彼女を見つめる古森は、少しばかり脱線した話の流れを戻すように、コホンとわざとらしく咳ばらいをした。

「あいつらが呼び出された頃、俺はもう向こうに戻っていたから……ここからは、報告聞いただけになるけど」

　なんて前置きをした彼は、自分が受けた報告について簡素に教えてくれる。

　まず古森から報告があった合コン時の言動は本当かと皆に確認を取った。

　その後、以前からチラホラ噂されていた謎の集まりについても話が波及したらしい。

　当人たちがすべて承知で楽しむならまだしも、灯里や古森などの〝事情を知らない人間〟を巻き込んだことで、〝警察が介入する可能性〟が出てきたことも説明された。

「アダルトグッズとか売ってるサイトや店で、普通に流通してる媚薬だ……なんて、俺相手に説明してたけど。正直、そんな薬知らない身としては、ヤバいもの飲まされたかもって、普通はビビるだろう？」

「た、確かに」

　わかりやすく続く説明の中で、警察が介入する可能性の詳細と理由を聞いた灯里は、背中に嫌な汗をかきながら重々しく頷く。

　あの日、古森と何度も身体を重ねたお陰なのか、翌朝には動悸や変な火照りは落ち着いていた。一か月経った今も、特に自覚するような不調などはない。

　ホテルを出る時、「どこか具合が悪くなったら、すぐ病院に行くんだぞ！」と彼が心配してくれたことを思い出す。

　古森からの忠告を忘れていたわけじゃないけれど、灯里自身転職を決意してから何かと生活が慌ただしく、体調に違和感を抱かなかったこともあり、今まで放置していた。

　まさか、自覚がないだけで身体に悪影響が出ているのかもしれない。

　なんて考えが頭を過ぎったせいか、若干灯里の顔色が悪くなっていく。

　その変化に目ざとく気づいた古森の口から、「大丈夫だ」とどこか自信満々な声が聞こえてくる。

「転職した時にも説明はあったと思うが……来月から一か月くらいかけて、社員の健康診断がある。出社扱いで、指定された日に会社に行く代わりの人間ドックをやる感じだな。そこで、異常が無いかきちんと見てもらえるように手配するから」

　──だから安心して大丈夫だ。

　そう言って、古森は不安がる灯里に微笑みかけてくれる。

　彼の口から人間ドックの話が出たり、大丈夫と言ってもらえたからなのか、微笑みと優しい声を受けてなのか、心の中に広がった不安がゆっくり消えていく気がした。

　自分が知らないことを次々と告げられ、ただただ驚くしか出来ないのもあって、正直彼の説明に向こうが満足するような言葉を返せている自信はない。

　感情のまま何度も疑問を口にして、説明を中断したのも一度や二度じゃない。

　それでも古森は嫌な顔一つせず、毎回灯里の抱いた疑問を親身になって聞き、丁寧に返してくれた。

　一人だけじゃ気づけなかった〝恐怖心〟を改めて抱き、声を震わせる彼女の心が落ち着くまで親身に対応してくれる。

　初めて会った時と同じく、何気ない彼の言動は、どこまでも優しく、ほんの少しだけむず痒く感じてしまう。

　それだけに留まらず、同僚、先輩後輩として、まだ期間は短いものの一緒に仕事するなかで、彼の口調は初対面の頃より砕けて、時折素の雰囲気が出ている気がすることが嬉しくなった。




　恐怖で少しばかりザワついた灯里の心が落ち着くのを待った後、呼び出された男性陣への処遇を教えてもらった。

　警察に訴えない代わりに、彼らには〝自身の都合による退社〟という形を取ってもらい示談で話は終わったそうだ。

　けれど、前に灯里が疑問を抱いたように、大手企業な古森グループを自ら退社したという事実は、転職先を探すにあたり結構な傷になるらしい。それも一種の罰だと、古森は苦笑いを浮かべながら話してくれた。

　説明と並行して進めていた食事は、気づけば食後の飲み物とデザートがテーブルに並び、二人だけの食事会も終わりが見えていた。

　季節のフルーツを使ったゼリーを前に、「デザートはやっぱり別腹！」と内心小躍り状態の灯里へ、不意に古森が声をかけてきた。

「転職したきっかけ、前からスカウト受けてたって話だったけど……思いのほか、スムーズに話が進んだだろう？」

「そう、ですね。それが、何か？」

　唐突な問いかけに驚き、キョトンと首を傾げてしまう。質問に肯定的な返事をすると、「やっぱりそうか」と彼が一人納得した様子で呟く声が聞こえた。

「スムーズに転職出来た理由だけど……十中八九、あいつらが一斉に辞めたせいもあって、急ぎの人員補充を兼ねての採用だと思うぞ」

　続けて聞かされたのは、思ってもみなかった転職事情の裏話。

　唐突過ぎる話題にしばらく呆けるしか出来なかったものの、一気に複数人が辞めた人員補充と聞かされたせいか、急に不安がこみ上げてくる。

「えっと……私、きちんとお役に立ててますか？」

　隠しきれない不安が問いかけの声にどうしても滲んでしまった。

「十分すぎるくらい役立ってるだろう。なんなら、クビにした奴ら全員分の仕事量カバーする勢いがあるくらい、大野さんの仕事は早いしミスも滅多にない」

　けれど、彼女の不安を一蹴する勢いのある力強い声が返ってきた。

　無意識に俯いていた目線を上げれば、チラリと白い歯を見せて笑った彼が、腕組みをしている片手親指を立て、グッとサムズアップをしてくれた。

「フフッ」

「え、どうして笑うんだ？」

「いや、ちょっと……可愛くて」

　不安がる自分を元気づけるためなのか、どこかお茶目に見える彼の動きに少し笑いが漏れてしまう。

　灯里の反応の意図がわからず首を傾げる古森に対し、失礼かと思いつつも正直に気持ちを吐露した。実際声に出すと、数秒前に見た彼の茶目っ気のある姿を思い出してしまい、今度は笑わないように気をつけ気持ちを落ち着かせていく。

　不意に、人間ドックと合わせて薬物による不調が出ていないか検査をすると言われたことを思い出した灯里は、「あの、検査のことまで……ありがとうございます」と改めて頭を下げる。

　その様子に、いやいや大したことじゃ、と古森は苦笑するものの、検査を受ける側になった灯里にとって目の前にいる男性は救世主にさえ見えてくる。

「本当に、古森さんはすごいんですね。合コンのこと……被害者？　って立場にしても、色々知ってますし。私の知らないことばかりで驚きました！」

　灯里の知らないことをたくさん知っている様子の古森は、何も情報を知らない自分に対しとてもわかりやすく説明してくれた。彼の情報整理能力と話術には感服するしかなく、家庭教師をやったら人気が出そうなんて思ってしまう。

　内心、「すごいすごい」と飛び跳ねそうになる気持ちを抑えているものの、説明がひと段落したことへの安心感も相まって、灯里の口調はどこか興奮気味だ。

「正直、俺も今の内容を話す気はさっきまでなかったんだ」

　フンっと鼻息荒く、尊敬の眼差しを向ける灯里の姿に苦笑した古森は、少しばかり肩をすくめながら言葉を返した。

「えっ？」

「内容的に……あんまり女性の立場では聞きたくない話だろうし。合コンに参加したメンバー……大野さん側で言えば、元同僚たちと完全に縁を切ったってことで、正直知る必要は無いと思ったからな」

「だったら、どうして……」

　懇切丁寧にたった今説明してくれたにも関わらず、話す気はなかったなんて、とんだ矛盾だ。

　訳がわからないと首を傾げる灯里を見つめる古森の目元が、ほんの一瞬細くなる。

「大野さんが、前の会社で同僚だった合コンメンバーに言われたこと、教えてくれただろう？　俺に報告するだけなら、〝あの人たちと一緒に居るのが嫌で会社を辞めた〟ってボカすだけでいいのに」

　──喋りづらいこと、頑張って教えてくれた礼だ。

　そう言って頬杖をつき、自分を見つめる彼の視線を直視してしまう。

　一言で表わすなら〝慈愛〟という表現が近いかもしれない。

　けれどその端々に、〝何かを頑張った子供を見つめる親の眼差し〟のようなものが見え隠れしている気がするのは気のせいだろうか。

　何とも言えない気恥ずかしさを感じてしまい、せっかく疑問に答えてくれた彼から灯里はスッと視線をそらしてしまう。

　その時──。

「まっ、俺がここまで詳しく知れたのは……親父が古森本社の社長ってのもあるだろうけど」

「……へっ？」

　灯里を見つめていた視線を不意に伏せた古森が、どこか自嘲気味にボソリと独り言をボヤいた。

　聞えてきた声を認識し、数秒遅れで彼が話した内容を理解した灯里は、驚きのあまり瞬きをくり返す。

　すると、急に戸惑いだした彼女の変化に、古森の方も驚いた様子を見せ、二人はお互いを見つめ合ったまましばらく無言になる。

「古森、さんって……古森家のご親戚、とかじゃないんですか？」

「は？　どうしてそういう認識に。大野さんが言う古森家が、本社社長──古森グループトップ絡みの話だってんなら、その認識間違ってるぞ」

　──本社社長は、正真正銘俺の父親だからな。

「ええっ!?」

　突然の告白に、灯里は思わずといった様子で驚くまま声を上げてしまう。

　自然と耳に入った自分の声に気づくのと同時に、失礼な態度を取ってしまったと、反射的に口を隠そうと両手がのびる。

　灯里にとって、〝翔真が発した事実〟はこれまで聞いたどの話題より、一番大きな衝撃でしかなかった。







第四章 〝知りたい〟と〝知らない〟








　灯里が古森と一緒に食事をし、様々な衝撃を受けた日から一か月近く経った八月下旬。

　お盆期間を含めた夏季休暇が明けて間もなく、食事の際に聞いていた古森グループに属する社員たちの人間ドックが始まるらしい。

　休み明け初日の朝礼で、検査日の希望調査用紙が配られ、二、三日のうちに提出するよう言われた。

　同時に、前夜からの食事制限の指示など注意事項がいくつか書いてある用紙と、調査用紙と一緒に提出する〝検査希望申請用紙〟、それに加え事前に記入し当日持参する問診票も配られる。

「灯里ちゃん、どこで希望出すか決めた？」

「いえ、特には……絵美さんは？」

「私はちょっと迷い中かなー。夜に食事の約束してる日の翌日はナシだし」

　人間ドック自体初めてな灯里にとって右も左もわからないイベントを前に、検査結果への不安はもちろん大きな戸惑いを抱いた。

　その日の昼休み、一緒に食事をしつつ先輩でもある絵美子にいろいろ相談したところ、二人一緒の日程希望を出して当日は一緒に回ろうと頼もしい味方が出来た。




　人間ドック当日。

　その日は会社へ行かず、指定された人間ドック専門の大きな病院へ朝から直行するよう指示が出ていた。

　前夜からの絶食が影響し、グーグー鳴るお腹をさすりながら病院の玄関口へ行けば、先に来ていたらしい絵美子が、「灯里ちゃん、こっちこっち！」と声をかけてくれる。

　検査の順番は、指定されたもの以外自由に回っていいと説明されたものの、初めて尽くしな人間ドックを前に、どうしても不安が拭えない。

　だけど、「絵美さんと一緒なら大丈夫よね」と考えている灯里は知らない。普段から彼女を可愛がっている絵美子が、自分の調査用紙に〝大野さんと一緒の日にしてください〟とこっそり書き込んで提出し、部長がその要望を叶えてくれたことを。

　正面玄関が開くのと同時に、周囲で待機していた人の波がぞろぞろと移動を始める。そのほとんどが、きっと古森グループの人たちだと、移動中絵美子がこっそり教えてくれた。

　まずは更衣室に行き、各自ロッカー内に用意されている検査着に着替えていく。広々とした更衣室のおかげか、人がすし詰め状態にならず皆思い思いの場所で着替えをしていた。

　空になったロッカーには、持ってきた貴重品と私服を預け鍵をかけておく。

　ナンバーがふられている鍵はバンド状になっていて、今日一日手首につけておくのだと教えられた。

「灯里ちゃんは四十七番、私が四十六番。今日一日、検査の時に呼ばれる番号だから覚えておいてね」

「わかりました」

　後から来た人たちの邪魔にならないよう更衣室の外に出て、次に向かったのは総合受付。

　そこで、検査日当日持参するよう言われていた問診票を提出し、代わりに検査要綱がプリントされた紙をもらって、それを見ながら各階にある該当検査室を目指す。

　プリントには各自の名前が印字されていて、検査希望日調査と一緒に提出した〝個人的に受けたい検査希望〟が反映されたものになっているそうだ。

　検査結果が出るまで時間がかかるものや、朝一で検査した方がいいものなどを始めに回っておく方がいいと、絵美子に誘導されるまま、灯里は初めて訪れた最新鋭の検査機器が揃うという病院内部を物珍しげに眺めながら歩いた。

（うわぁ、すごい人だかり！）

　いくつかの検査を終え、次に向かう場所を絵美子と一緒に考えながら移動していた時、通路の数メートル先に出来た謎の集団が目についた。

　一人の長身男性を十人以上はいる女性たちが取り囲み、皆口々に彼へ話しかけているという奇妙な一団だ。

　男性は眼鏡をかけていて、横顔しか見えないもののイケメンさが伝わってくるほど整った顔立ちをしている。

　そんな彼に群がる女性たちは、まさに街中で芸能人を見かけ突撃する野次馬のように見えた。

「絵美さん、あれ……すごいですね」

　本当に芸能人がお忍びで検査に来ているのだろうか。なんて疑問を抱きつつ、灯里が失礼にならない程度に集団を指差し絵美子の肩を叩いた。

「どれどれ？　……あー、あれ古森家のご長男様よ。名前はたし、かー……拓たく真まさん、だったかな」

「えっ!?」

　灯里の声に集団の方をふり向いた絵美子は、数秒も経たずに状況を理解したのか、若干呆れ混じりの声で男の正体を口にする。

　返ってきた言葉に心底驚いた様子の灯里に視線を戻した絵美子は、通行の邪魔にならないよう通路の端へ灯里共々移動した。

「ウチの部にいる古森くん……翔真くんもそうだけど、芸能人でもないのに、顔面偏差値高いらしいの。古森チルドレン」

「古森、チルドレン」

　一息ついた後、絵美子によるなんとも唐突な古森家講座が始まる。

　古森家の子供たちは男ばかりで、絵美子が実際話したことがあるのは翔真だけ。

　今もなお女性陣に取り囲まれている男性──古森拓真は、会社内ですれ違いざまに何度か顔を見た程度の接点しかないそうだ。

　最初は名前すら知らなかったものの、古森グループの御曹司兄弟とあって、翔真も拓真も女性社員の間では有名らしい。絵美子が拓真の名前を知ったのも、別の部署にいる社員からの情報だった。

「今は都内にある支社の社長を任されてるらしいけど、ゆくゆくは本社の社長……父親の跡を継ぐんじゃないかってもっぱらの噂よ」

「すごい人、なんですね」

「会社だと、いつも美人秘書さんが隣にいるせいで近づけないからって、みんなここぞとばかりに群がっちゃって……」

　ドラマや映画でしか見聞きしないシチュエーションが、今自分の目の前で現実として起きている。

　女性たちに囲まれ困惑する次期社長候補な眼鏡をかけたイケメン。

　困惑するイケメンの様子を気に留めることなく、自分の気持ち任せな行動ばかりする女たち。

　それらはすべて、灯里にとって非現実的にしか見えない光景だった。

　その中心にいる男性の弟と一緒に働いているのが自分だと、わかっている。

　日々仕事をするなかでの翔真は、本当に〝ちょっと優秀過ぎる普通の同僚〟でしかない。

　けれど、彼の実の兄──拓真という男性をこの目で見て、絵美子から教えられた情報を頭の中で思い起こせば、翔真が〝普通の同僚〟じゃないことが嫌でも伝わってくる。

　合コンで初めて彼を見た時、他の男性参加者たちとどこか違うオーラのようなものを感じたのは、あながち間違っていなかったのかもしれない。

　──きっと翔真も、〝非現実的な世界あっちがわ〟の住人なんだ。




　若干の物珍しさでつい止めていた脚を再び動かし、昼休憩までに済ませなければいけない検査を再開していく。

　移動中の話題は、数分前に絵美子から聞いたばかりの古森チルドレンについてがほとんどだ。

　正確な人数はわからないけれど、古森家の子供たちは五人前後いるらしい。

　全員が男という噂もあれば、一人だけ女がいるという噂もあって、正確性に欠けるとか。

「翔真君が帰って来たからさ、聞こうと思えば聞けるんだけど……彼の立場考えるとあまりズケズケ聞きづらいじゃん？」

「た、たしかに……つっこんで聞きまくると、私たちもさっき見た人たちみたいに思われそうですもんね」

「うわっ、それは嫌だわー」

　絵美子の言葉についポロリと本音が零れるものの、誰がどこで聞いているかわからないと灯里は咄嗟に口を噤んだ。

　対照的に、絵美子は特に気にした様子はなく一瞬眉間に皺を寄せて嫌悪を露わにし、すぐにケラケラと笑いだした。

（さっきの人……言われてみれば古森さんと少し似てるかも）

　同僚の様子に苦笑いを浮かべるしか出来ない灯里の脳裏に、ふとついさっき見かけた拓真の横顔がよみがえる。

　同時に、ここ最近平日は毎日顔を合わせている古森の顔も思い出せば、二人の顔──特に目元が似ているような気がした。

　午前中の検査が終わった後は、絵美子に連れられ病院内にある大食堂へ向かった。

　和洋中をはじめとした様々なメニューがあるようで、食堂のあちこちからメニューに悩む人の声が聞こえてくる。

「ここの食事、一日人間ドックコースの人は、その料金に含まれてるらしいの。私たちの検査費用は基本会社持ちだし、何を食べても実質タダよ、タダ」

　一通り説明をしてくれた絵美子はフンっと鼻息荒くし、「今回はどれ食べようかなー？」と受け渡し口頭上にある壁にズラリと並んだメニューを見つめ吟味し始める。

　その姿に灯里は一瞬呆けるも、すぐにクスッと小さな笑いを零し、自分も後を追うように昼食の吟味を始めた。




　昼食をはさんで午後の検査も無事終了し、私服に着がえれば後はもう自由だ。

　直帰が許されていると聞いたため、絵美子と一緒に帰ろうとしていた時、「大野灯里様」と突然看護師に呼び止められた。

　何ごとかと思えば〝コモリ先生〟から個別に話があると言われ、訳がわからないまま絵美子とはその場で別れ、言われるまま診察室へ向かう。

「あ、貴方が〝大野さん〟？　どうも初めまして。〝兄さん〟がお世話になりましたー」

　〝第二診察室〟のプレートが掲げられた個室に入れば、室内は普通の病院のそれと変わらない内装で妙に緊張する。

　緊張でゴクリと喉を鳴らす灯里の顔を見るなり、デスクそばで回転式の椅子に腰かける白衣姿の男性がなんともフレンドリーに話しかけてくれた。

　彼の口から飛び出した「兄さん」のワードから察するに、別れ際絵美子が、「えっ？　古森チルドレン!?」と予想したのは、案外的外れではなかったらしい。

　初対面な〝コモリ先生〟は、正真正銘古森家の人間で、翔真の弟──悠ゆう真まと、本人から名前を教えられた。

　兄の翔真から〝媚薬の件〟を聞いているらしく、現状検査結果がわかる部分で灯里の身体への影響が無いかを確認してくれるそうだ。

「俺、基本内科専門だから、専門的な分野じゃ何も言えないけど……現状の結果では特に異常はないな。これから詳しい分析したり、それこそ専門医にＣＴとか見てもらって……ってことになるけど、大野さんや兄さんが気にしてるモノの影響が、今後出てくることはないと思うよ」

　いくつか問診をされたり、聴診器で心音を聞かれた後、パソコンに表示されたデータも加味し悠真は〝異常ナシ〟と結論付けてくれる。

　おどけた様子で、「少しは安心出来たかな？」と小首を傾げたまま本心からの笑みを浮かべる彼の言葉に、灯里は心の底から安堵することが出来た。










　──少し電話をしてもいいですか？

　夜になり、食事や入浴などを済ませ、ホッと一息ついた後、灯里はスマホのメッセージアプリから古森へ連絡を入れた。

　再会した日に連絡先を交換して以降、大半は仕事絡みのやりとりになってしまうものの、時々他愛のない話題に触れたりもして、二人は頻繁に連絡をとるようになった。

　今日、悠真に診断してもらった結果を直接電話で報告したい。そんな気持ちから送信したメッセージは、数分後に既読がつき、ＯＫのスタンプが返ってくる。

（そう言えば……仕事以外で電話かけるの、初めてかも……）

　唐突過ぎる自分が送ったメッセージと古森が送ってきたスタンプを目に留め、ふと気づいてしまった。

　普段は仕事が絡まないやりとりだと、基本的にメッセージだけ。最悪既読スルーしてもいいような内容ばかりだ。

　理由は、自分より忙しいだろう古森に負担をかけないため、という単純明快なもの。

　一緒に仕事をするようになってから、「古森、ちょっといいか？」なんて他の社員たちに呼ばれ、彼が灯里のそばを離れる時が度々ある。

　一人で残業する機会もあるようで、灯里と一緒に進めている案件以外のものにも積極的に関わっているのは明白だった。

　初めて食事に誘った日、「仕事が早くて助かる」と彼に褒められた。けれど、そんな灯里の仕事量の倍、それ以上の仕事を彼はこなしている。

　少し前まで海外出向という大役を任され、古森は実際に現地で仕事をしていた。彼と再会した日、彼が帰ってくると喜んでいた皆が口々に話す賞賛の声を聞いて、本当に雲の上にいるような人と思ったのは仕方ない。

　そして今日、灯里は改めて〝古森翔真との間にある立場の違い〟を認識させられた。

　いざ発信ボタンをタップしようとした途端、メッセージアプリ特有の着信音が聞こえ、手に持っていたスマホの画面に〝古森さん〟の文字が表示された。

「もしもし。こんな時間に突然すみません……こっちから電話しようと思ったのに」

『気にしてない。それで……何かあったのか？　今日は一日検査だっただろう？』

　慌てて通話ボタンをタップした灯里が口早に謝罪をすると、電話の向こうでクスリと笑う彼の声が聞こえた。

　まだ深夜というわけじゃないものの、現在の時刻は二十時近く。

　プライベートの時間に、単なる仕事先の先輩に急用以外で電話することを、灯里は少しばかり躊躇っていた。

　けれど、異常がなかったことを少しでも早く報告したい。その気持ちが、彼女にスマホへ手をのばさせたのかもしれない。

　灯里は古森にうながされるまま、人間ドックの検査を無事終えたことを伝えた。

「ということなので、私の検査結果は、今のところ問題ないそうです。今回のこと、色々と手配していただき、本当にありがとうございました」

　病院でのことを報告し、感謝の言葉を伝えれば、電話の向こうでホッとした様子の吐息がかすかに聞こえる。

　たった今感謝を伝えたばかりの相手──古森も、二日前に人間ドックを受けに病院に行っていた。

　そして夜のうちに、『クスリの件、問題なさそうだ』と彼からメッセージを受け取ったことは記憶に新しい。

　灯里たちに自覚症状はなかったものの、専門家に改めて〝大丈夫〟と太鼓判を押してもらえた事実が嬉しくて、彼女はようやく心の底からホッと出来た。

「あの……古森さんさえよければ、またお食事ご馳走させてください。色々と便宜をはかって頂いたお礼を」

　安堵するあまり、気の抜けた吐息が口から零れかけるのをグッと堪え、灯里は少しばかり緊張した面持ちで電話の向こうにいる先輩を食事に誘う。

　翔真も悠真も、兄弟揃って平然としているが、きっと灯里の知らないところで色々と連絡を密にとってくれたんじゃ、と思えてならなかった。

　前回の食事は、合コンの日に色々と迷惑をかけてしまったお詫びで。

　そして今回は、通常の人間ドックの中で媚薬の影響が残っていないかを検査してもらえるよう手配してくれたお礼を。

　純粋にお礼をしたい気持ちからの言葉だったものの、不意に灯里の心がざわついた。

　同じ会社に勤めている同僚という立場で、一か月程度の空きがあろうと女性から食事に誘うのは微妙だろうか。

　なんて、不安を抱いた時──。

『お礼されてばかりじゃ、男として面目がたたない。だから今度は、俺に奢らせてくれ』

　電話の向こうから苦笑い混じりの優しい声が聞こえ、胸の奥がなんだか無性にむず痒くなった。

　胸元の違和感に気づけば、不意に灯里の頭の中に影がさす。

　大手企業グループを経営する父親を持つ人間を、〝お礼がしたいから〟という理由で半分勢い任せに誘ってよかったのだろうか。

　だって自分は平凡を絵に描いたような特筆すべきところのない平社員。

　一方の古森は、系列とはいえ一つの会社を任せられた社長の兄と、最新機器が揃った病院に勤める弟を持つ正真正銘の御曹司。

　当初の目的を達成出来たことが嬉しいと感じるはずなのに、電話が終わった後で灯里の胸の中に残ったのは、古森との距離感をつかみきれない自分への不甲斐なさだった。










　人間ドックを終えて早三週間が経った。

　その間に、待ち望む社員もいれば、受け取りを拒否したいと抗う社員もいる人間ドックの検査結果が入った封筒が順次各々の自宅へ届き始めた。

　灯里のもとにも数日前に届き、ドキドキしながら開封の義をしたものだ。

　結果から言えば特に目立った問題はなく、〝通勤時に一駅分歩いてみましょう〟など、運動不足を指摘しながらも改善策を提示してくれる程度の結果に終わった。

　ここ最近の不安が一気に解消されたことで、灯里は今日もマーケティング部の一員として一層仕事に励んでいる。

　そんななか、灯里と古森はいまだ第二回お食事会計画を実行出来ずにいた。

「急な残業だってよ。食事に行く日、変更してもらっていいか？」

「わかりました。あの、私も何かお手伝い出来ますか？」

「いや大丈夫だ。大野さんは定時で帰ってゆっくりして。あ、キャンセルはこっちでやっておくから」

　この日にしようかと大まかな予定を立て、いざ当日を迎えた途端古森が対応しなければならない急な残業が入ったり。

「悪い、出張入っちまった。食事、別の日でもいいか？」

「大丈夫ですよ」

　新しい日取りを決め、予定日が近づいてきたと思えば、日程が丸被りな出張を言い渡されたり。とにかくタイミングが悪い。

「こっちから日付を指定したくせに、ことごとく延期させて……本当に申し訳ない」

　昼間は一緒に内勤をしたり、自社ブランドの新商品の販売先候補の下見などで一緒に外へ出たりと、二人が揃う時間はある。

　なのに、灯里が最初に提案したのがディナーだったため、終業後という縛りがついてしまい、どうしても時間が限られてしまっていた。

「古森さん……もうこうなったら、社食でお昼一週間奢り、とかにします？　お礼のグレードは下がってしまいますが……あ、なんなら二週間にしましょう。好きなもの、毎日奢ります！」

　灯里自身会食が延期になっても気にならないが、お礼がどんどん遅くなってしまうという点で〝古森に対する申し訳なさ〟が日に日に増していく。

　何故か彼が自分へ食事をご馳走する、という流れになっていることも、正直まだ素直に受け入れきれていない。

　少々強引になってしまうものの、当初の目的通り〝灯里が古森に〟食事をご馳走するという流れに持っていこうと、妥協策を提案してみたりもした。

「シレっと君が奢る流れになってるだろう、それじゃあ。今回は俺が金出すんだって。これは決定、変更不可」

　ほんの少しだけ、「しょうがないなぁ、そうするかー」と同意を期待したものの、彼の意思はとてもかたい。

　その後も何度か誘導を試みたものの、ことごとく失敗に終わるばかり。

　しかも、ディナー先の候補に悩む時は、いつも灯里の好き嫌いや好みなど、こちらの意見を聞いてくれる。

（ほんと……頑固、いや律義な人……かな？）

　頑なに今度の食事の会計は自分持ちと言い、二人でディナーに行くことにもこだわる。初めて会った時には気づきもしなかった古森の人柄が、一緒に仕事をするようになって新たにわかってきた。

　それだけじゃない。一度した約束を守ろうとしてくれたり、延期をするたびにこちらを気遣ってくれたりと、初めて会った時と変わらず古森はとても優しい人に思えた。

　ただでさえ高かった好感度は、再会して下がるどころか上がる一方。

　仕事も出来て優しくて、ルックス、家柄も最高なんて、神様は色々と彼に与えすぎなんじゃないか、とすら思えてならなかった。




「そっちにあったか？」

「いいえ、まだ見つかりません」

　ある日、今取り組んでいる案件の資料作りのために、二人はビル内にある資料室へ行き古い資料を探していた。

　資料の電子化は各部署で日々進めているものの、現在進行形の業務を優先するあまりどこも後回しになりがちだ。

　そのため、資料室という名の大部屋には、所狭しと棚が鎮座し一区画ごとにズラリとファイルが並んで収まっている。

　古森に教えてもらいながら、彼の隣に立って隣り合った棚に並ぶファイルの背表紙を確認していく。

　百六十二センチの灯里が探すのはもっぱら下の段、半分から上はきっと彼女よりニ十センチ以上は背丈のある古森の担当だ。

　長い時間前傾姿勢だった上半身を起こすと、腰の筋肉が固まっている気がした。年寄り臭く、トントンと腰の辺りを軽く握った拳で叩きながら、何の気なしに隣へ視線を向ける。

「…………」

　ほんの少し上にあげた視線が、上段の棚に並ぶ資料ファイルの背表紙を指し示す彼の横顔をとらえた。

（そう言えば私……古森さんのこと、全然知らないのね）

　パチリと瞬くをしながら、ここ最近知った古森翔真の情報を頭の中で思い起こしていく。

　今自分が勤めている会社の経営者──社長の息子で、子会社の運営を任された長男や、提携病院で医者として働く弟がいる。

　だけど情報のほとんどは、絵美子をはじめとした周りから得た情報の方が多い。

　灯里自身で気づき知ったことと言えば、決して鼻にかけたりしない〝さりげない優しさ〟くらいだろうか。




『あぁっ、は……そこ、そこは……いやぁ』

『どこなら、いいんだ？』

　目の前にいる彼について考えていたせいか、出逢った日にホテルで体感した〝熱情的な記憶〟が音を伴った映像としてはっきりとよみがえってくる。

　何度果てても一向に引く気配のない熱に、半ば二人で溺れていた時。

　ナカの最奥──子宮口近くを突き上げて欲しい、なんて欲情に塗れた灯里の頭の中を知ってか知らずか彼が腰を引いた。

　そのせいで、ゴム膜に覆われた熱い肉欲は蜜口付近ばかりを刺激し、灯里はじれったさに喘ぐ。

　少しでも強い快感を拾いたい。なんて当人の自覚ナシな本能がナカを圧迫する剛直を締めつけるように蠢いた。

『くっ！　言ってくれなきゃ、っ、わからないだろ？』

　不意に、ベッドの上に横たわる灯里の耳元へ苦しげな表情を浮かべた古森が顔を寄せる。かと思えば、彼女の耳元で意地悪く囁いた。

　ついさっき、彼は灯里の気持ちなど知らないと思っていたけれど、その認識が間違いだったと彼女は朦朧とした意識の片隅で認識した。

　──彼はすべてわかっている。わかっているのに、自分が組み敷いた女を意地悪く弄んでいるのだ。

　理解した途端、素直に自分の要望を伝えるなんて悔しくて、伝えること自体も恥ずかしくてたまらない。

　しばらくの間、意地悪く蜜口周辺ばかりを突く古森に抵抗し、灯里は必死に声を押し殺し、気持ちの暴走を阻止した。

『ンンっ！　お、くに……』

　我慢比べの結果は灯里の惨敗でしかない。じれったい腰つきで彼女を責め立てていた古森が、新たな刺激として真っ赤に染まった小さな耳たぶに甘く歯を立てた瞬間、灯里の中にわずかに復活したはずの理性がまた消えていく。

　羞恥心と欲望、二つを天秤にかけたせいか、始まりはか細く震えた声だった。

『もっと、奥、に欲し、ああああっ！』

　どんなに小さくても一度欲望を口にしたことで恥ずかしさが消えたのか、ひと呼吸置いた灯里の口から途切れ途切れな要望がはっきりと零れていく。

　そして、懇願にも似た声が紡がれるなか古森が動く。

　今にもはち切れんばかりにゴムの中で膨張している男根を、灯里の最奥目がけ勢いよく突いた直後、弱々しかった彼女の声は悲鳴じみた嬌声に変わっていった。




　意図せず思い出してしまった〝到底忘れられない一夜〟の記憶に、ドクンと心臓が跳ねるのがわかり、思わずつばを飲み込む。

「……？　何か用か？」

　その時、真横からの視線に気づいたらしい古森の視線が、棚に並ぶファイルから灯里へ向けられる。

　もしかしなくても、ジッと見つめすぎていたせいだ。

「な、何でもありません！」

　不思議そうに小首を傾げてこちらを見つめる彼と目があってしまった灯里は、ドキドキとうるさい鼓動がバレないよう願いながら、必死に平静を装う。

　フルフルと首を横にふる彼女を見て、彼が何を感じたかまではわからない。

　けれど数秒もせず、また資料探しのために視線を棚の方へ戻してくれたことに、灯里は内心この上なくホッとした。







第五章 雷雨がかき消す熱情








『台風の接近に伴い、本日の午後から週末にかけて──』

　九月半ば、週末直前の金曜日。

　一週間ほど前に発生した台風が、ノロノロペースで日本に接近し、強い雨風が沖縄や九州地方に猛威をふるっている。

　灯里が毎朝身支度をしながら見る情報番組では、連日この話題に触れていた。

　窓の外を見れば青空を所々覆い隠す雲がいつもより多く、彼女の頭の中にここ数日同僚たちとした会話がよみがえる。

『台風の影響で出勤、退勤が困難と思われる者は、特別有休手当てを適用するため事前に休暇申請を済ませること』

　二日前、古森グループ上層部の判断で社内メールに届いたのは、〝特別有休手当て〟という制度に関するものだった。

「金曜出社出来なさそうな奴は、無理して来るなってこと。各自残ってる有休を減らさず有休扱いする、ここ独自の制度だ」

　初めて見る単語や文面に戸惑う灯里を発見し、わかりやすく解説してくれたのは頼りになる優秀な先輩古森だった。

　自然災害や感染症の流行など、〝思わぬ形で通常業務が困難な場合〟に、この手当てが有効になるらしい。

　お昼休みにその制度の話題を出せば、マーケティング部の同僚数名が、今回その手当てを利用することがわかった。

　絵美子もそのうちの一人で、「灯里ちゃんも、無理せず休んだら？」と提案された。

　そんなやりとりをしてから二日経った問題の金曜日。

　明里は、空模様を気にしつつ大丈夫と判断し、いつもより出社人数が減ったフロアで仕事に打ち込んでいた。

　朝礼で、出勤してきた部下たちを確認しながら、「今日は三時を過ぎたら帰れ」と部長が早々に帰宅許可を出してくれた。

　以前の会社にはなかった好待遇の数々に、灯里はここ数ヶ月衝撃を受けてばかりだ。

　通常出勤してきた古森に仕事中だが思わず驚きを伝えれば、「ウチじゃこれが普通だからな。そのうち慣れる」と苦笑混じりに言われてしまう。

　前の職場と良い意味で何もかも違うこの会社での日常を、いつか自分も〝普通〟だと思う日がくるのかと、今の灯里には今一つピンとこなかった。




　午前中からポツポツ降り始めた雨が、予報通りお昼を過ぎた頃から本降りに変わっていく。

　朝礼で、「今日の仕事は午後三時まで」と出ていたはずの指示が、お昼を過ぎた頃には、「区切りがいいところまで終わったら、即帰った方がいい」に変更される。

　一人、また一人と同僚たちが帰宅していき、気づけば灯里だけがポツンとフロアに居残っていた。

　こんな日に限って書類作成に手こずる彼女を心配し、少し前まで部長も残ろうとしてくれていたものの、灯里は申し出を丁重に断り、「先に帰ってください」と彼を見送っていた。

「よし、終わった！」

　ようやく書類を作り終えたと安堵し、急いで帰り支度をしていく。

　消灯を確認してからフロアを離れた灯里はそのままエレベーターホールへ急いだ。

　途中で、出勤時に持って来た傘を回収しなくちゃと、エレベーター前を素通りしホールの一角に鎮座する各階ごとに設置された傘立ての前で脚を止める。

「嘘っ！　な、なんで私の傘がないの!?」

　パチッと瞬きをする目が、空っぽの傘立てをとらえたことに、灯里は酷く動揺した。

　残っているのは自分の傘だけと思っていた灯里にとって、それは無情すぎる現実だった。

　このまま茫然としているわけにもいかず、「まぁ、そんなに高いわけじゃないし」と無理矢理自分を納得させ、一階へ下りていく。

　正面玄関が見えるエントランスに出れば、エレベーターホールと同じく閑散としていて、不意に激しい雨音が灯里の耳に届いた。

（この天気が日曜日まで続くのは嫌だなぁ……）

　週末の天気予報を思い出して若干うんざりしながら、普段手抜きになってしまう掃除を頑張ってみようか、と思い直し正面玄関までの距離を詰めていく。

　外に近づいたからか、ただでさえ激しい雨音がより大きく聞こえ、思わずため息が出てしまう。

（タクシー……こんな天気じゃつかまらないよね）

　台風が直撃している時のような豪雨、暴風とまではいかないものの、時折吹く突風が外を歩いている人たちの移動を妨害しているのは明らかだ。

　この状況で、空車のタクシーがタイミングよく会社前で拾えるなんて、まずあり得ないだろう。

　これはもう、申し訳程度に防水加工された通勤用バッグで頭をガードしつつ、小走りで移動し駅を目指すしかない。

「大野、さん？」

　なんて、今後の壮絶な帰宅プランを頭の中で練り上げていた灯里の耳に、雨音に混じって自分を呼ぶ声が聞こえた。

　声のする方向へふり向けば、視線の先に見知った顔──古森の姿を見つける。

　彼の後ろには、人間ドックの時に見かけた古森家長男、拓真と、見知らぬ女性がたたずんでいた。

　拓真を病院で見かけた時、「会社だといつも美人秘書が」と絵美子が話していたのを思い出し、きっと彼女がそうなのだろうと仮の立ち位置を想像していく。

「古森さん、お疲れ様です」

「お疲れ。まだ帰ってなかったのか？」

　失礼がないようにしなくちゃ、と内心若干の緊張を抱きつつ、古森──翔真に向かって返事をした後、彼の背後にいる二人に対しても無言ながら軽く会釈をして挨拶をする。

「これから帰りますよ？　ただ、その……傘が無くて」

「傘？　あの紫っぽい色の？」

　彼の反応に、灯里は思わず驚きわずかに目を見開く。

（嘘っ!?　傘の色……知ってるの？）

　仕事中、雨が降っていればもちろん傘を使う機会はあった。とは言っても、翔真の前で傘を使ったのはきっと数回程度のはず。

　にも関わらず、まさか自分が使っている傘の色を彼が覚えているなんて思わなかった。

　しかも、色の系統まで言い当てるなんて驚きの連続だ。

「はい……誰かが間違えて持って行ったのかな、と」

　驚いたことを悟られたくなくて、力なくエヘヘと自分の中にあった憶測を口にしながら笑う。

　驚きと歓心を胸の内に抱いた彼女の心の中で、不意に翔真に対する思いがチラつく。

　普段仕事をしている最中でも、彼はよく細かいミスに気づいて直すよう促してくれる。きっと常日頃から、周りを見て気を配っている人なのかもしれない。

　感心すると同時に、「常に気を張っているなんて、私には出来ないな」と、目の前にいる先輩のポテンシャルの高さに圧倒される。

　一方で、その高スペック具合に対して何度も心配になった。

　──そんな生活をしていて、疲れないの？

　この問いかけは、かなり相手の心に踏み込んだ質問だ。単なる仕事仲間でしかない自分は口にしちゃいダメだと言葉にしたことはない。

　灯里の様子を見つめる翔真も特に言葉を発する様子はなく、二人の間にしばしの静寂が流れていく。

「失礼ですが、ご自宅はどちらに？」

「えっ？」

　そこに新たな音として聞こえた第三者の声に驚いて視線を向けた先に、灯里を見つめる翔真の兄──拓真がたたずんでいた。

「不躾でした。私、古森拓真と言います。彼……翔真の兄です」

　軽く咳ばらいをした拓真は、自身の名前を名乗った後に、一瞬そばにいる弟へ視線を向けた。

　直後、流れるように上着の内ポケットから名刺入れを取り出す彼の動作に気づいて、灯里も慌ててバッグから自身の名刺を取り出し、緊張のあまりたどたどしい口調で自らも名乗る。

「……ほう、貴女が」

「……？」

　間をおかず、差し出した名刺は拓真の手に渡り、彼は手元に来た名刺に数秒落とした視線を今度は灯里へ向ける。

　どこか意味深な彼の反応が気になるものの、初対面な相手にズケズケ聞くわけにもいかず頭を悩ませれば、再び拓真が、「大野さんはどちらにお住みで？」と疑問を投げかけてきた。

「わ、私の家は──」

　何故自分が住む場所についての情報を執拗に求められるのか。理由がさっぱりわからないまま、灯里はとりあえずと自宅アパートの最寄り駅の名前を口にする。

　ここから数駅離れた地域の名前を伝えた瞬間、今度は拓真のそばに無言で控えていた女性が自身のバッグから何かを取り出す。

　彼女の手元へ視線を向けると、すぐにタブレット端末だと理解した。

　そして数分後──。

「ここから、今仰っていただいた駅までの区間の電車は、現在運休になっているようです」

「嘘っ!?」

　端末を操作する手を止めた女性から伝えられたまさかの情報に、灯里は驚くあまり目を見開き身体を強張らせる。

　その視線は、申し訳なさそうに眉を下げた女性が差し出したタブレット画面に向き、普段利用する路線が現在運休中と知らせる文字を認識していく。

（どう、しよう……この近くにホテルなんてあったっけ？　いや、もう最悪ネットカフェでも……）

　家に帰れない以上、雨風の勢いがおさまるまでのことを考えなきゃいけない。

　会社周りの地理について、日々の仕事を覚えるだけで手一杯な灯里は頭が回らず正直わからないところばかりだ。

　こんなことなら、休みの日にでも会社周りにあるお店などを確認しておくべきだった。

　なんて後悔を抱き始めた時──。

「翔真、彼女をお前の家に泊めてやれないのか？　車を使えばここからすぐなんだし、どうせ部屋は余っているだろう？」

　弟に何やら提案する拓真の声が聞こえ、考え込むあまりうつむいていた顔を勢いよく上げる。

「そうした方が良さそうだな」

　すると、兄の提案に躊躇いなく翔真が頷いた反応に驚いたせいで、混乱する脳内に更なる衝撃が襲う。

　二人の会話に対する理解が追いつかず現実から意識をそらそうとしてか、どこかぼんやりと彼らの顔を見比べてしまった。

　目元の鋭さに違いはあるもの、二人の顔立ちはかなり似ている気がした。

　最中、彼らは自分たちの提案に対する反応が気になるのか、灯里の方をふり向く。

「こも、翔真さんの家に泊めていただくなんて出来ません！　ご迷惑をかけるわけにはっ！」

　二対の眼差しを前に我に返った灯里は、慌てふためきながらも唐突過ぎる提案を断ろうと首を横にふった。

　普段は〝古森さん〟と呼んでいるけれど、家族がいる前でその呼び方はややこしいと考えたせいか、咄嗟に〝翔真さん〟と彼を呼ぶ。

　呼び慣れていないためかぎこちなさが顕著になる自分の声を聞き、何とも言えない気持ちになってしまう。

　緊張のせいでいつもより速く心音と、言葉で上手く言い表せない羞恥心がじわりと灯里の頬を染めた。

「そうは言っても、本社の近くにホテルなんて無いんだ。仮にあったとしても、今から飛び込みなど出来るはずもない」

「拓真の言う通りだぞ大野さん。ここの近くには、ネカフェとかもないし……一晩明かす場所はゼロだ」

　困惑がおさまらない灯里の耳に、心配を隠さない兄弟の声が続けざまに聞こえる。

　彼らは親切心で教えてくれているのかもしれない。けれど二人の発言は、今の灯里にとって一縷の望みを完全に打ち砕く言葉でしかないのだけれど。

　古森兄弟からの諭すような言葉に、二人の意見に同意し優しい眼差しを向けてくる女性秘書。

　思わぬ提案に困惑する灯里の味方は誰もいない状況のせいか、気づけば反論する気力すら湧かなくなった。

　古森に迷惑をかけてしまう罪悪感はあったものの、止む気配ゼロな雨模様を前にすれば、選択肢はあって無いようなものかもしれない。

「……一晩、お世話になります」

　視線を数秒さ迷わせたのち、古森の顔を見上げた灯里は恐縮する想いのままおずおずと頭を下げる。

　口角をほんの少し上げ、彼女の様子をどこか嬉しそうに見つめ目を細める。

　そんな〝弟〟に気づき、彼が〝喜んでいる〟と理解したのは、きっと兄の拓真だけだろう。




　──ガチャっ。

「先、上がって」

「お、お邪魔します」

　臨時の宿泊先が決定してから十五分ほど経った頃。灯里は、見るからに高級なマンションの一室──古森の自宅玄関に足を踏み入れていた。

　段差を気にして足元へ落としていた視線と一緒に、顔を上げた灯里は自分の背後──ドアが閉まらないように押さえてくれている古森へ視線を向ける。

　雨雲のせいで普段より暗さが増した空のもと、玄関先でたたずむ彼の姿を視界の端にとらえた途端、頬がじんわりと熱を持った。

　土砂降り状態の雨に打たれぐっしょり濡れてしまったＹシャツが、彼の素肌に張り付いていることが原因だ。

　雨に濡れたシャツ越しに見える彼の素肌が、あまりにもエロすぎる。

　シャツが張り付く感じが気持ち悪いのか、車を降りてからの古森は、ずっと眉間に薄っすら皺を寄せている気がした。

　表情から滲む不機嫌オーラも気になるけれど、透けた状態の筋肉がついた裸体を意識せずにはいられない。

　マンションの駐車場からここへ移動中、指摘するべきかどうか灯里は何度も頭を悩ませていた。

　だけど未だ指摘出来ない理由を気にし、一瞬後方へ向けた視線を今度は自分の胸元や手元へ向ける。

　次の瞬間目につくのは、身体をすっぽり隠してしまうオーバーサイズなスーツの上着。その持ち主を改めて意識するだけで、胸の奥が無性に甘く疼いてしまう。

「これ着てろ。無いよりマシだから」

　古森から上着を渡されたのは、会社の駐車場だった。

　ビルを出て、雨が降るなか彼が愛車を停めている場所まで走り、うながされるまま助手席に乗せてもらった後のこと。

　エントランスから駐車スペースまでの移動時間はきっと一、二分程度。

　手元に傘がないのもあり、「どうせすぐだから」と移動中にバッグで雨避け対策などをせず走り抜けた。

　とは言っても、やっぱり全身に打ちつけられる雨は冷たく、車に乗り込んだ途端ホッとするあまり、灯里はすぐに全身から力を抜く。

　九月半ばとは言え、まだ暑さが抜けきらない日々が続いている。

　予想最高気温の数値が地味に高く、出勤時家の外に出た時も寒さを感じなかったのもあって、今日の灯里は上着を持って来なかった。

　そんな状態のなか、突然肩にかけられたのが古森の上着だった。

　彼の行動意図がわからず、慌てて、「大丈夫です！」と上着を返そうとしたものの、「いいから着てろ」と押し切られる始末。

　大雨で視界が悪い中ハンドルを握った古森が運転を始めてしまったのもあって、車内ではずっと声をかけられないでいた。

　Ｙシャツが透けていると気づいたのは、マンションの駐車場に着いた後。

　今度こそ上着を返そうと思って運転席の方を向けば、彼の端正な顔と一緒に所々透けて見える肌が目に飛び込んできた。

（あれ？　もしかして……）

　マンションに着くまでの数分間を思い返した灯里の脳裏に、ふとある可能性が過ぎり、条件反射のごとく彼の裸体に興奮し赤らんでいた頬から一瞬で血の気が引いていく。

　──もしかして、私のブラウスも透けているんじゃ。

　古森から上着を押しつけられた灯里は、車内で彼の行動意図を考え、「寒がっているように見えたのかもしれない」と自分の中で結論付けていた。

　けれど、改めて自分の身に起きたことを考えたからか、もう一つの可能性に気づいてしまった。

（どう、しよう……）

　途端に、腕や胸元に張りつく濡れたブラウスの感触が気になり、気持ち悪さすら感じてしまう。古森が眉間に皺を寄せていた理由がよくわかった。

　手の甲や指先を隠す上着の感触やサイズ感に、今まで一人ドキドキしていたのが嘘のようだ。

　せっかく胸元を隠してくれている上着を脱いで、わざわざ自分の状態を確認する勇気など無い。

　彼がいる前でいきなりそんなことをすれば、「何をしてるんだ!?」と驚かれ戸惑わせるに決まっている。

　かと言って、「私の服、透けてます？」なんてあっけらかんと聞けるわけもない。

「ちょっと待っててくれ。すぐに風呂の準備するから！」

「……あっ」

　玄関に立ち尽くした灯里が、どうすればいいのかと頭を悩ませていれば、その横をスルリと古森が通り過ぎていく。

　廊下の奥へ消えていく背中に、「待って」と声をかけるタイミングを完全に失ってしまった。




　いつまでも玄関から動かない灯里に、浴室から戻って来た古森は苦笑いを浮かべ、「ほら、さっさと上がって」と手を取り家の中へ本格的に招き入れてくれた。

　古森に手を引かれるまま後についていけば、脱衣所に案内される。

　お風呂の準備をする、と言っていた彼の言葉を思い出し、軽くシャワーを浴びさせてもらえるのかと考えていたが、扉一枚隔てた先──浴室からお湯を溜めている音が聞こえ正直とても驚かされた。

「まだお湯溜め始めたばかりだけど、身体洗ってる間にそれなりの量になると思うから……大野さん、先に入ってくれ」

「えっ!?　こ、ここはまず古森さんからじゃ……」

　矢継ぎ早に襲ってくる衝撃に、なんだか頭がクラクラしそうだ。

　混乱する灯里の耳に、今度は入浴をうながす彼の声が届いた。

　どれだけ頑張って公平な視点で見ようとしても、上着を貸してもらっている灯里と、濡れているＹシャツ越しに肌の色が見えてしまう古森では体感温度に差がある。

　その点を加味し、「大丈夫ですから！」と最初は強気で彼の提案を断ろうと頑張ったものの、ほとんど押し切られる形で、最初の入浴権利は灯里のものになった。

　あまり彼を待たせるのも悪いと思い、しっかり身体を温めつつ出来る限り手早く洗体を済ませていく。時間にすれば、二十分そこそこだろうか。

　先に入浴する罪悪感を抱きながらのせいか終始落ち着かない時間だった。

　けれど、冷えた身体を温め多少なりともリラックス出来たことも事実。

　お風呂に入る前に感じていた、「まったく頑固な人なんだから！」という古森に対するイラつきも気づけば消えていて、頭の中もスッキリした気さえする。

　脱衣所に戻れば、洗濯機の上に大きなバスタオルと一緒に古森が準備してくれたと思われる着換え一式が置かれていた。

　彼の部屋着らしき半袖シャツにハーフパンツ、そして未開封のトランクスだ。

　──洗濯機の使い方は後で教える。

　それらの傍らに、古森からの言伝が書かれたメモ用紙が添えられており、灯里がお風呂に入っている間に彼が準備してくれたことを伝えてくれた。

　有難く彼の私服に着替えさせてもらった後、離れた所から聞こえるテレビの音を頼りに廊下を進むと、リビングでニュース番組を見ていた古森を発見した。

　彼に感謝を伝え、「すぐに入ってください」と言えば、灯里と入れ替わるように今度は古森が脱衣所へ向かう。

　適当にテレビでも見ていてと言われ、バスタオルでまだ湿り気が残っている髪を拭きながらリビングのソファーに腰を落ち着けた。

　そのまま、一、二分くらいぼんやりテレビを眺めていたけれど、なんだか見る気になれずリモコンを手に取り電源を落とす。

　手に持っていたものをテーブルの上に置き、中途半端だったタオルドライを再開しようと、灯里は手を動かし始めた。

　毛先に残った水気をタオルで吸い取るように、無心で動かしていれば、相変わらず激しい雨音が耳に届く。

　本当に止むのかな、と会社でも抱いた疑問が頭の中をかすめるのと同時に、ゴロゴロと落雷の音がかすかに聞こえる。

「ひっ！」

　その瞬間、灯里はリビングで一人小さな悲鳴をあげ、条件反射でビクっと肩を揺らす。

　幼い頃から彼女は雷を怖がる子供だった。大人になれば自然と平気になると思っていたものの、未だに恐怖心はなくならない。

　流石に子供みたいに大泣きするわけじゃないが、長年抱いた恐怖心はなかなか消えてくれない。

　こういう時は、テレビを見て気を紛らわせるのが一番だ。

　と思うのに、一度消した電源を入れる気にはなかなかなれず、灯里はまた髪を拭く手を動かし始める。

　数分後、タオルドライが終われば真っ暗なテレビ画面を鏡代わりに手櫛で髪を整えていく。

　本当はドライヤーやヘアブラシを借りられればいいのだけれど、色々お世話になっている手前、これ以上欲を出しちゃマズい気がした。

「……ふぅ」

　一息ついた灯里は、ソファーの上に膝を抱えて座り直す。

　すると、サイズが合わずブカブカなトランクスとハーフパンツの余った生地が、お腹のあたりにくしゃくしゃと集まっていく。

　それらを、古森の半袖シャツ──灯里が着れば七分丈になりかけたものが覆い隠してくれるものの、隠れた中の状態が簡単に想像出来た。

「どうして、古森さんは」

　──私にここまでしてくれるの？

　不意に口から漏れた独り言は、マンションへ向かう車内に居た頃から、ずっと抱いている疑問だ。

　初めて出逢った時、彼は灯里を見捨てず一緒にホテルへ行ってくれて、媚薬での発情を鎮めようと一晩中協力し付き添ってくれた。

　今の会社で再会してからだってそうだ。

　仕事の時も、休憩時間も、それこそスマホで連絡を取り合う時も、数えきれないくらいほど古森は灯里に優しくしてくれている。

　これが単に灯里自身の考えすぎなだけで、彼にとっての〝普通〟じゃないかと考えた時、無性に〝胸にざわつきとズキズキ鈍い痛み〟を覚えた。

　それから、意識して考えないようにしていたものの、今日の一件でまた考えざるを得なくなった。

　彼にとっては、兄の進言もあって困っている後輩を助けただけかもしれない。

　けれど普通、恋人でもない女性にここまでするのだろうか。

（男の人じゃないから、よくわからない……）

「……はぁ」

　色々考えすぎて、頭の中が少し混乱しているのがわかる。行き詰まった考えを少しでも吐き出したくてついたため息は、何故か妙に色っぽかった。

（……やっぱり、大きい）

　別のことを考えた方がいいかと、少々強引に思考を切り替えようとすれば、何よりもまずブカブカな服が目に留まる。

　厚意で貸してもらった服は、古森との体格差を意識せざるを得ないものばかり。

　自分には大きくても、きっとあの人が着ればピッタリなんだろう。なんて考える最中、ふとお風呂に入る前に見た彼の裸体を思い出してしまった。

（あ、あれは事故よ！　そう、事故！　事故なの！）

　雨に濡れて透けたシャツとそこから覗く裸体──自覚ナシにエロさを垂れ流していた古森の姿が頭の中に驚くほど鮮明に蘇った瞬間、「ひゃあー！」と小さな悲鳴をあげながら、突き上げた両手を頭の上で必死にパタつかせた。

　一人でヒャーヒャー言ったおかげで頭の中に沸いた邪念が消えるかと思ったものの、数分経っても灯里の脳内は古森のことでいっぱいだった。

　彼の裸体を思い出したせいか、ラブホに泊まった日のことまで思い出してしまい、赤面したまま彼女は頭を抱える。

　しかも厄介なことに、お風呂上りにはなかった身体の変化にも気づいてしまう。

　主だった自覚症状は少し速い動悸と、お風呂上がりのせいとは言い難い身体の火照り。

　そしてもう一つ──。

　気を抜きそうになるたび、ズクンと疼く蜜口と膣が灯里を酷く戸惑わせる。

「……はぁ……ふぅ」

　少しでも身体の内から湧き上がる熱を逃がしたい。その一心で吐き出した吐息が、自分以外いない無音のリビングで艶やかに木霊していく。

（これじゃ……〝あの日〟と同じじゃない）

　聞いていて恥ずかしいそれは、媚薬で発情させられた日のものと酷似している気がした。

　ここにはない男茎を欲しがる蜜壺の疼き方もあの日そっくりだ。

　しかもそれらは、灯里が古森のことを考えるたびに悪化している気さえする。

　ついさっき見た彼の上半身を思い出すたび、ラブホで一晩中彼に抱かれた快楽を思い出すたび、彼女の脳裏をたった一つの想いが過ぎる。

（古森さん、が……欲しい）

　時間が経っても止まるどころか、古森のことを考えれば考えるほど灯里の中で〝古森翔真への渇望〟は増すばかりだ。

　こんな姿を彼の前に晒すわけにはいかない。もし見られたら、単なる仕事仲間だとしても今後の関係性に支障が出る。

　収まらない快感の中に芽生えた小さな不安が、ただでさえ困惑する灯里の思考をかき乱していった。

　その間も、一度荒くなった呼吸は落ち着かず、「はぁ……はぁ……」と半開きになった口からは熱を隠せていない吐息が零れていく。

　お風呂上がりははっきりしていた意識も、今となってはどこか不鮮明で、ぼんやりと頭の中に霧がかかっているように感じた。

　全身から力が抜けていく感覚に逆らわず、四肢を投げ出した灯里の背中がソファーの背もたれにもたれかかる。

　──古森さんが、お風呂から戻ってくる前に、なんとかしなくちゃ。

　息が乱れるなか、自分の中に居座る熱情を鎮めるための策を必死に考えていく。

　意識と思考が熱に侵食されていくのを感じながら、灯里の左手はおもむろにオーバーサイズなシャツの裾を掴んでたくし上げ、無防備な乳房を露出させた。

「……ちょっと、だけ」

　なんて当人にすら聞こえるかどうかのか細い声で〝言い訳〟を紡いだ直後、灯里は右手を口元へ近づけ自身の指を数本口に含み唾液でその指先を汚していく。





　◇　　◇　　◇






　一方その頃、浴室ではタイルにただ打ち付けられるだけのシャワー音に混じって二種類の音が木霊していた。

「はぁ、ぁ……はぁ……」

　一つは、何度もくり返される隠す気ゼロな艶っぽい吐息。

　もう一つは、クチャクチャと粘っこい──今にも限界を迎えそうな男根を骨太な手のひらが包み込み扱く音だ。

『はぁ、あっ！　こ、もりさ……おく、奥突いてっ！　古森さんの、熱いので、グリグリされるの、好きぃっ!!』

　余計な情報を遮断するように目を閉じ思い出すのは、彼女──灯里と出会った日に過ごしたホテルでの一夜。

　自分の下でベッドに沈み、羞恥心なく本能のままに喘ぎ乱れる様は、何度思い出しても言葉では上手く言い表せないほど淫らで、美しく、可愛く、不思議と愛おしささえ感じてしまうほどだった。

「──あぁっ!!」

　記憶の中で、自分の肉欲で激しく突かれ喘いでいた灯里が達するのとほぼ同時に、高まる一方だった興奮の糸がプツンと切れ翔真自身も果てていく。

　ほんの一瞬強張った全身から力が抜けていき、ゆっくり開けた視界には、白くネバついた精液がいたる所に飛び散った浴室の鏡が飛び込んできた。

「……何やってるんだ、俺」

　シャワーの音で必死に誤魔化してまで自慰に耽ったものの、どこかスッキリしたりない。

　なんて思いを抱きながら、翔真は音消しとして使っていたシャワーで汚れた鏡表面を洗い流していく。

　ついでに身体を洗ってしまおうと軽く全身にシャワーでお湯をかければ、ふと頭の中に灯里の顔が浮かんだ。

　今この間にも、リビングでは風呂から上がった彼女が自分を待っているはず。

　それをわかっているのに、真っ先に彼は下着の中で窮屈だった自身の欲を鎮めた。

（それもこれも、全部台風が悪いんだ）

　心の中で悪態をつきながら、ボディーソープを手に取り自分の元に引き寄せる。

　愛用のボディタオルに垂らした液体せっけんが、〝見たばかりの白濁〟を彷彿とさせ無意識に舌打ちをしてしまう。

　無心で身体を洗おうとしていたのに、芋づる式のごとくまた彼女の痴態を思い出してしまい、多少萎えたはずのモノがわずかに硬さを取り戻した気がした。

　脳裏に浮かぶのは、ほんの少し前に目撃した灯里の姿。

　当人は気づいていない様子だったものの、翔真は雨に濡れて透けた白ブラウス越しに彼女の豊満な胸をしっかり目撃してしまった。

　その結果が、この状況だったりする。

「咄嗟に、上着着せたのは妙案だったな」

　雑念を誤魔化したい一心で、普段より強めに泡立てたタオルで身体を洗い出す。

　その最中、不意に灯里を車に乗せた時のことを思い出し、つい心の声が言葉として口から零れてしまう。

　あの時はただ、「彼女の肌を隠さなければ！」という使命感に似た感情に突き動かされ気づけば自身の上着を脱ぎ、彼女に羽織らせていた。

　とは言っても、車に乗ってしまえば十分とかからない距離にあるマンションへの移動で濡れた服が乾くはずもない。

　平常心を心掛け、極力灯里の方は見ないようにしていた。だが結果が現こ在れだ。

　一人の時ならまだ良いものの、同じ家に灯里がいる状態で自慰をする羽目になるとは、エントランスで彼女を見かけた時には想像すらしていなかった。

（今夜俺……寝れる、のか？）

　一緒に仕事をするようになり、少しずつ内面も知っていった彼女をいつの間にか好きになっていた。

　仕事に対し素直で一生懸命な所はもちろん、一緒に食事をした時や移動中の会話のなどで時折出る〝素の言動〟が、気を張らず少し幼くなるところも可愛く思えた。

　同僚の灯里に対し、好印象ばかり抱く日々は彼女に出会う前よりも仕事への意欲が上がった気がする。

　だけど同時に、自分の中で度々起きる現象が翔真を悩ませていた。

　会社で灯里の姿を不意に視界に入れた瞬間、彼女とホテルで過ごした一夜を思い出してしまうのだ。

　翔真が与える愛撫と抽ちゅう送そうに乱れ、「気持ちいい」と何度も口にし、悲鳴じみた甘い声で喘ぐ灯里を。

　一晩中、〝翔真が欲しい〟とくり返し懇願する姿を。

　あれは媚薬のせいだとその都度思い直し、頭の中に浮かぶ鮮明な映像を忘れようと翔真は必死になった。

　けれど最近は、いくら気を紛らわせても頭の中が〝灯里へのエッチな妄想〟で満ちてしまう。

　彼女の痴態を思い出すだけでは飽き足らず、勝手にあれこれ想像してしまう自分が不甲斐なくて仕方ない。

　初めて出逢った日からもう──とすら考えてしまうほどに、翔真の中で〝大野灯里〟の存在は強く大きくなっている。




　急いで身体と髪を洗い、流石にそのまま上がるには身体が冷えたと湯舟に浸かった後、翔真は浴室を出た。

　脱衣所で着替えを済ませ、ガシガシとバスタオルで髪の水気をあらかた拭き取った脚でリビングを目指す。

「ンッ、ふぅ……はぁっ」

（……は？）

　までは良かったものの、廊下とリビングを隔てるドアを前に、翔真は唖然とし立ち止まった。

　ドアノブにのばしかけた手も中途半端なまま、今しがたリビングの中からかすかに漏れてきた声について考える。

　最初はテレビの音が漏れているのかと思った。

　けれど耳に届いたのは、いつもそばで聞いている愛しい女性の声だ。聞き間違うはずがないと自身を納得させるも、うめき声にも聞こえるそれに違和感を覚える。

（もしかして、具合が悪くなったのか!?）

　湯あたりでも起こしたか、と脳裏に浮かんだ可能性にせっかく温まった身体が冷えていくのを感じる。

「は、ぁ……あっ、ふ、ンンっ！」

　躊躇っている暇はない。まずは状況確認を──と思い、中途半端な位置で止まっていた右手で改めてノブを掴んだ途端、また扉の向こうから声がした。

「──さ……こも……もっとぉっ！」

　これまでより声量が少し増したそれは、まるで〝翔真を呼んでいる〟ように聞こえた。息苦しそうと思っていた声も妙に艶めかしい。

　──情事に耽っている時に聞く喘ぎ声のようだ。

（ま、さか……）

　不意に頭の中に浮かんだ〝もう一つの可能性〟に驚くあまり、彼は周りに誰もいないなか一人目を見開きながら息を呑む。

　そして次の瞬間翔真の中に生まれたのは、戸惑いと好奇心──そして言いようのない興奮だ。

（具合が悪いというなら、即救急車呼ぶか）

　なんて、脳内に浮かんだうち限りなくゼロに近い可能性への保険を自身へかけながら、そっと音を立てないように少しだけドアを開け、わずかに出来た隙間からリビングの中を覗き込んだ。

「ふぁ、あっンンっ」

　目に飛び込んできたのは、ソファーの上に座る灯里の姿だった。

　それだけなら何の問題も無いが、視線の先にいる彼女の状態を見る限り問題だらけでしかない。

　彼女は、自分が貸したサイズが大きすぎる半袖シャツの裾を口に咥えて引き上げ、ハーフパンツと下着を膝までおろし、軽く膝を立てた状態で自慰に耽っていた。

　シャツを引き上げたせいで露わになった乳房の片方に手を添え一生懸命揉みしだき、もう片方の手はハーフパンツに隠れてよく見えないが彼女の下半身へのびて、秘部を愛撫しているようにしか見えない。

「──っ！」

　自分の予想がある意味当たっていたと内心驚くも、気づけば翔真はあっという間に〝想像にはなかった〟灯里の淫らな姿に視線を奪われていった。

「ン、ふ……こ、もりさん……古森、さん」

　音を立てないように行動したからか、単に快楽を求めることに意識が向いているのか、翔真がドア一つ隔てた場所にいると彼女は気づいていない。

　視線の先にいる灯里は、目を瞑った状態でハフハフと短い呼吸をくり返し頬を染めている。

　そんな彼女の口元は、「古森さん」と翔真の名前をうわ言のように何度も零していく。

（あぁ、どうしてお前は……っ！）

　──こんなにも俺を煽ってばかりなんだ。

「……っ、はぁ」

　身体の奥底から湧き上がってくる欲に塗れた熱情が、無意識に吐いた息と一緒に飛散していく。

　普段は同僚という立場上、出来るだけ優しい雰囲気を崩さないように心掛けている口調が、心の中では簡単に素に戻ってしまう。

　浴室で多少なりとも発散させてきた欲と興奮がみるみる体内に充満していくのを感じるのと同時に、一際濃くその影響を受けた様子の下半身──男根の中心が硬度を取り戻すのを感じた。





　◇　　◇　　◇






「はぁ……ふぅ……」

　古森がお風呂から上がるまでの間に、と思って胸や恥部を刺激してきたものの、多少息が上がるだけの現状に灯里は内心不満を抱いていた。

　自分で弄りやすいように位置をずらしたオーバーサイズの服は、最早役割を果たせているのか謎な状態になっている。

　そんな恰好までしたのに、経験不足な自分の愛撫では〝求める快楽〟を得られそうにない。

（早く、しないと……古森さんが戻ってきちゃう）

「ンッ、ふぅ……あぁんっ！」

　古森が戻ってくるまでの間に、軽くでもいいから一回だけイッておきたい。

　なんて願望が、一度止めた両手の動きを再開させる。

　頭の中に残った羞恥心が愛撫の激しさを無意識にセーブさせていた気がして、今度はもう少しだけ激しく、と灯里は必死に〝古森の愛撫〟を思い出しながら、ぷっくり膨らみ始めた胸の先端に爪を立てた。

「はぁっ！　古森さん、こも……さ……もっとぉ」

　そのまま、カリカリと先端を引っ掻くようにわずかな痛みのある愛撫を施し、同時にもう片方の手で、借り物のトランクスを濡らす愛蜜が溢れる蜜口を苛め抜く。

　本当は、指をナカまで挿入いれてしまいたい。けれど、加減が出来るか、傷つけてしまわないかと怖気づいていた。

「もっと、何すればいい？」

　目を閉じて記憶の中の古森が意地悪い笑みを浮かべる姿に興奮し、「これならイケるかも」と思った瞬間、妙にクリアな〝声〟が聞こえる。

（……へ？）

　まだ戻ってきていない〝ここに居るはずのない人〟の声を聞いた気がして、灯里は一瞬自分の耳がおかしくなったのかと思った。

「ちゃんと言ってくれ。俺は〝ナニ〟をすればいい？」

　思いもしなかった事態に愛撫の手もすっかり止まってしまう。そんな状態で再度聞こえた古森の声が、灯里の心拍を嫌な意味で加速させていく。

　頭の中で、「まさかっ！」「そんなっ！」と現実を認めたくない意識が否定の言葉を叫ぶのがわかった。

　自慰に夢中になるあまり、どこかふわふわしていた意識が急に冷静さを取り戻していく。

　そのせいか、自身の状態を改めて自覚した灯里は恐る恐る目を開け、現実を認識することを選んだ。

　パチリと瞬きをした視界──目の前には灯里と目線を合わせるためなのか、その場にしゃがみ込んでこちらを見つめる古森がいた。

　まだ湿り気が残る髪を拭いただろうタオルを首にかけ、彼女に貸してくれた服と色違いのものを着た彼がにっこり微笑む姿が目に留まる。

「──っ！」

　その瞬間、絶望とも言える感情が心の奥底から噴出した灯里の顔からサーっと血の気が引いていく。かと思えば、自分の痴態を間近で見られたことへの羞恥心が青ざめた頬を今度は赤く火照らせていく。

（早く隠さなきゃ！）

　じれったいだけの興奮も冷め、彼女は急いでずり下げていた服を引き上げるために意識と手を下半身へ向けた。

　すると、「えっ？」と灯里が違和感を抱くより先に彼女の両手首は古森によって拘束される。

　ついさっきまで自分の胸を弄っていた手が、蜜壺や淫核を慰めたせいで愛液塗れになった手が、いとも容易く囚われていく。

　酷く困惑した彼女の口からは、「やっ！」と悲鳴じみた小さな拒絶の声がか細く零れるだけ。

　慌てて拘束を解こうと身じろいでも、しっかり拘束された両手は自由にならない。

　気づいた時には、さっきまでしゃがんでいたはずの古森が覆いかぶさっており一気に距離を詰められていた。視界を占領する彼の姿に混乱するなか、〝待ち望んだ存在〟を前に灯里の本能がじれったそうに心の奥底で疼きだす。

「ご、ごめ……なさっ」

　過去に身体を重ねているから裸を見られても恥ずかしくない。なんて割り切れるはずもないし、彼の自宅で我慢出来ず自慰をしてしまったことへの負い目もある。

「い、今のは忘れて、くださいっ」

　気づけば灯里の目からはポロポロと涙がこぼれ、親に叱られた子供みたいに泣きじゃくる寸前だ。

　そして彼女は小さく息を吸った直後、か細い声で懇願する。

　──嫌わないで、ください。

　涙がツーっと頬を伝うのと一緒に零れた言葉の意味を、灯里は一瞬理解出来なかった。

　そして、「何故そう願ったのか」もよくわかっていない。

　自分自身で発した言葉に唖然として、頭の中にたくさんの疑問符を浮かべる最中、不意に頬や目元にぬるっとしたぬくもりが触れる。

「別に泣くことでもないだろうに……まったく」

　その正体が古森の舌なことも、彼が自分の涙を舐めとっていると気づけたのも、呆れを含んだ彼の声と、慈愛に満ちた眼差し、そして機嫌良さそうに喉を鳴らす笑い声を聞いたお陰だった。

「な、なんで舐め……ンンッ」

　困惑が続くなか、灯里は古森が何を考えているのか知りたくなり、震える声で彼に疑問を投げかける。

　とは言っても、彼女が問いを最後まで紡ぐより先に、またペロリと肉厚な舌が目元を舐っていく。

　古森は灯里の目元を標的にするだけに留まらず、彼女の頬や鼻先、眉間に額、と顔の至る所に舌を這わせた。

　彼の行動に灯里の戸惑いは増すばかりで、「や、やめて」と声を震わせたまま主張したものの受け入れられず、奇行はおさまらない。

　アタフタしてばかりな灯里がふと我に返った時、古森の舌は彼女の口内を蹂躙していた。

「ンッ、ふ……ふぁ、はっぁ」

　記憶の片隅にある一夜のように重なる二人の唇。その奥で彼女の柔い頬の内側をくすぐる彼の舌使いは、灯里に心地よい快感を与えてくれる。

　時間にすればおよそ一、二分。窓越しに聞こえる雨音をＢＧＭ代わりに続いた深い口づけは、古森が顔を離したため終わりを告げる。

「……ぁっ」

　口元にあった熱が消えていくのが寂しく、無意識に名残り惜しそうな声が漏れた。

　そのまま灯里は、キスの間反射的に閉じていた目をゆっくり開けていく。

　すると、所々雫玉が出来た糸が唇を繋いでいるのが見えて、それをあっという間に舐めとっていく古森の真っ赤な舌が目に留まった瞬間、下っ腹と蜜口がキュンと疼いてしまう。

　同僚に恥ずかしいところを見られ、恐怖と羞恥で半ベソをかいていた灯里の表情に熱が戻ってくる。

　ドアのすき間からこっそり覗き見た時と同じ、隠しきれない欲情を宿す彼女の表情と蕩けた目元が自分を見上げていることに歓喜と興奮を覚えた古森は、つい意地悪く質問を投げかける。

「〝ナニ〟に興奮した？」

「──っ」

　自分に向けられた問いの意味を理解した灯里は、ただでさえ熱く火照った顔をますます赤く染めながら口ごもってしまった。

　なんと返事をすればいいのか、迷うあまり視線を泳がせパクパクとエサを求める魚のように唇を開閉する。

　その姿すら可愛いと思ったのか、古森は時折悪戯に灯里の上唇をパクリと食み、軽く歯を立て甘噛みをくり返した。

「待ってる間、一人で寂しかったのか？」

　ほんのり熱を孕んだ戯れるようなキスをくり返したからか、灯里の意識は次第に蕩けていき、与えられる甘い刺激──自慰の最中求めていた熱に夢中になっていった。

「……ん」

　不意に聞こえた古森からの新しい質問に、フワフワした意識が灯里を素直にさせ頷かせる。

　その反応を直視し、一瞬息を呑んだ様子で目を見張った古森は一気に破顔し、上機嫌に目を細めるのと同時にやんわり拘束していた灯里の手首を解放していく。

（あぁ、そうか……私、寂しかったんだ）

　腕が解放され自由になったことにも気づかず、灯里はぼんやりとした意識の中で彼の問いを噛みしめていた。目の前にある唾液塗れな唇が紡ぐ〝寂しかった〟という言葉を聞いた途端、胸の奥にストンと何かがはめ込まれた感じがした。

　外は相変わらず激しい雨が降り続く。苦手な雷の音も相まって、自宅より何倍も広いリビングにポツンと一人取り残されている。

　なんて状況になったせいで、〝古森のことが頭から離れなくなった〟し、彼のことを考えるだけで〝身体が熱くなった〟んだろう。

　表情や仕草こそ特別な変化はないが、灯里が一人内心うんうんと頷く最中、突然自由になったはずの手首を片方捕まえられた。

「あっ」

　その接触で、灯里はようやく拘束が解かれていたことを認識し、思わず声を漏らした。

　けれど、逃げ出したいと思っていたはずの羞恥心はいつの間にか消えていて、「どうしたんだろう？」と手首をつかんだ古森にぼんやりとした意識と目線を向ける。

「まだ、熱いんだろう？　俺もまた熱くなってきた。だから」

　──一緒にラクになろう。

　目の前にあった彼の顔が消えた気がするのと同時に耳元で熱情を隠さない彼の囁きが聞こえた。

　彼は灯里の中にある本能のスイッチを押すように、カプっと彼女の耳たぶを甘噛みし、その表面に舌を這わせだす。

　そして掴んだままだった細く小さい手を誘導し、ハーフパンツ越しでもわかるほど熱く硬くなった剛直を触らせた。

「ふぁっ！　ぁ、っい……ンン」

（古森さん、すごく興奮してる）

　度重なる毛色違いな耳への刺激に、思わず声が漏れてしまう。そんな灯里の手首をつかんでいた熱は、気づくといつの間にか離れていた。

　手が自由になったのなら、さっさと引っ込めてしまえばいい。

　はずなのに、一度導かれた彼女の指は、布越しの肉欲から離れず、それどころかまるで〝愛おしそうに〟古森の男根をスリスリとさすりだす。

　特別意識なんてしていない、まるでそれが〝当たり前〟とでも言いたげに、彼女は興奮した肉欲を愛でた。

　古森の興奮を知った途端、また子宮が甘く疼くのがわかり、今度は蜜壺からコポリと零れる愛液の感覚まで妙にはっきり理解した。

　あんな姿を見られた上にこの状況──灯里が今ナニを欲しがっているのかなんて、きっとこの人はもうわかっている。

　わかっていて選択を灯里にゆだねるなんて──この上なく優しくて、この上なくズルい人だ。

「──っ、一緒に、えっと」

　最後の決定権を差し出され、なんと答えるべきか迷うあまり、答える声がどこか曖昧になってしまった。

　けれど古森は、曖昧さの中に隠れた真意を理解してくれたようで、「部屋、行くか」と呟くのと同時にソファーの上の灯里を正面から軽々と抱き上げてしまう。

「ひゃっ!?　こ、古森さんっ、私重いですって！」

「こら、暴れるな！　全然重くないから気にするなって」

　突然の浮遊感と直後に感じたこの上ない安定感、いや、安心感と包み込まれるぬくもりに驚くあまり大きく目を見開いた。

　本能的に発した小さな悲鳴のおかげか、フワフワするだけだった意識にほんの少し理性が戻ってくる。

　自分が古森に抱きかかえられていると理解し、すぐさま降りようとするが、それを許さないと言いたげにお尻の下に片腕を回され、もう片方の腕もがっしり腰に回され拘束される。

　焦りを含んだ彼の注意も相まって、灯里は寝室へ移動する数十秒間、羞恥心を必死に押し殺して大人しく目の前にある太い首に腕を回し抱きついた。




　流石高級マンションというべきか、リビングと同様寝室も広々としたもので、セミダブルベッドの上に下ろされる。

　部屋に入った時は真っ暗だったものの、古森が照明を調整し薄っすら室内の様子がわかる程度になった。

　ぼんやりした意識の中で室内を見渡していれば、黒シーツで覆われたベッドの上にあっという間に押し倒されてしまう。

「ぁっ……ンッ、ふぁ、あぁっ」

　後頭部がポフッと大判な枕の中に沈むのと同時に、薄明りが灯る天井を見上げた視界が欲情した男の顔でいっぱいになる。

　どこか性急さを感じる状況に、ほんの少しだけ待ったをかけたくなった。けれど、灯里が声を発するより先に彼女の唇は熱を帯びた古森のそれに塞がれる。

　欲情しきった者同士のキスが一度で終わるわけもなく、獣じみた欲を隠さない古森のキスに驚きこそすれ、灯里は間もなく彼のことを受け入れていった。

「ぁ、ふぁっ！　んぁ、古森ひゃ……ン、ふ……」

「上顎と、頬の上、本当弱いよな……かわいい」

　呼吸のためにわずかに開いた唇のすき間から割り入った熱い舌が的確に敏感な部分を刺激していく。口内を蹂躙する彼の舌先の愛撫が生み出す快感に、灯里はすっかり翻弄されるだけだ。

　そのせいか、ついポロっと零れた古森の囁き声は彼女の耳には届かない。

　口内に満ちる二人分の唾液をコクコクと飲み込んで、拙いなりに精一杯彼の舌に自分のモノを絡めていく。舌先同士が擦れると、愛撫とはまた違った快感が生じ、その心地よさに全身が震えた。

　二人の服はキスの合間に少しずつ古森の手で脱がされ、ベッド下に乱雑に放り投げられ散乱していった。

　素肌が露わになるにつれて、だだでさえ欲情した本能が刺激されるからか、灯里の頭の中は古森の手で身体も意識も乱される〝これから〟を想像し期待してしまう。

「はぁ、あ……古森、さん、早く……」

　その証拠に、より近くに彼を感じたい意識が灯里に両腕を動かし、頬を羞恥で赤らめながら自分から彼に抱き着き密着しようとする。

　すぐそばにある彼の男らしい首に両腕を回し、むぎゅっと胸を押しつけて一番近くで古森の体温を感じだした時。

　──ゴロゴロゴロゴロッ！

　弱まる気配のない雨音に紛れ時折鳴っていた雷の音が、寝室の窓際が一際明るく光ったのとそう大差なく強烈な雷鳴となって室内に響き渡る。

「ひぃっ!!」

　その音を聞いた瞬間、甘えるように古森に抱き着いていたはずの灯里の口から恐怖心を隠しきれない悲鳴が漏れ、目の前にある逞しい胸板に顔を埋めていた。

「えっ？　大野さん……ひょっとして、雷苦手なのか？」

　安心するぬくもりを求め、灯里は必死に古森に抱き着く。

　悲鳴をあげて自分に抱き着く彼女の様子に、一瞬驚く古森だったが、胸元に顔を押しつけたままプルプル震える姿に原因を察したらしい。

　古森からの問いかけに、「この歳になって……」と羞恥心のせいで素直に返事が出来ず、このままじゃ顔を上げられないと灯里は戸惑うばかりだ。

「大野さん、顔を上げてくれ」

「……？」

　困惑するなか再び古森の声が聞こえ、恐る恐る顔を上げる。

　無意識に涙ぐんでいたらしく、視界が揺らぐせいで目の前にいるはずの彼の顔がはっきり見えない。

（あぁ、もう本当……情けなさすぎる）

　また新しい迷惑をかけている真っ最中だと気づいたせいで、ただでさえ涙ぐんでいる目元から今にも涙が溢れそうだ。

「怖がらなくていい。怖がってる暇なんて、俺が与えないから心配するな。だから」

　──今からは、気持ちよくなることだけ考えろ。

　自分のすべき言動がわからないまま、涙の膜越しに古森を見つめることしか出来ない。

　そんな彼女の頬を、男らしい大きな両手がゆっくりと撫でて、顔全体を包み込でくれる。

　彼の指先がスルリと頬を撫でていく間、この上ない〝優しい命令〟が耳に届いた。

　意図が上手く汲み取れなくて聞き返そうとした時、灯里の聴覚が彼の両手に包まれ遮断されていった。




「あぁっ、はっ！　古森、さんっ！」

　謎の命令を受けた数分後、長い時間寂しげに蜜を垂れ流し収縮を続けていた蜜壺へ、薄膜を被せた熱く太い剛直がゆっくり挿は入いってくる。

　命令直後、サイドチェストを一つを開けた彼は中に入っていたゴムを手早く自身の欲に装着していった。

　中途半端に使われ、残っていたことがうかがえる封の空いた箱を視界の端に認めた瞬間、灯里は不思議と胸の奥がモヤつくのを感じた。

　けれどそれもほんの一瞬。今はもう自分が受け入れた彼の昂りと与えられる熱のことしか考えられない。

「ぁ、は……っ、ンンッ、あ、はぁっ」

　狭い膣壁を押し広げられ、ポッカリ空いていた穴が少しずつ埋まっていく感覚に、思わず目を閉じた灯里の口から欲と熱を逃がそうとする嬌声が上がった。

　やけに耳元で反響する自分の声に興奮したのか、灯里の蜜壺がまだ入ったばかりの肉欲を無遠慮に締めつける。

　反射的に閉じた目を恐々開くと、思いもしない締めつけが苦しいのか、自分の上に覆いかぶさる古森の顔に苦痛の色が浮かんでいた。

「──っ！」

　二人の視線が絡み合った瞬間、彼が口を開き何かを言っている様子が目に留まるも、〝今の灯里〟には理解出来ない。

　雷を怖がる灯里を気遣い、古森が自身の両手で彼女の耳を塞いでいるせいだ。

　ビクっと全身が震えるのがわかり、咄嗟に手近にある熱に手をのばすと、すぐに彼の腕だとわかった。

「ひゃあっ！　あ、大きい……熱い……あぁっ！」

　思わずギュッと彼の両腕を握るのと同時に、ズズッと挿入されたばかりの肉欲が膣内の奥を目指すように割り入ってくる。

　かと思えば、ほんの少し古森が腰を引いたらしく、膣壁を擦りながら欲が後退していくのが、敏感になったナカのせいで嫌でもわかってしまう。

「あっあっ、んぁ、古森さ、古森さっ……気持ち、いぃ、あぁあっ！」

　灯里の耳を塞いだまま、前へ後ろへ彼女の膣内を慣らすかのように彼は抽ちゅう送そうを続ける。その動きに合わせて、灯里の口から嬌声と飲み込みきれない唾液が幾度となく零れていく。

　蕩けた表情の中に興奮を隠さず、頬を上気させながら身体を震わせる。咄嗟につかまっただけと思っていた彼の両腕には、いつの間にか縋るように抱きついている自分がいた。

「ンッ、は……はぁ、古森さ、手、取って……ぎゅって、してください」

　──もっとこの人の熱と欲望を全身で受け入れたい。

　ふと頭を過ぎった本能に従って、抱きついた彼の腕を引き寄せた灯里は、少しばかり腹筋に力を入れて上半身を起こすと、すぐそばにある古森の唇を奪った。

　そして、ほんの一瞬で彼のもとから離れた唇は、新しい本能に従い懇願の声をあげる。

　音を遮断したまま快楽に溺れてしまえ、という彼の優しさは確かに嬉しい。

　けれど灯里が〝今〟欲しいのは、ホテルで互いを貪るように肌を合わせた夜に覚えた激しい快楽だけだ。

「……本当に、大丈夫なのか？」

「──っ！」

　耳元のぬくもりが消えた直後に聞こえたどこか困惑が滲む問いかけに、灯里は言葉なくうんうんと頷き返事をする。

　時間にすればきっと数分。けれど、それ以上に思えてしまうほど、久しぶりに彼の声を聞いた気がした。

　相変わらず灯里のことを優先するような優しい音を聞いただけで、子宮が疼いてたまらない。

「古森さんが、お風呂に入ってる間、自分で少しは弄ったんです……だから、もう我慢しないでください」

　──前みたいに、ぐちゃぐちゃにして。

　羞恥心なんて感覚は、手を外してと願う前から消えていたのかもしれない。

　なんてことを思ってしまうほど、今の灯里は目の前にぶら下げられた快楽という名のエサが欲しくてたまらない。

　息を吐く暇もなく責め立てられ何度も果てていけば、もう外の音なんて気にする必要もない。

　そう思って、トロンと蕩けた目尻を下げてほほ笑んだ灯里は、すぐそばにいる彼の首に両腕を回しぎゅっと自分から抱きつく。

　豊満な胸を潰すように彼の胸板に押しつけ、甘えるように腰を揺らして自ら彼の欲を欲すれば、蜜口から生まれる新しい刺激に、「ん、ぁあっ」と嬌声が漏れる。

「っ！　君はどうしてそう……煽るのが上手すぎるんだっ！」

「え、って、ひゃあああっ！」

　それを聞いたからか否か、灯里の背中に男らしく太い腕が回された。

　かと思えば、ほんの少し痛みが生じるほど厚い胸板に乳房が押しつぶされる勢いで抱きしめられる。

　灯里を掻き抱いた古森の口から、何故か苛立ちの色が滲む声が聞こえた気がして、「何か変なことを言ったかな？」と聞き返そうとした。

　けれど灯里の声が言葉を紡ぐより先に、これまでナカを馴染ませるように動いていた肉欲が馴染んだ部分よりさらに奥へと押し入ってくる。

「あっあっ、ひゃっ、はげし……ンンッ、は」

　慣らしていない膣壁を擦り挿入された剛直の熱と太さに思わず悲鳴をあげた灯里は、古森の首に回した腕に力を込め、彼の首筋の顔を埋めた。直後、古森が腰を揺らしだしたせいで、ナカのより奥の部分を突き上げられる。

　そこから生まれる今日一番の快楽は、あっという間に灯里の意識を飲み込んでいくのと同時に彼女の中にある〝女としての本能〟をズルズルと引き出していった。

　最奥を目指すように、奥へ、奥へと灯里の蜜壺を突き上げる古森の動きは瞬く間に激しくなっていく。

「ひぅっ！」

　膣内のある場所を男根の先が擦った瞬間、ガツガツと腰を打ち付けられて生まれる快感とは違った強烈な波に襲われ、ビクンと上半身がのけ反る。

　軽くイッてしまった灯里は、ふわふわした意識のせいで自分の身に起きたことが理解出来ない。

　ポカンとした様子で天井へ虚ろな目線を向ける彼女の様子を見つめ、古森はククッと上機嫌に笑った。

「ここが、弱い場所か。〝前〟は気づけなくて悪かった……今日はたっぷり、ここをいじめてあげるから、な？」

　ことさら深い笑みを浮かべた彼が、灯里を見下ろしニコリとほほ笑む。

　彼の額に滲む汗を目に留めた灯里は、自分へ向けられた言葉の一割も理解出来なかった。

「あぁっ！　ひっ、古森さ、そこダメ、やめ、あぁっ！」

「ダメじゃなくて、気持ちいい、の間違いだろう？　ほらっ！」

　抱きしめていた灯里の身体を解放した古森は、すぐに彼女の腰に両手を添えて固定すると、ついさっき見つけた彼女の弱い部分に狙いをすまし執拗に責め始めた。

　ガツガツと彼が腰を揺らすたび、膣内に押し込まれた剛直が灯里のイイ場所を突くせいで強すぎる快楽の波にのみ込まれ嬌声が止まらない。

（気持ちいい、気持ち、いいけど……これはっ）

「イッちゃ、イッちゃいます、からっ！　ダメぇっ！」

「我慢、しなくていいんだぞ。何度だって、イケば……っ！」

　古森の首に回していた両腕は、いつの間にか彼の背にまわり、本気で彼に縋りつく勢いで灯里は喘ぎ、強すぎる快感に戸惑いの声をあげる。

　けれど、彼女の戸惑いを受け入れる返答の代わりに、「身を任せてしまえ」とばかりの声が聞こえる。

　落雷に泣きべそをかいていた頃が嘘のように、聞いていて恥ずかしくなる自身の声と、耳心地の良い少し意地悪な古森の声、そして彼を受け入れた蜜壺から溢れるグチュグチュという水音──三つだけを灯里の耳は拾い続けていた。

　しかも彼女が反応するたび、元から大きい古森の男根がビクビクと疼き、膣内で大きさと質量を増している気さえする。ソレが与えてくれる快感に合わせ、次第に灯里の声も大きくなっていく。

　彼の律動に合わせ、無意識に灯里の腰も揺れる。そのせいで二人を飲み込む快感と熱情はより一層激しくなり、灯里に突如限界がきた。

「古森さ……奥、奥気持ちぃ……あっ！　そこ、もう、あぁああっ！」

　大きな背中に回していた腕に力を込め、精一杯古森に抱き着いた彼女は、ガチガチに勃起した剛直で最奥を突きあげられた瞬間、悲鳴じみた嬌声と共に果てていく。

　同時に、彼女の膣がナカを抉る肉欲をこれでもかと締めつけた。

「──う、ぁ！」

　すると、耳元にふと、熱い吐息と一緒にくぐもった低音が聞こえ、お腹の奥にゴム越しでもわかるほどの熱さを感じる白濁が大量に吐き出される感覚に気づいた。







第六章 夜のオフィスで愛を囁く








　残暑が終わり、秋が深まってきた九月下旬。

　終業時間をとっくに過ぎた夜七時。本社内にあるマーケティング部のフロアに最小限の明かりがともるなかで、カタカタと規則的なタイピングの音が響いていた。

　会社の方針として、古森グループはどこも基本的に残業はしない方向で日々仕事をこなすことが多い。

　けれど稀に、緊急で対応しなければいけない事案が起きた場合などは、残業申請をしっかり行えば夜九時まで残業が認められている。

　もちろん頻繁に申請することは出来ないが、繁忙期などに居残る社員は多い。

　今の時期は繁忙期ではないものの、今日のマーケティング部フロアには、灯里と古森が一緒に居残り残業中だったりする。

（どうして、売り上げのチェックをちゃんとしないかなぁ……）

　灯里は、手元に置いてある資料とパソコン画面にズラッと並ぶ数字を、もう長い時間見比べ続けている。

　事の発端は数時間前。古森のもとにかかってきた一本の謝罪電話が原因だ。

　現在灯里は古森と一緒に、古森グループの支社が作った新商品のマーケティングを任されている。

　その商品のテスト販売に協力してくれたドラッグストアから、数日前に受けとったデータ内の数字が一部どうやら間違っていたらしい。

　一、二店舗ならすぐに帰れたものの、とある系列のドラッグストア十店舗近くでミスが発覚。

　このままじゃマズいと、灯里と古森は手分けしてすでに完成していた資料を作り直している。

　週末明けの会議に今回の資料が必要不可欠なため、二人とも必死だ。

「…………」

　まだ確認しなきゃいけないデータが残っているものの、一旦区切りがついたことで灯里の集中力が不意にプツンと切れた。

　節電のために必要最低限しかついていない明るさを抑えた電灯の下で、灯里と向き合って自分のデスクにつき作業する古森の姿が、パソコン越しに見えた。

　フロアが薄暗いせいか、パソコン画面が放つ光に照らされた古森の姿がやけに目立って見える。

　真剣にパソコン画面を見つめ、自分が打ち込む数字を追いかけるように彼の視線が右へ左へ忙しなく動き続ける。

　その様子に、「自分も残りの仕事を頑張らなきゃ！」と気合いが入れば良かったが、残念なことに灯里の思考は別方向へ向く。

　真剣な表情で仕事に打ち込む彼を見ていると、時折どうしても抱かれた時のことを思い出してしまう。

　普段の古森は同僚たちと気さくに会話をして、仕事熱心で有能すぎると言っても過言じゃないほど素晴らしい人だ。

　だけど、アノ時──情事の最中の彼は、会社で見せる顔とは違う表情を見せてくれる。




　灯里が古森に抱かれたのはこれまでで二回。いや、正確には数えれば違うかもしれないが、大きく括って考えれば二回だけだ。

　一回目は媚薬を盛られたせいで半強制的に発情し、その熱をお互い発散したい一心で身体を重ねた。

　一度達しただけじゃ全然熱は逃げてくれず、古森は灯里の蜜壺の最奥を突きあげ、灯里は一向に萎えない古森の剛直を締めつけながら、朝方まで何度も二人でイッた。

　そして二度目はついこの前。

　台風が接近したせいで電車が動かなくなり、家に帰れなくなった灯里を彼が自宅マンションに泊めてくれた週末のこと。

　激しい雨のせいでお互いに着ていたシャツが濡れ、そこから透けて見える相手の素肌に二人揃って興奮した。

　交代で彼がシャワーを浴びている間に、火照った身体を慰めてこっそり欲を発散しようと思っていたのに、早々に浴室から戻って来た古森に自慰の現場を見られてしまった。

　そこからはもうなし崩し的にという言葉がピッタリな時間が続いた。

　二人共、「火照りが引かない二人の熱を鎮めるために」「家に泊めてもらったお礼に」と、もっともらしい理由をつけて情事に耽った。

　いい歳をした大人なのに雷を怖がる灯里を彼はバカにしたりせず、それどころか大きな両手で顔全体を包み込むように耳を塞いでくれた。

　突然のことに驚いたものの、そのお陰で雷を怖がらず夜を過ごせたと言っていい。

　一晩明けても天候は相変わらずで、「このまま週末明けまで居ろ」と彼に言われてしまい、しばし葛藤したものの彼の提案に甘え〝週末のお泊り〟を延長した。

　お世話になっている間は、微々たるお返しにと家事を一手に引き受けた。

　にも関わらず、灯里が家事をするたび毎回古森が邪魔をしてくる。

『ン、ふぅ……はぁ。今、料理中、なんですけど』

『そのくらい知ってる。だけど俺は……まだ腹は減ってない』

　イヤ、ダメ、とはじめのうちは抵抗の声をあげていても、時間が経つにつれ灯里の口からは薄っすらと困惑が滲む艶やかな喘ぎ声が零れた。

　雨風の勢いが少しずつおさまってきたのは日曜の夕方近く。

　それまでの約二日間、マンションの一室で一緒の時間を過ごす灯里たちの関係はまるでラブラブな恋人同士に近かったかもしれない。

　その時間の中で、彼女は自分の中に生まれたたくさんの感情を認識し、そして自覚していった。

　──あぁ、私、この人のこと、いつの間にか好きになったんだ。

　気づいてしまえば、ストンと心に何かがぴったりとはまる感覚を抱いた。

　奇妙なほどおさまりがいい納得感すら感じられる気持ちは、社会人になって以降とんとご無沙汰だった恋愛感情に違いない。




　恋心を自覚したところで、自分からアピールする勇気も行動力も灯里は持ち合わせていない。

　古森を好きという感情が昂れば、勢いもついて積極的になれるだろうか。

「俺に何か用か？」

　単なる友人、恋人、セフレ、どの関係性にも当てはまらない彼との時間を思い返す灯里の耳を、疑問符まじりの低音が不意にくすぐる。

　パチッと瞬きをして我に返れば古森と目が合い、いつの間にか彼が仕事の手を止めて灯里を見つめていたのを知った。

「な、何でもありません！」

（あぁ、もう！　何やってるのよ私ったら！　ボーッとしすぎた？　それとも……も、もしかして、見つめすぎてた？）

　灯里は自分の失態に気づき、勢いよく首を横にふる。

　詳細はわからずとも、ボーっとしている間に無自覚でやらかしてしまったのかもしれない。

　恥ずかしさと戸惑い、そして自分に対する苛立ちと後悔が、じんわりと灯里の頬に熱をはらませる。

　今ここで頭を抱えて叫びたい、隠れられる穴があったら入りたい。まさにそんな気分だ。

「嘘つき」

　数秒前までの幸せに満ちた気持ちから一転、後悔に苛まれる灯里の耳が、静まり返ったフロア内でまた彼の声を耳聡く拾った。

　同時に、ドクンと心臓が強く脈を打つのがわかる。

　自分より長い人生を生き、古森グループという財閥の御曹司として上流社会に揉まれて育っただろう彼には、取り繕おうとする表情などお見通しなのかもしれない。

　嘘をついたことを謝るべきだろうか。けれど、謝るにしてもどう説明すればいいか思いつかない。

「この前も、同じ顔してたぞ？」

「……へっ？」

　口を閉ざしたまま考えていれば、灯里を見つめる彼が続けて口を開いた。

　聞えてきた言葉の意味がよくわからなくて、灯里はつい気の抜けた声をあげて聞き返す。

「物欲しそうな……すげぇエロい顔」

「なっ!?　そ、そんな顔して──っ！」

　呆けた表情の灯里を見つめる古森が目を細めたかと思えば、次の瞬間彼は笑顔で爆弾を放ってきた。

　至近距離で向けられた笑顔と指摘の声に、灯里は今度こそ言葉を失う。

　先程までほんのり熱をおびていただけの頬が瞬く間に熱くなっていくのがわかる。

　それ以上彼の前に自分の情けない顔を晒せず、灯里は反射的に赤面した顔を両手で覆い隠し俯いてしまった。

　まさか、彼との情事を思い返していたことがバレた？

　いやそんなはずはない。彼が超能力者でもない限り、灯里が考えていることなんてわからないはずだ。

　だったら何故、彼は〝嘘つき〟なんて言ったのだろう。

　そもそも、「この前も同じ顔」なんて彼は言っていたけれど、その言葉が指し示す〝この前〟がいつかなんてまったく見当がつかない。

　ただでさえ混乱する脳内であれこれ考えても、納得出来そうな答えなんて見当たるはずもなかった。

　自分の中で爆発しそうになる気持ちを少しでも発散するため、顔を隠したまま、小さく唸り声をあげて、スリスリと膝小僧をすり合わせる。

　逃げ場のない感情をどう処理すればいいのか、一人で狼狽える灯里の両手首が、不意にやんわりと自分と違う熱にとらえらえた。

　誰かに手首をつかまれた、と頭が自分の身に起きたことを理解するのと同時に、「そんなことをするの、今は一人しかいないじゃない」と意識の片隅にある冷静な思考にツッコまれた気がした。

「ほら……顔、見せて？」

　手を退けてと優しい声に促され、古森に囚われた両手が抵抗虚しく顔面から離れていく。

　時間にすれば数十秒か一分そこそこ。クリアになった視界に映ったのは、目を細めて笑う古森の顔のアップだ。

　ついさっきまでデスクの向こう側にいたのに、と戸惑いを抱くなか、あまりにも近すぎる距離感と、床に膝をついた体勢で自分を見つめる彼の姿にどうしても視線が定まらず泳いでしまう。

　自分のことに精一杯で、エサを待つ魚のようにパクパクと口の開閉を続ける真っ赤な顔の灯里。

　その姿を間近で見つめる古森が、思わずといった様子で、「かわいい……」と呟いた声は、目の前の彼女には届かなかった。

「大野さん……俺の顔を見て、さっきとこの前……何を考えてた？」

　うるさいくらいにドクドクと鼓動する心音に、つい気持ちが急かされる。

　どうすれば手首をつかむ彼の手をふり払えるだろう。どうやったら彼と一定の距離を取れるだろう。

　なんて、答えが見つからない疑問符ばかりを頭の中に浮かべる最中、先程と同じ問いを彼はくり返した。

「こ、この前？」

「そう、この前」

　彼の言わんとする〝この前〟の意味がどうしてもわからなくて、灯里は条件反射で首を傾げてしまう。

　疑問に疑問で返す、という彼女の言葉に、古森は嫌な顔を一切見せずただ一度大きく頷く。

　そのまま彼は、スッと灯里の耳元へ顔を寄せた。

　──二人で資料室に行った日、俺のことジッと見てただろう？

「──っ！」

　どこか熱をはらんでいるようにも聞こえる囁きに、思わず大きく目を見開いた灯里は息を呑む。

　それは、もう誤魔化すなんて無理だ、と彼女が悟った瞬間でもあった。

　観念した灯里は目を閉じ、少しでも気持ちが落ち着けばと思って数回深呼吸をする。

　恐る恐る閉じていた目を開ければ、まだ目の前には自分と目線を合わせるためにかしゃがんだままの古森がいる。

　最後に少し強めに息を吐き出した彼女は、ポツリポツリと自分の中にずっと隠してきた気持ちを伝えるために口を開いた。

「合コンの日に、その……セックスをしたのは、半分事故みたいなことだって、古森さんとこの会社で会う前からわかっていたんです」

　だけどふとした瞬間、古森に抱かれた夜を思い出した。

　同じ会社に勤めていると知ってからも、仕事中、隣にいる古森の顔を見るたび、自分の脳裏にはあの日の夜が鮮明に思い浮かぶ。

　──貴方が、欲しいと思ってしまうんです。

「こ、この前……お家に泊めていただいた時だって。私が濡れないように上着を貸してくださったから……えっと、雨でシャツが濡れて、肌が透けてしまっていて。その姿が、あまりにもセクシーで、そのぉ……」

　羞恥心を堪えてたどたどしく白状したまでは良かったものの、まるで、〝私は痴女です〟と告白しているかにも聞こえる言葉の数々に、頭の中が沸騰していると錯覚するほど顔や首元までありとあらゆるところが熱を持つ。

　沸騰寸前の思考は、灯里の意識をこれでもかとかき乱していった。

　その影響か、彼女自身次第に自分が何を話しているのかわからなくなっていく。

　自分がとんでもない爆弾発言をしたという自覚が持てず、今の灯里の脳内は、「早くこの場から逃げ出したい」という願いで埋め尽くされた。

「こ、こんなこと言われても困りますよね！　私、ちょっと資料室に行ってきます！」

　古森から距離を置きたい一心からか、勝手に動く口があからさまに嘘とわかる言い訳を紡ぐ。

　少々乱暴に椅子から立ち上がったためか、ガタッと音を立てたそれは、キャスター付きのせいでほんの数センチ後ろへ移動していった。

　恥ずかしすぎる告白を聞いた古森が、今どんな表情を浮かべているかは、咄嗟に俯いてしまったせいで確認など出来なかった。

　続けざまに襲来する大波のごとく、恐怖と羞恥の感情が交互に灯里のなかに押し寄せてくるせいで、一度下げた視線を上げる勇気など持てない。

　一旦このフロアから出て、自分たちは物理的に距離を取るべきだ。逃げるなら今しかない。

　覚悟を決めた灯里は、下を向いたまま足早に立ち去ろうとただ足元だけを見つめ古森のそばを横ぎり離れようと歩きだす。

「ひゃっ！」

　だけど、前進したい彼女の気持ちを阻むように、筋肉がついた力強い両腕が灯里の背後から回り込みすっぽりと彼女の全身を抱きすくめ拘束した。

「俺も、一緒だ」

　自分とは違うほんの少し温度が高めな熱に全身を包まれた事実が、脳へ強制的に伝達されるなか、熱情を隠さない吐息多めの低音が耳をくすぐる。

　直後、灯里の下半身──丁度柔い肉に覆われた小ぶりなお尻に、スラックス越しでも〝熱さと硬さ〟を感じるほどに勃起した肉欲を押し当てられた。

「初めて会った日……君も、無理矢理合コンに参加させられたって、すぐに気づいたんだ」

　いつの間にか古森の片腕は灯里のお腹周りを拘束するように回されており、すっかり彼の腕の中におさまる体勢になったことも相まって、「逃げよう」という気持ちはほんのひと時前の決意も虚しく揺らぎ、次第に薄れていく。

　戸惑うあまり人形のように身体を強張らせて固まった灯里の口から、抗議の声はもちろん、悲鳴すら出てこない。

　その様子を理解しているのか否か、古森は自分の昂った欲望を灯里に押しつけたまま、彼女の耳元へ寄せた唇で〝自分の気持ち〟を伝え始めた。

　合コン中、他の女性と話をしながらも、古森が終始気にしていたのは灯里だけだった。

　自分以外の男性参加者たちが考える計画には憤りを覚えたし、灯里がその餌食になってしまったと理解した時、未然に防げなかった自分を情けなく思い、それ以上に助けたいと感じたこと。

　自分にも媚薬が盛られていたと知った時は、出来る限り理性を保つよう自分自身に言い聞かせようとした。

　けれど、乱れながらも、熱を鎮めるために自分を欲する灯里の姿〟があまりにも可愛く、次第に愛おしさすら感じるようになり堪らなかった。

　そのせいもあってか、あれだけ理性的であろうとした気持ちは次第に消えて、途中から灯里を気遣う余裕すら持てなかった。

「最後の方とか、がっつき過ぎたのはすごい覚えてるんだ。あの日は本当に、申し訳ない……」

　二人が出会った夜のことを心の底から謝罪する声は、仕事中ハキハキと後輩を導く自信たっぷりなものと違って、己の失態を猛省するペットのようにしょげていた。

　しかも、謝罪のつもりなのか、耳元でお喋りを続ける彼の唇が、時折チュッチュと甘えるように灯里の耳にキスを落としていく。

「さっきお前が言っていたように、あの日のことは事故だと俺も思った。連絡先だって交換してなかったし……もう会えないものかと思っていた」

　独白が続くなか、古森の口調が次第に崩れていく。

　仕事の時など、普段は灯里相手にも丁寧さが残る口調で喋り、「大野さん」「君」と呼んでくれる。

　けれど二人で情事に耽っている最中になると、次第に余裕が無くなるのか、元々の口調なのか、古森の口調や仕草が少しばかり荒っぽくなる。

　灯里を呼ぶ時も、「お前」「灯里」と呼称が変わっていく。

　お尻に押し付けられた一向に萎えない肉欲の存在と耳元で囁かれる熱のこもった声から、〝まるでセックスの最中〟と錯覚しそうだ。

　まさか灯里がこの会社に転職してくるなんて、古森自身予想すらしていなかったと告白は続く。

　灯里との予想外な再会にはとても驚いたし、それ以上に嬉しかった。

　サポート役として、灯里のそばで仕事をするうちに、また新しい魅力をたくさん知れたと彼は教えてくれる。

　灯里の有能さ、仕事面での真面目さ、一生懸命さ、そして──ベッドの上で自分を求め乱れてくれるたびに古森の中で大きくなる愛おしさ。

「この気持ちは、お前にとって迷惑でしかないと思った。だから自分の中にしまっておくつもりだったんだ。けれど……あんな告白されちゃ、我慢なんて出来るか」

　そう言ってひと呼吸置いた古森は、腕の中に閉じ込めていた灯里を解放しほんの少しだけ距離をとった。

　突然身体の拘束が解かれて自由になったと頭では理解しているのに、耳元で囁かれた彼の独白がついさっきまで彼女の意識にあった〝逃げる〟とい選択肢を奪っていく。

　間近で彼の声を聞き、若干弄ばれていたとも言える耳から首筋、顔までゆでダコのように火照らせたまま呆けるしか出来ない灯里の両肩に、不意に大きな左右の手が乗った。

　彼女の肩に置かれた古森の手によって、抵抗なくクルっと身体の向きを反転させられる。

　パチッと瞬きをした彼女の目が、自分を見つめる彼の顔をとらえた瞬間、再び古森は口を開いた。

「俺は大野さんが……灯里が好きだ。これから、俺に時間をくれ」

　視線の先にある少しカサついた唇がリズムよく動く様子がよく見えた。

　同時に彼が発した音は灯里の耳に届いたものの、彼女がその言葉をしっかり理解するまで何テンポか遅れタイムラグが生じていく。

「少しでも長く、そばに居させて欲しい……って、これじゃ順番が逆だな」

　古森の方も恥ずかしさを感じているのか、薄っすら頬が赤くなっているのが見える。

　そんな彼が一瞬苦笑いを浮かべたかと思えば、スッと目を細め、これまで何度も見てきた〝慈愛に満ちた眼差し〟を灯里へ向けた。

「結婚を前提に付き合ってくれ……一生大切にするから」

「──っ！」

　そのまま彼の口から紡がれたのは、あまりにも唐突過ぎる告白だ。

　脳が古森の声を認識するスピードは、これまで聞いてきたどのワードより速かった気がしてならない。

（……けっ、こん）

　聞いたばかりの言葉を頭の中で何度か反芻すると、困惑するあまり、ただでさえ熱をもつ頬の温度が急激に上昇していく錯覚に陥る。

　この場から離れようとした数分前、古森に後ろから抱きしめられた時から、〝彼に向ける気持ち〟が一方通行じゃないことは、それとなく察してしまった。

　突然抱きしめられ、興奮した欲望を押し当てられて何も察せない、なんて言うほど灯里も鈍くないつもりだ。

　だから、「付き合おう」と言われることを、心のどこかで期待しながら彼の言葉を聞いていた。

　予想外だったこと一つ目は、彼が自分に好意を向け始めた時期が早かった点。

　彼の言い分を聞く限り、出会ってからそんなに時間が経っていない時からすでに彼の中には灯里に対する特別意識が多少なりともあったんじゃ、なんて考えてしまう。

　そして予想外な二つ目の出来事は、たった今自分に向けられた言葉が〝結婚を前提とした交際の申し込み〟なこと。

「気持ちは、その……すごく嬉しいのですが、私が相手だなんて、いいんでしょうか」

　彼への気持ちを自覚している手前、自分に向けられた好意を頭から拒絶なんて出来なかった。

　けれど、素直に彼の申し出を受け入れるという気持ちにもなれず、古森からの好意が嬉しかったことを正直に伝えながら、灯里はつい弱気な本音を吐露する。

　古森翔真は日本屈指の大手企業グループの御曹司、対する灯里は平凡を絵に描いた家庭に生まれた一般人でしかない。

　普段は気にしないようにしていても、思いもよらぬ形で二人の間にある〝立場の差〟をまざまざと見せつけられる。

　人間ドックを受けに提携病院へ行った時、そして台風が来た時、彼の兄弟とほんの少しだけど話す機会があった。

　弟は〝医者〟で兄は〝系列会社社長〟──古森家には有能すぎる遺伝子が結集しているとしか思えない肩書きの人たちだ。

　実際話してみれば、悠真も拓真もとても優しく、その時々で不安を抱く灯里のことを気にかけ心配してくれる人に思えた。

　そこから考えれば、「やっぱり兄弟なんだ」と目の前にいる彼との共通点を見つけられる。

　だけど古森──翔真だって、正真正銘〝古森家の人〟なのだ。

（私じゃ到底、釣り合うわけがない……）

　実家が裕福なわけでも、頭がいいわけでも、古森のように海外赴任する度胸もない。

　彼の隣に立つ女性になるのなら、当然求められるだろう上流階級のマナーだってさっぱりだ。

　──何も持ち合わせていない自分が、彼のそばにいるなど、何度考えても想像出来ない。

　考えれば、考えるだけ頭の中がマイナス思考に突き進んでいく。

「灯里」

　素直に彼の胸に飛び込むべきか否か、考えれば考えるだけ答えに繋がる糸口を見つけられず深みにはまる感覚に陥る最中、不意に古森に名前を呼ばれた。

　考え込むあまり、気づけば口ごもってしまい、自信のなさや不安が無意識に視線と顔を下に向けていたようだ。

　今ここでしっかりと顔を上げるべきと頭では理解しているのに、「絶対に情けない顔をしてる！」と尻込みして視線を泳がせるだけになってしまった。

「俺と結婚することが嫌……ってわけじゃないんだな？」

　失礼な態度を取っているにも関わらず、続けて聞こえた声は灯里の態度を咎めるものじゃない。

　正反対と言っていいほどにどこか不安の滲む震えた声が、まるで〝確認する〟ように言葉を紡いだ。

　──コクリ。

　投げかけられた問いに、こちらも言葉で返事をしようかと思ったものの、今声を出したら余計なことを言いそうで怖くなった。

　灯里は心の中で何度も平謝りをくり返しながら、自分へ投げかけられた問いに頷き反応する。

「それじゃあ何がネックなんだ」

　その様子を目にした古森は、ガシガシと自分の頭を掻きながらしばし悩み始めてしまった。

　彼の反応に、やっぱりきちんと懸念している点を伝えるべきかと、新たな悩みが発生した。

　けれど、「貴方との身分格差に悩んでいます」と正直に伝えるのも気が引けて、まだ赤みが残る頬を所在なさげにポリポリと掻いた。

「俺の家族は、皆相手の家柄なんか気にしないから大丈夫なんだが……」

　不意に聞こえた声に反応し、ほぼ条件反射で顔を上げれば、苦笑しながら同じように自身の頬を掻く古森と目が合った。

　独り言にも聞こえるボヤき声から察するに、彼なりに灯里が危惧する点に気づいた様子だ。

　苦笑混じりに大丈夫だと彼女に声をかけながら、古森はスッと灯里の背中に腕を回し優しく抱き寄せる。

　数分間二人の間に距離があったお陰で、激しく鼓動していた心音がようやく落ち着いてきて、灯里は内心少しホッとしていたところだった。

　そんな矢先の抱擁に、灯里は悲鳴こそあげなかったものの、古森の腕の中で大きく目を見開き混乱のあまり固まってしまう。

「流石に気が早すぎたか。それじゃあ結婚は置いておいて……まずは普通に恋人から、なら……いいか？」

　不意に、二人の関係を譲歩する声が頭上から聞こえ、カチコチに硬直した身体に意識を集中させた彼女は、少しだけ恐々と上目遣いで自分を抱きしめる男を見上げる。

　自信なさげな表情を浮かべながら眉を下げる彼の姿が目に留まり、灯里の心臓は甘く疼いた。

　結婚云々はひとまず考えず、まずはただの恋人同士に。

　きっとこの提案は、古森なりの譲歩なのだろう。完全な拒絶は見せないものの、どこか一歩踏み出せない灯里を思って彼は新しい選択肢を提示してくれた。

「お付き合い、から、なら……」

　その優しさが嬉しくて、ただでさえ大好きな人と思っていた気持ちの中に、より一層愛しさがこみ上げてくる。

　ここからは自分が勇気を、と心の中で己を鼓舞した灯里は、おずおずと古森からの提案を受け入れる返事を声にする。

　あまり大きな声は出せなかったが、ちゃんと気持ちは届いたようで耳元で、「ありがとう」と囁く声が聞こえた。

「……灯里、顔、あげて？」

　そのまま続く言葉に、意識と頭が引っ張り上げられる感覚に逆らわず、今度はしっかりと古森の顔を見上げる。

　頬の辺りがまだ熱っぽいため、あまり見られたくないのだけれど。

　なんて本音をもごもご口の中で空気と一緒に濁していた時、チュッとわざとらしいリップ音を響かせ古森は灯里の唇に自分のかさついたものを重ねる。

　一度重なった唇は五秒と経たずに離れていく。

　古森に抱きしめられているせいでただでさえ近い距離が、キスをしたことで二人の顔はお互い目と鼻の先まで近づいていた。

（……あっ）

　ほんの数センチ先にある古森の瞳に、最早隠す気すらなさそうな熱情の揺らぎを見た気がした。

　一瞬気のせい、と思ったのもつかの間、灯里が自分を見つめる瞳に意識ごと吸い寄せられ、もう一度二人の唇はピタリと重なり合う。

　照明を極力落とした二人しか残っていない薄暗いフロアには、一定のリズムを刻む壁掛け時計の秒針の音が響く。

　そこに時折混ざるのは、仕事がまだ残っているにも関わらず一時の熱情に浮かされた灯里たちが発する音。

　目の前にいる〝恋人〟と抱きしめあい、お互いに唇を貪るような深く激しいキスが奏でる水音と吐息だった。

　揃って残業の真っ最中だという事実を忘れ、深くて熱い欲望を隠さないキスにふける。

　重なる唇に、絡め合う唾液に塗れた舌。二人のそれは差を見つけられないほど酷く熱い。熱のこもった部分を互いに重ねているせいで、時間が経って消えるどころか、さらに身体の奥でくすぶる欲が熱量を増した気がした。

「なぁ……明日、というか……土日、何か予定あるか？」

　数分ぶりに二人の唇が離れ、息吐く間もない矢継ぎ早なキスですっかり乱れた呼吸を整えようと深呼吸をする灯里の耳に、頭上から疑問符混じりな声が聞こえた。

　おもむろに上へ上げた視線が、自分を見つめる彼の口元に留まる。

　キラキラした何かが古森の唇についているのが見え、灯里はすぐにその原因に気づいた。

　きっと今のキスで、自分が今日塗ってきたラメ入りのグロスが彼の唇に移ったのだろう。キスの激しさから口紅も移っているかもしれない。

　薄暗いフロア内でしっかり状況を確認は出来ないけれど、色移りした〝恋人〟の唇を想像するだけで、そのエロさにめまいを起こしそうだ。

「特に、予定はないですけど……」

　このままボーっと彼の唇を凝視していたら、「またエロい顔してる」と笑われかねない。

　内心慌てた灯里は、すぐに左手を彼の口元へのばし、親指の腹を使って古森の唇表面を拭っていく。

　その間、自分に投げかけられた問いにもしっかり返事をし、何度か唇に指を滑らせた。

　聞えたばかりの質問内容を思い返したせいか、「そう言えば今日は金曜日だった」なんて、頭の片隅に放り投げていた曜日感覚が戻ってくる。

「あ、ちょっと！」

　不意に、彼の方へのばしていた左手首が無骨な指にとらわれてしまい、反射的にビクっと指先が震えてしまう。

　せっかく綺麗にしてたのに、と不満な気持ちを隠さず彼女が文句を言えば、いまだ彼の口元にある自分の左手親指が、ペロリと彼の舌で舐られた。

「だったら、今日はこのまま俺の家に来ないか？　そのままこの前みたいに……週末は一緒に過ごそう」

　唐突に提案された〝泊まりのお誘い〟に驚き、ドクンと高鳴る心臓に灯里の意識が一瞬古森から離れていく。

　薄暗いなかその変化を見落とさなかった古森は、〝気を散らすな〟と注意するかのように、舌で舐ったばかりな灯里の指を口に含み、カリっと甘く歯を立てた。

　残業が終わって会社から一歩外に出れば、そこで今日はもう終わり。

　ようやくお互いの気持ちが通じ合ったこともあり、恋人ともっと一緒に居たいと思うのは、灯里もまた同じだった。

「マンションに行く前に、私の家……寄ってもらってもいいですか？　流石に、着替えとか準備したくて」

「わかった。何か足りないものがあれば、コンビニとかドラッグストアに寄って買えばいい」

　恋人になったその日にお泊りなんて、かなり大胆じゃないか。

　という恥ずかしさを抱きながら、古森と離れたくないという強い気持ちが灯里を頷かせる。

「仕事……まだ残ってますね」

「そうだな。さっさと片付ければ、早く終わるだろう」

　相手の背中にそれぞれが腕をまわしたまま、ギュッと抱きしめ合いながら、二人の視線が放置されたパソコン画面に向いた。

　本音を言ってしまえば、仕事なんて放りだして、一刻も早く古森と二人きりになりたい。これまで何度も彼に愛されたように、時間など忘れ、ベッドの上で求め合いたい。

　けれど、台風が接近した日のような突発的なお泊りとは言えない現状、最低限の準備は必要だと感じた。

「古森さん」

「ん？」

「もう一回、キスしてくれませんか？　残りの仕事、終わらせるために」

　自分の中にくすぶる欲望という名のモンモンとした気持ちを早く昇華してしまいたい。いや、欲望に溺れてしまいたい、という方が正しいかもしれない。

　なんて、頭の中でグルグルと考えをめぐらした灯里は、〝残業を終わらせる〟ことを目下の目標にすると決めた。

　前払いのご褒美が欲しいと、恥ずかしさのなか古森に自らキスを強請る。

　いきなり甘え過ぎたかと反省する最中、灯里の顎にカサついた指がかけられ、強制的に顎──口元の角度を変えられる。

「早く終わらせたいからってミスるんじゃないぞ、灯里」

　クスッと小さく笑う声が聞こえた次の瞬間、優しい口づけが彼女の唇を塞いでいった。







第七章 渇きを愛蜜で潤して








　無事に残業が終わり二人で車に乗り込んだ後、古森の運転でまずは灯里の自宅アパートへ向かった。

　到着後は、「ここで待ってるから」と言って車で待機しようとする古森を少々強引に家の中へ招き入れる。

　彼のそばを離れたくない気持ちが起こさせた行動のせいか、灯里は恥ずかしさを感じる暇はなく、自身の大胆さも自覚していなかった。

　彼女が急いで荷造りを終えると、「お疲れさま」と古森はねぎらいの言葉をかけてくれる。かと思えば次の瞬間、彼は恋人の唇を容易く奪っていった。

「あ、あんまりキスしないでください」

「俺とのキス、嫌なのか？」

　チュッとわざとらしいリップ音を立てて離れていく彼の唇を見つめながら、恥ずかしさと車移動で少しは落ち着いたはずの愛欲がフツフツと身体の中でぶり返すのがわかる。

　痴女のような自分を知られたくない一心で、投げかけられた問いに一旦は口ごもったものの、「そ、そうは言ってません」と灯里は言葉を濁した。

「もう少しだけ待ってくれ……出来るだけ急ぐから」

　彼女の反応を見た古森は、何故か嬉しそうにクスリと小さく笑った後、彼女の耳元に自分の唇を寄せ、薄っすら赤みがさす耳たぶを甘く噛んだ。

　お泊りセットを持って古森の愛車へ戻り、今度は彼の自宅マンションを目指し、今しがた通ってきた道を戻っていく。

　その途中、古森が寄りたいと言ったドラッグストアにも立ち寄り、灯里も一緒に店内へ入り家から持ってくるのを忘れたスキンケアの際に使うコットンを買った。

「…………」

　お店を出てからは再度車に揺られ、やっと古森が住むマンションに到着した。

　台風騒動以来二度目の訪問となる高級マンションは、外観といい彼が借りている部屋までの道のりといい、灯里の自宅とは違い過ぎる。

　会社で、「俺や家族はそんなこと気にしない」と言ってもらえたものの、どうしても気おくれしてしまう。

　けれど──。

「っ!?　こも……さ、ン、ふ」

「名前で呼べって言ったじゃねぇか」

　古森に促されるまま彼の家へ入った途端、後ろ手で閉めたドアを施錠する彼に唇を奪われてしまえば、灯里の脳内から杞憂の種は空の彼方へ飛んでいった。

　一分でも、一秒でも早く身体の火照りとくすぶる欲情をわかち合いたい。

　今にも爆発しそうな思いを、「あと少しだから」と彼に宥めすかされ、腰を支えられながら寝室へ移動する。

「私が、エッチ大好きみたいに言わないでください」

「俺とのエッチは好きな癖に」

　我慢が出来ない子供扱いされている気がして、灯里は移動中彼の腕の中で不満を漏らした。

　クツクツと喉を鳴らして笑う彼に図星を突かれたのが恥ずかしい。

　感情に任せキッと鋭い視線で睨みつけたけれど、恋人は動揺する気配すら見せなかった。

　それどころか、灯里の反応が可愛いと言いたげに目を細めて嬉しそうにする始末。

　年齢、社会経験、人間関係、自分たちの間にある色々な差を見せつけられているのがわかり、悔しくてたまらない。

　自分もいわばアラサーと言われる年代なのに、この人の前ではどこまでも子供にしかなれない。

「玄関で急にキスしてきて、離してくれなかったのはそっちのくせに……古森さんのバカ」

「灯里だって、最初からその気のくせに。俺の首に腕回して抱きついて……っていうか名前、また違ってる」

「す、すぐには慣れないんです！」

　先に行動したのはそっち、と精一杯の反論をしたのに、すぐに彼を受け入れた事実を指摘されたせいで、もう何も言い返せなくなってしまう。

　ここに来るまでの移動中、車の中でお互いの呼び名を改めようと提案された。

　以前からエッチの最中に、時々彼が、「灯里」と呼ぶ時があったので、彼女自身下の名前で呼ばれることに抵抗はない。

　それどころか、グッと距離が近くなって〝恋人感〟が増す気がして嬉しいくらいだ。

　今問題なのは、灯里が彼のことを〝翔真〟と呼ぶこと。

　これまでずっと〝古森さん〟呼びをしてきたのもあってか、すんなり下の名前で呼べない。

　そのことが、彼氏様的に不服らしい。

　まぁ、一番の理由が、灯里の中にある〝羞恥心〟が原因なことくらい、古森──いや、翔真もわかっているだろう。




　寝室の中に入り、通勤用のバッグ、お泊りセット一式、そしてドラッグストアで買ったものなど、荷物を一か所にまとめて置く。

　どうせ日曜日までの二日弱、生活の拠点は〝ココ〟になるはずだから構わない。

　灯里が荷物から手を離すと同時に、耳元で自分を呼ぶ声が聞こえる。

　顔を上げて、自分を呼んだ相手──翔真の顔を見ようとしたのに、愛する人の顔を目に留める前に唇を奪われ反射的に目を閉じてしまった。

　返事代わりのふり向きは失敗に終わったけれど、二人にはもうそんなことは関係ない。

　残業中、ひょんなことから両想いな事実が発覚し、我慢出来ずほんのひと時仕事などすべて忘れて相手を貪るように唇を重ねた。

　本当なら、「ここで抱いて！」と強請りたい気持ちをグッと堪えて、やっと誰にも邪魔されない空間に到着出来た。

　一度重なった唇は、チュッチュっと軽いリップ音を立てて短いキスをくり返し、次第に深く激しいものに変わっていく。

　それは、残業中断腸の思いで中断した獣じみたキスだ。

　ここでなら、翔真の唇をいくら貪っても、彼の唾液を何度飲み干しても咎められない。

　ただ目の前にいる人のことだけを考えて、頭、心、身体──灯里のすべてを満たしてくれる。他のことなんて何も考えなくていい。

　会社で中途半端にキスをしてから、身体の奥が熱を孕んだままだった。

　ずっとくすぶっていたそれが、愛しい人の腕に抱かれながら激しく口づけるたび、温度と激しさを増していく。

　時折空気を求めて唇を離す時は、翔真と揃って吐息を吐き出した。

　たった数センチしか二人の唇が離れていないせいで、彼の熱い吐息が灯里の唇を何度も撫でていく。

　きっと翔真も、灯里の吐息が熱いと気づいている。

　だからか、彼女を抱きしめていたはずの手元が忙しなく動きだし、あっという間にスーツの上着を脱がされてしまった。

　初めてこの寝室で抱かれた時より、少し光源が強く調整された照明の下にいるせいか、お互いの姿が丸見えだ。

　そんな状態のなか、上着に始まり、タイトスカートにブラウス、果てはストッキングまで、翔真はキスの合間器用な手つきで灯里の衣服を一つずつ脱がせていった。

　スカートを脱がされた辺りで、二人でなだれ込むようにベッドに倒れたからか、少し前から時折ギシギシとスプリングの音が寝室に響く。

　十数分前までスーツを着込んでいた灯里が今身につけているのは、淡いパープル色のレース生地の下着だけ。

　しかも、「こっちの方が興奮する」と主張する翔真の手で、ブラのカップ部分をずり下げられてしまい、豊満な膨らみと興奮で赤く熟れた二つの蕾が丸見えになっている。

「あぁっ、は、しょ、ま……おっぱい、もう、だめ……んぁあっ」

　片方は骨ばった大きな手に包まれたかと思えば、形が変わるほど揉みしだかれ、もう一方の先端は彼がパクリと口に含んで、舌先で何度も舐められ吸いつかれる。

　不規則な愛撫によって生まれる刺激に、灯里がピクピクと全身を震わせ喘ぐたび、翔真の吐息に歓喜の色が濃くなるのがわかる。

　その反応に呼応してか、口ではイヤイヤと言う割に、灯里自身も翔真の首に腕を回し自ら抱きつき、彼の顔を胸元に埋めた。

　身体を重ねた機会こそ少ないものの、始まってしまえば二人は一度で満足せず一晩中何度も求め合ってきた。

　結果、翔真は灯里の性的なウィークポイントを把握したのかもしれない。

　恋人の胸元からスルリと頭を抜いた翔真が新しく狙いを定めたのは、ショーツに隠された秘部。

　ススッと広いベッドの上に横たわる灯里の隣に移動した彼は、片手を恋人の後頭部に回すとそのまま彼女の唇を奪い深く口づけていく。

「ンンっ、ふ、ぅうーっ！」

　そしてもう片方の手をショーツへのばすと、躊躇いなく布地の下へ突っ込んだ。

　勝手知ったるとばかりに灯里の口内の一際弱い部分を責める舌先の愛撫に意識を向けていたら、突然下半身に自分とは違う熱を感じ驚くあまりビクっと身体が震えてしまう。

　しかも、会社でキスをした時からこれまで、翔真から与えられた快感すべてが蓄積したせいで、秘部を覆うショーツはすでにぐっしょり濡れていた。

　隠す手立てのない興奮具合を知られてしまったと悟った瞬間、灯里の耳元から首筋にかけて一際熱い火照りの波が駆け抜けていく。

　しかも、息継ぎのためにスッと唇を離したと思えば、翔真は間髪入れず指二本を蜜壺へ挿入してくる。

「っ、あ、ひゃああっ！」

　心のどこかで期待していた刺激をやっと与えられ、灯里はビクンと大きく身体をのけ反らせながら歓喜の声をあげた。

　ずっと寂しかった空間をほんの少し埋めてもらったような幸福感と、節くれ立った指が膣壁を擦り上げ奥を目指す動きが生む強い快感に我慢出来ず、灯里は軽く達してしまう。

「ん、ふっ、あっあっ、翔真さん、すぐはダメ、またイッちゃうっ！」

　そのまま、乱れた呼吸を整えつつ、絶頂直後の身体の強張りが解けるのを待とうとした矢先、灯里の蜜壺に挿入したばかりの指を、翔真は無遠慮に動かし始める。

　蜜がまとわりついた太い指が膣内で抜き差しされるたび、ジュブジュブと卑猥な音が響く。しかも彼は、ただ指を抽ちゅう送そうするだけに留まらず、時折指先に力を入れてクイっと折り曲げた先端で柔い膣壁を刺激しだす。

　イッたばかりで敏感になった箇所にその刺激は強すぎて、灯里はイヤイヤと子供のように頭をふり、すぐ隣にいる恋人が着るシャツの胸元を掴み縋りついた。

「怖がらなくて平気だ。俺がずっとそばにいるから、安心してイけばいい」

　そう言った翔真は、チュッチュと怖気づく灯里の額、目元にキスを落としていく。その間も蜜壺を責める彼の手元は止まらない。

「ほら、もう一本増やそうな？」

「んぁあああっ！」

　それどころか三本目の指を追加されてしまい、急激に増した膣内の圧迫感と、太い指束で奥を突かれた衝撃に、灯里はこの日二度目の絶頂を迎えた。




　その後も、甘さの中に時折意地悪い仕草を織り交ぜた翔真の愛撫は続き、気づいた頃には、吸水が追いつかないほどベッドシーツに蜜が染みこみ、小さな水たまり跡を形作った。

（……あっ）

　その結果、時折肌に触れる冷たいシーツが忘れかけていた灯里の羞恥心を度々刺激する。

　濡れていない部分を求めてこっそり座る位置を変えようにも、すぐそばに翔真がいるため上手くいくなんて思えなかった。

　不可抗力なのに、と内心悔しがる彼女の火照った頬を、羞恥心と現状に対する小さな興奮がより赤くしていく。

　翔真は、間近で見る恋人の姿に、彼女が作ったシーツの跡にとても興奮しているように見えた。

　時折苦しそうにあげる彼のうめき声が、灯里に興奮具合を教えてくれる。

　確固たる証拠は、スラックス越しでもわかる股間の膨らみ。

「ンッ、ぁ……私ばっか……ズルい、はぅ！」

「だったら、今度は灯里が、俺のを脱がせて？」

　下着姿の灯里と違って、いまだ翔真の服は一切乱れていない。正反対な二人の状況があまりにも不公平だと訴えれば、平然とした様子を見せる翔真からの指示が飛んだ。

　言われた通り彼の服を脱がせるため、一旦灯里たちはベッドの上に起き上がり向かい合って座り直す。

　何度となく彼に身体をゆだねてきたのに、いざ明るい場所で面と向かって翔真を見つめるのは、どうにもまだ慣れない。しかも、キスで気をそらした状態で自分が服を脱がされるわけじゃなく、何もない状態で翔真の服を脱がすという行為が、灯里の羞恥心を呷っていく。

　まず始めにネクタイを解き、次はベルト、Ｙシャツと、自分の手で一つ一つ恋人の服を脱がす行為は、彼の前で自分が服を脱いだり、裸を見られる時とは違う気恥ずかしさと興奮を灯里に教えてくれた。

　数分経てば、恋人の上半身が露わになる。男らしい喉仏、広くて頼りがいのある厚い胸板、薄っすら腹筋が割れたお腹と、マッチョとまではいかずとも筋肉がついているのがわかる男らしい腕。

　これまでに何度も自分を抱きしめ、安心感を与えてくれる裸体が目の前にある──その事実を脳が認識した瞬間、灯里は無意識に喉を鳴らした。

　同時に、興奮状態の意識が心の奥底で叫んでいるような幻聴が聞こえる。

　──翔真さんが欲しい。今すぐにでも！

　それはきっと、これまで何度か見てきた男らしい〝恋人〟の裸体を見たせいだ。

　なんて、言い訳みたいな言葉を頭の中に並べていると、今度は胸の奥が甘く疼き始める。

「翔真、さん……大好きです」

　心の奥から湧き上がってきた気持ちが素直にポロリと口からこぼれていく。

　きっと、今口にした言葉と気持ちが、灯里の胸を甘く疼かせた原因だ。

　数十センチも離れていない距離なら、きっと彼にも聞こえたはず。

　興奮を隠しきれず、潤んだ眼差しを翔真へ向けた灯里は、突然好意を言葉にした彼女の様子に驚いた彼が言葉を返すより先に、目の前にある胸板に唇を寄せた。

　チュッと翔真の胸板にキスをした後、そのまま彼の胸に顔を寄せ、ずり下げられたブラのせいで露わになっている豊満な胸を押しつけるように恋人へ抱きついた。

　ギューっと力いっぱい抱きついて恋人の体温を身体全体でしばらく堪能させてもらう間、口寂しさのあまり浮き出る筋がセクシーな喉に舌をのばした。

　チロチロと悪戯に舐めても、翔真はくすぐったがるだけで嫌がったりしない。

「今日の灯里は随分と甘えただな」

　それどころか、灯里の行動自体を面白がっているのか、クツクツと喉を鳴らして笑った後、仕事中邪魔にならないよう彼女が髪をまとめていたバレッタを外していく。

　外したそれをベッド横にある間接照明が乗ったサイドボードの上に置くと、彼は自由になった手でゆるくクセづいた灯里の長いダークブラウンの髪に指を通した。

　手櫛で髪を梳くように何度も頭を撫でてくれる翔真の手つきがとても心地いい。

　その心地よさに酔いしれるあまり、何もしなければ彼に身も心もすべて預け微睡んでしまいそうになる。

　それじゃいけないと我に返った灯里は、座り込む位置を少しばかり後ろへずらし、もう一度恋人の胸に唇を寄せると、今度はそこへ舌を這わせた。

「んぅ、ふ……はぁ」

　皮膚の表面を舐めるだけに留まらず、自分とは違いささやかな程度しかない乳首を口に含む。コリコリと舌で表面を転がしたり、何かが出る訳でもないのにチューチューと吸いついたりと、やりたい放題だ。

「俺の胸なんか吸って、楽しいのか？　しかもそんなエロい顔して……って、何腰揺らして……っ」

　頭上から聞こえる翔真の息が少し上がっているのがわかる。しかも、時々焦った様子で声が上ずっている。

　彼が焦る原因は灯里もわかっている。

　今しがた灯里が片手を翔真が穿いているスラックスにのばし、ジッパーをおろして彼の昂りにかかる圧を楽にしたから。

　そしてもう一つ──彼の上に跨って座った彼女が、自身の愛液でいまだ濡れたままのショーツ越しに彼の下着の奥で熱を孕み続ける肉欲へ秘豆を擦りつけているせいだ。

（熱いっ、すごっ……こすれ……気持ち、いいっ）

　翔真の先走りと思える滲みが彼が穿く下着の一部分を色濃く染める。

　そこに愛液が染み出したショーツを擦り付けるたび、二種類の欲が潤滑油代わりとなって、クチュクチュ音を立て、灯里の自慰に似た行為を手助けしてくれる。

　下着越しでも感じる隠しきれない昂りの熱に、時折ショーツと秘豆が擦れて生まれる刺激に耐え切れず、どうしても声が漏れてしまう。

「ん、ん、ンンっ！　は、はぁ」

　もっと気持ちよくなりたい。翔真にも気持ちよくなってもらいたい。ナカがぐちょぐちょになるほど突き上げられながら彼にイカせて欲しい。

　普段の冷静な彼女がこの場に居れば悲鳴をあげて慌てふためきそうな程、今の灯里は欲に塗れたことしか考えられなくなっていた。

　布越しでも、彼の男茎にこすりつけるたび、秘豆を通じてじれったい刺激と快感が伝わってくる。

　襲い来る快感に思わず閉じてしまった目を薄っすら開けば、苦痛と快楽に歪んだ翔真の表情が目についた。自分が腰を揺らすたび、「ンッ、灯里、こらっ」と切なそうに彼がぼやく。

　本気で叱られていないことは、腰に回された彼の大きな手でしっかりつかまえられていることで丸わかりだ。

「翔真、さんも、気持ちいい、ですか？」

　けれど、何も言わないまま、恋人の身体を使って自慰をする女に成り下がるのは嫌だと、灯里は声を震わせながら様子をうかがうように翔真に話しかけた。

　すると、灯里の行動に苦悶の表情を浮かべていた翔真の手がするりとショーツと肌の境をなぞる。

「……ほら、少し腰上げろ、これじゃ脱がせられない」

「は、はい……んんっ！　ん、はぁ」

　くすぐったさの中にもしっかり愛撫をしようとする意識のある手つきに、つい嬌声が漏れた。

　行動の意図を問われ、ゆるゆると首を横にふった灯里は、一度翔真の肩に手を置かせてもらいのそのそと腰を上げる。

　すると、彼の指がかかったショーツはそのままじれったく脱がされていく。

　乳房丸出しで役目をはたしていないブラのホックも外され、気づけば一糸まとわぬ姿になっていた。

　素肌が露わになった灯里をジッと認めた翔真は、不意に彼女を抱き寄せ身体を密着させる。

　灯里は抵抗せずに彼の胸元に顔を埋めた後、少しばかり身動ぎをして自由になった両腕を恋人の首に回して自分からも抱きついた。

「こうしてお前を抱くたび、どんどんエロく大胆になっていく姿に驚かされてばかりだ。俺を驚かせるのが、そんなに楽しいのか？」

　チュッと触れるだけのキスをして、彼はそのまま灯里の唇の表面を啄みながらクツクツと喉を鳴らして疑問を投げかけてくる。

　お返しをと、彼には劣るが何度かに一回はこちらからチュッとキスをする灯里はどんな返事をするか頭を悩ませる。

（元々の私は、こんなに積極的じゃなかったもの）

　前までの自分は、こんなに甘えたがりでも、性欲が強いわけでもなかった。

　恋人として普通に翔真と色々な場所に出かけたいという気持ちはもちろんある。

　同時に、今のようにどちらかの家で二人っきりで過ごし、素敵な所しかない翔真を誰にも──特に女性たちに見せたくないという明らかな独占欲がもう何度も灯里の中に見え隠れしていた。

　出来ることなら、四六時中翔真のことを考えて、彼に尽くし、彼に愛され──自分だけを見ていて欲しい。

　なんて身勝手な考えが頭の中に浮かぶこと自体初めてで、灯里は少なからず自身の意識の変貌ぶりに戸惑いを抱いていた。

　それほどまでに自分を変えてしまったのは、きっと──。

「……の……ぃ、です」

「ん？」

　気づいたばかりの思いが妙に恥ずかしくてつい口ごもると、聞こえなかったらしい翔真に聞き返されてしまった。

「私がエッチになったの……全部、翔真さんのせいです」

　誤魔化せないと察した灯里は、恥ずかしさに身を焦がし真っ赤に火照った顔を恋人の首元に押しつけながら、彼と出会ってからその身に起きた変化をポツリポツリと呟いていく。

　合コンの後、名前もちゃんと知らない翔真のことを忘れられなかった。

　ホテルでのことを思い出す度どうしようもなく翔真に会いたくなり、夜ともなれば拙い手つきで自慰をして火照る身体の熱を必死に逃がしていた。

　思わぬ形で再会したことが心底嬉しくて、色々と教えてもらうたび、周囲の皆が言う〝古森翔真の有能さ〟を見せつけられ、同時に尊敬し憧れた。

　一緒に過ごす時間が増えていくたび、今まで知らなかった一面をたくさん知り、自分の恋心を自覚した。

　そして〝翔真に対する独占欲〟を自覚したのは、本当にこの数時間の間。

　無意識に蓋をしてきた気持ちが、〝恋人になった〟ことをきっかけに表へ出てきたのは明白だった。

「初めてフェラをしたのも、誰かに私のを舐めてもらったのも、貴方が初めてなんです。私をこんな……独占欲の強い女にしたのも……全部……全部、翔真さんのせい。好きになった貴方だから」

　──私はこんなに欲深くなってしまった。

　話している最中、時々自分でも何を言っているのかわからなくなった。けれど、一度開いた口は勝手に動いて、〝どれだけ翔真を愛し、どれだけ翔真に溺れているか〟を雄弁に語っていった。

　もう爆発しそうな頭では、自分が何を言ったのかほとんど覚えていない。

　けれど、とんでもない発言をしたという大まかな自覚と、これまで感じたことがないほどの羞恥心だけは今の灯里にもはっきり理解出来た。

　抱きついていた腕を離して、羞恥で熱くなった顔を両手で覆い隠す。

　顔を見られたくない気持ちと、もう正面から翔真の顔を見られないという激しい後悔が灯里を俯かせてしまった。

　──ギシッ……ガサガサ。

　すぐそばに感じていた温もりの気配が遠ざかるのと同時に、ベッドの軋みが聞こえ彼が離れていったことを察する。

　せっかく気持ちが通じ合ったのに、こんな醜い想いを知ったら彼の心は離れていく。

　失恋確定まで最速記録を叩きだしたんじゃないか、と自虐的な思考に陥った灯里がついうじうじと考え込んでいた時、「灯里」と耳元で優しく名前を囁く声が聞こえた。

　同時に身体が傾き、気づけばベッドの上に押し倒されていた。灯里を押し倒したのはもちろん翔真しかいない。

　突然のことに混乱していれば、顔を隠していた両手も彼につかまってしまい、赤い顔と若干涙目になった目元を隠せなくなってしまった。

　つかまった手は、指同士が絡められた状態で二人の両手が重なっていく。

　ギシッとベッドが軋む音が聞こえて、狼狽えるあまり上手く定まらなかった視線を戻した。

　すると、天井を見上げる視界に熱が混ざった視線を向けて灯里を見下ろす翔真の姿が映り込んだ。

「土日はどこか、近くてもいいから出かけようかと思ってたんだが……やっぱり止めるわ」

　視線どころか吐き出す息ですら熱を帯びているんじゃと思うほど、間近で感じた翔真の吐息は色っぽさの塊みたいだ。

　そんな彼がおもむろに話しはじめたことに理解が追いつかず、灯里は思わず、「へっ？」と気の抜けそうな声を出し首を傾げる。

　唐突過ぎる宣言に呆ける恋人の反応が面白かったのか、彼はクスリと笑ったのち灯里の方へ顔を寄せてくる。

「あんなに熱烈な告白されちゃ、今日だけで終わる自信がない」

　──この週末で、俺がどれだけお前を愛してるか、きっちり教え込むから覚悟しとけよ。

　思いもしなかった言葉が聞こえ、数秒遅れで意味を理解した灯里は酷く驚いた。

　同時に、彼がくれる言葉や眼差し、触れ合った胸元越しに伝わる心臓の音、すべてに絡みついた熱が自分に向いていると気づかされ、一度萎れかけた彼女の中の熱情がむくむくと息を吹き返していく。

「翔真さん、好きです……好き、大好き」

　翔真が戻ってきてくれた。たったそれだけのことが感激するほど嬉しくて、灯里は震える唇を必死に動かし自分の中に溜まった想いをまた吐き出していく。

「俺も好きだ。いや……愛してる」

「私……自分がこんな、欲深いなんて知らなかったのっ！　翔真さんと出会ってから、どんどん知らない自分に気づいて、ちょっと、怖い」

「怖がることなんか必要ない。確かに出会いは特殊だったかもしれない。けど……こんなに愛してもらえるなんて、男冥利に尽きるってやつだろう」

　若干涙声になってしまった灯里の声に何を思ったのか、翔真は彼女の目尻に唇を寄せて薄っすら滲む涙をはらっていく。

「それに……俺もお前に負けず劣らず……いやそれ以上に重いと思う」

「……？」

　続けて話してくれる言葉の意味がわからない灯里がコテンと首を傾げた姿に、翔真は楽しそうに喉を鳴らして笑い口角を上げる。

「親父からの遺伝なのか、もっと前からの遺伝なのかわかんねぇけど──古森家の男は、揃いも揃って束縛が激しい愛情過多なやつらばっかなんだと」

　聞えてきたのは、溺愛を通り越して激重感情を向けられる未来を示唆する言葉だった。普通なら嫌悪感を抱き、「やっぱり交際は無理！」と弱腰になりかねない発言だ。

　だけど翔真の言葉を聞いた灯里は、キョトンとした顔で数回瞬きをしたのち、砂糖を鍋で煮溶かしたような甘ったるさを顔に滲ませて破顔する。

　そしてうわ言のように、「嬉しい、嬉しい」と甘さと歓喜の色を隠さずくり返す。

　そんな灯里の姿を目の当たりにした翔真は、クスクスと上機嫌に笑いを零しながらおもむろに無防備に放り出されたままな恋人の両足をしっかりと抱きかかえ始める。

「これも血筋、なのかねぇ……婆さんもおふくろも、爺さんや親父のこと今でも大好きだし。俺にとっての〝そういう存在〟が、お前だってことが今やっとわかった気がする」

　喜びで頭がいっぱいになり、意識がふわふわした状態の灯里を愛おしげに見つめた翔真は、彼女に届いていないと知りながら独り言を小さく漏らしていく。

　ひと呼吸置いたのち、灯里が俯いている間に手早く装着した避妊具に守られた己の昂りを、前戯などなくても十分解れているように見える彼女の蜜口にあてがった。

「挿入いれるぞ──っ！」

「ン、あぁぁあぁっ！」

　一言声をかけるや否や、翔真は彼女が頷くより先に張り詰めた欲望を蜜口の奥──膣内へ押し入れる。

　彼の言葉を脳が認識するよりも早くパンッと力強く腰を打ちつけられ、全身を貫くような衝撃に思わず翔真の身体にしがみつき、条件反射で彼の背中に爪を立ててしまった。

　けれど、強くて熱い欲が欲しいとずっと疼いていた灯里の蜜壺と身体は歓喜に震え、甲高い声をあげイッてしまう。

「っ！　く、ぁ……はぁ……」

　灯里が達した後も余韻を味わうようにビクビクと身体は震え続け、一緒に蜜口が緩急をくり返すように締まり、咥え込んだ肉欲を頬張っていく。

　達した瞬間の強い締めつけに耐え切れなかったのか、翔真の表情には苦痛と興奮が混ざっていた。間を置かずに、膣内を満たす欲望から彼の絶頂を知らせる熱い白濁が吐き出されたとわかるぬくもりが、膜越しでもはっきり感じ取れる。

　残業をしていた時からポッカリ空いていた心と身体のすき間を、翔真の愛と昂りで隙間なく埋めて貰えた。

「っ、ぁ、はぁ……翔真さん……キスして、キス、してください」

　条件反射で滲む生理的な涙を浮かべた灯里は、さらに愛する人の熱を求めて翔真に口づけを強請る。

　愛する恋人の可愛らしすぎるお願いを翔真が嫌がるはずもなく、最初はチュッと触れるだけのキスを彼女におくる。

　けれど、二人にとってそんなキスは物足りないものでしかなく、どちらが先かなんてわからないほどにそれぞれが相手の熱を求め、目の前にある唇を貪り淫靡さしかない水音が夜も更け始めた寝室に響き渡った。




　数分後、二人はなおもベッドの上でお互いの欲と熱を貪り合っていた。

　さっきまでと違うのは、翔真が灯里を抱き抱える体勢──正面座位で繫がっていることだ。

「んぁっ！　は、翔真さ、これ、深い、おかしくなっちゃ……やぁっ！」

　自重もあり一度のみ込んだ昂りが蜜口から抜ける気配はなく、目の前にある男らしい裸体に抱き着く力を少しでも弱めれば、ズルっと奥まで挿は入いりこんでくる。

　抱きつくことに少し疲れだし、ほんの少し腕から力を抜いたせいか、グチュっとより奥深くまで陰茎が押し入ってきた。完全な不意打ちで襲ってきた強い刺激に視界に一瞬火花のような光が散った気がした。

　初めての体位にいつもと違う角度でナカを抉ってくる男根の存在感が、灯里にこの上ない快感とほんの少しの恐怖を与えてくる。

　なのに彼女が本気で嫌がらないのは、自分を抱き抱えまるで守ってくれているような存在がすぐそばにいるからかもしれない。

「おかしくなんかない。いつもの体勢とは違って、これも気持ちいいだろう？」

「あっあっはぁ！　や、ゆさゆさ、しないでぇ、イク、イクぅ！」

　若干怖気づく灯里の気持ちを知ってか知らずか、翔真は彼女の額へ舌をのばし滲む汗を舐めとると、自らも腰を揺らし少しずつ自分のカタチに馴染みだした膣内を突き上げていく。

「あぁ！　ふぁ、イク、いっちゃ……あっあっんぁ」

　そのスピードが徐々に激しくなるにつれ、要望や戸惑いを発していた灯里の口から零れる言葉が単語の体を成さず、最早全身を駆け巡る快楽を逃がすための喘ぎ声に変わっていた。

　彼に抱きかかえられるこの体勢は、いつもしている正常位と違い、格段にお互いの密着度が上がる。熱を含んだ吐息を互いに吐き出せば、相手のものをすぐそばで感じられ、ほんの少しでも動いたら相手の肌を感じ、触れたと脳が認識するより先にどちらともなく目の前にある唇を貪りあえる。

　最早本能的な衝動と言っていいくらい、愛する人を抱きしめ、貪り、貪欲に性を求られる体勢だ。

「ぁあん！　翔真さん、出して……私のなか……いっぱい出してぇ」

　不意に懇願にも似た声が灯里の口から零れ落ちた。

　避妊しているのに、まるで彼の子種を欲しがるような発言だ。

　口にした本人は、自分が発した言葉に気づかないまま、与えられる快楽に酔うばかり。

　突然の告白に尻込みした気持ちはある。

　同時に、自分との結婚を真剣に考えてくれる翔真に嬉しさも感じていた。

　もしかしたら、まだ早いと条件反射で目をそらした〝子供と過ごす家族像〟を、灯里は本能で欲しているのかもしれない。

　ヒシっとすぐそばにある熱にしがみついたまま、下から激しく突き上げられ襲ってくる快感に、「ひゃぅ！　あ、あぁっ」とまた嬌声が漏れてしまう。

「あぁ、いっぱい、出してやるからな──っ！」

　そんな彼女の反応を楽しむ翔真の腰つきは激しくなるばかりで、次第に彼の息も上がりだし、限界が近づいているのがわかった。

「んぁ、む……はぁ……っ」

　気づけば唇を塞がれ、入り込んできた舌が乱暴に灯里の口内と意識をかき乱していく。

　次第に不鮮明になっていく意識の中で、灯里は恋人から与えられる激しい熱情を一つずつ拾い上げると、それらを次々と自身の快感へ変換した。

　全身をめぐる血液と一緒に気持ち良さまで隅々まで行き渡る感覚に、ただでさえポワポワしている意識が余計に乱されていく。

　男らしい恋人の首に回した両腕にほんの少し力を込め、ただでさえ近い距離をより一層詰める。ギュッと抱きついたことで、これまでよりたくさん〝愛する人の熱〟を内からも外からも感じられ、灯里の心は歓喜する。

「ぁん、はぁ……しょ、まさ……好き、ぅはぁ……すきぃ」

　その証拠に、下からユサユサと男根が彼女のナカを突き上げるリズムと一緒に、〝翔真への愛〟を声に出した。

　時折お互いを求め合うように、どちらともなく唇を合わせ躊躇うことなく相手の舌を舐っていく。

　二人の口元でクチュクチュと水音が鳴る一方、灯里と翔真が繋がった部分からも絶え間なく水音が響いている。

　グチョグチョ、グチャグチャと、口元より大きく激しい音が寝室内に広がり続ける。

　愛する人の肉欲を咥え込んだ灯里の膣壁はより強い快楽を強請って、最奥を目指し激しくナカを突き上げる翔真の欲を締めつけた。

　快楽と欲を搾り取らんばかりに締めつけてくる恋人のナカを、ほぼ本能のままガンガン突く翔真の口からも、時折苦しげな声が漏れだす。

　それでも彼は腰を打ちつけるのを止めず、上に乗った灯里の身体を上下に揺らしながら膣内のさらに奥を目指し、キツく閉じていた壁をこじ開けた。

「ぅ、んぁあああっ」

　すると、思いもしないタイミングで、格段に強い快感が灯里に襲いかかった。

　張り詰めた剛直に子宮口近くを強く突かれた瞬間、彼女は絶頂を迎えた。

　その証拠と言いたげに、灯里は自分の中を駆け巡る熱く激しい快感を本能的に逃がそうと喘ぎ声をあげる。

　反射的に目を瞑ったまま背中をのけ反らせた彼女は、無自覚に蜜壺で自身の弱い部分を突き上げた肉欲を締めつけた。

　頭の中が真っ白になっていくのと同時に、ほんの一瞬意識が遠のきかけて何も考えられなくなる。

　これまで何度も翔真に抱かれ、その度に絶頂した記憶ははっきり覚えている。

（こんなの、初めて……）

　けれどたった今全身を駆け抜けた快感は、過去に経験したものより段違いに強い絶頂を灯里にもたらしていた。

　言葉では上手く言い表せない。けれど、初めて経験する快楽に嫌悪などせず、むしろだたでさえ大好きな翔真への愛しさと欲が、彼女の中でどんどん大きく濃くなっていくのがわかる。

　ビクっと強張る身体から熱を逃がすように喘ぎ声を上げるなか、数テンポ遅れてくぐもった声が耳元で聞こえ、身体の奥で薄っすら吐き出された熱い欲を感じた。

　果てた反動で脱力した身体を逞しい胸板に預ければ、優しく包み込まれるのがわかり、ほんの少しむず痒くなる。

「…………」

　身体全体に広がる心地よい疲労感に、思わず閉じていた目を少しだけ開ける。

　すると視線の先に、ベッド横にあるチェストが見え、手元を照らすためのランプのそばに数箱積み上げられた避妊具が目に留まる。

「翔真、さん……まさか、ゴム、さっき買って」

「ん？　あぁ、そのために寄ったんだ」

　ここへ来る前に立ち寄ったドラッグストアのことを思い出し、ポツリとボヤいた問いが聞こえたらしい。翔真は苦笑い混じりなものの正直に答えてくれた。

　彼の返答を聞き、気遣われていることが嬉しい反面、買い過ぎじゃないかと羞恥心が顔を火照らせていく。

「……買いすぎです」

「そんなことないだろう。灯里とするにはこのくらい必要だ」

「……絶倫」

「お前限定でな」

　恥ずかしさと、彼の手の上で弄ばれているような感覚を覚えて、つい憎まれ口を叩いてしまう。

　けれど灯里の指摘に翔真は一切怒らず、ケラケラと笑ったかと思えば、未だ繋がったままの膣内で、少し小さくなったはずの欲を再度膨張させていく。

「──っ！」

　その変化を敏感に感じ取った灯里が、驚くあまりガパッと顔を上げて憎らしそうに彼を見上げればにんまりと笑みを深めた恋人と目があった。




　──こんなに抱きたいと思ったのはお前が初めてだよ。これから一生、抱き潰してやるからな。




　耳元で囁かれた声に唖然としていれば、「このままもう一回、しような？」と恋人に抱きかかえられていた身体は優しくベッドの上に沈んでいく。




　古森家に産まれた男子は、家族の他にパーソナルスペースに迎え入れた相手──取り分け女性へ向ける愛情と執着が重くなる傾向がある。

　そんな不確定だけど、実際に該当する者が多い噂が古森一族で広まったのはいつからだろう。

　そして噂はもう一つ──。

　古森家の男が〝運命〟を感じた女性もまた、愛した男への執着、独占欲、そして愛情が一際強くなることが多いのだとか。







最終章 アナタだけを見つめてる








　十月になりすっかり秋めいてきた頃。

　灯里は翔真に誘われ、仕事終わりにオフィス街の奥まった場所にある高級和食レストランを訪れていた。

　理由は、度重なる延期の末に実現した〝お礼の食事会〟だったりする。

　会社から少し離れた場所にあるそこは、彼が海外へ出向する以前から度々脚を運んでいる馴染みの店らしい。

　〝御曹司〟な恋人の馴染み店という前情報は、翔真の運転する車に揺られる間、終始灯里を緊張させた。

　店先から見える外観に、落ち着いた色合いで統一されているお店の内装、そして十にも満たないテーブルなど、大人数の飲み会で利用する大衆的なお店とは格が違いすぎることが一目でわかる。

　灯里自身、翔真と出会うきっかけになったお店も割と落ち着いていて素敵だと思っていた。

　けれど、連れてきてもらったお店は、そのお店より高級そうで緊張しっぱなしな彼女に感動を与えてくれた。

　その筆頭が、店内の奥にある個室──いわゆるＶＩＰルームだ。

　高級レストランの個室を利用という人生初体験な出来事を前にポカーンと灯里が呆けている間に、気づけば二人きりになっていた。

　翔真に、「注文決まったら呼ぶから」と言われ店員はすでに個室を退室した後らしい。

「……あっ」

　二人きりになった途端、隣にたたずんでいた翔真の腕が灯里の腰へのびた。

　彼の手が触れたと気づいた次の瞬間にはもう抱き寄せられていて、男らしい両腕が背中にまわる。

　スタッフや他のお客さんたちの視線があったフロアでは人一人分空いていた二人の距離感が、誰の目も無くなった瞬間ほぼゼロになっていた。

「ここなら、俺しかいない。マナーなんて気にせず、好きに食べればいいさ」

　灯里を抱きしめ、恋人は微笑みと一緒に優しい一言をくれる。

　聞こえたばかりの言葉が、「あぁ、何もかもお見通しなのか」と彼女を感嘆させる。

　会社を出てから今まで、「緊張します」と灯里がはっきり言葉にしたわけじゃない。

　けれど翔真は、助手席に座る彼女の言動の端々から緊張を読み取ったのかもしれない。

　自分たちを出迎えてくれたスタッフに、「個室は空いてますか？」と聞く様子はなかったため、もしかしたら灯里の緊張を予想して、予約を入れる際に個室を指定したのだろうか。

　なんて色々考えているうちに、会社を出てからずっと自分の中にくすぶっていた緊張感が一気に飛散していくのがわかった。

　格式高めの店に不慣れな灯里を、先回りしつつ何度も気遣ってくれる恋人の優しさが、言葉では上手く言い表せないほど嬉しくてたまらない。

「──っ！　ありがとう翔真さん！」

　その気持ちがほんの少しでも伝わって欲しい願いながら、灯里は恋人の腕の中で破顔し、感謝の言葉に続けて背伸びをすると自分を見下ろす彼の唇に自らのそれを重ねた。




　お礼の食事会という目的でレストランに来たものの、ふたを開けてみれば最早二人にとっては夕食を兼ねたデートでしかなかった。

　注文する料理は翔真のオススメのものを中心に、料理名や翔真からの説明を聞いた灯里が気になった品もいくつか頼んでいく。

　料理が運ばれてくるたび、これまで見たことがない繊細で美しい盛り付けに灯里は毎回感動し、「崩すのがもったいないです」と呟きながら口にすれば美味しさに目を見張る。

　時折スマホで料理の写真を撮ったりして、恋人がセッティングしてくれたひと時を心の底から堪能していた。

　翔真の方は、しっかり自分のもとに運ばれた料理に手をつけるものの、意識の大半はコロコロと表情を変える恋人に向けられていた。

　一時間半ほどレストランに滞在した後、会計を終えた二人は店の外に出た。

　バッグからスマホを取り出して時間を確認すれば、もう夜の九時近くだ。

　あたりはすっかり暗くなっているものの、一定間隔で設置されている街灯のお陰で不安や恐怖などは感じない。

　オフィス街にある隠れ家的なお店ということもあるのか、時折車の往来があるだけで騒々しさとは無縁の空気が二人を包み込む。

　さり気なく車道側に移動した翔真に腰を抱かれた灯里は、彼の胸元に自身の頭とほんの少し体重を預け、うながされるままゆっくり脚を動かす。

　レストランの近隣に専用駐車場はないらしく、お店へ来た時に少し離れた所にあるコインパーキングに車を停めた。

　レストラン入店前に通った道を逆方向からたどる最中、恋人の指先が不意にいやらしくお尻を撫で上げる。

「んぁッ！　って、こらっ！」

　その手つきにビクっと身体が反応するのと同時に、灯里の口から意図せず小さな喘ぎ声が漏れた。

　恥ずかしさを誤魔化す意味も込めて、腰のあたりに見える彼の腕をペシっと叩いて、声量を抑えつつ叱責の声を上げた。

　これまで何度も翔真に抱かれた反動なのか、気づけば灯里の身体はほんの些細な愛撫ですら〝翔真が与えてくれた刺激〟と認識したら敏感すぎるくらい反応するようになってしまった。

　初めてセックスをした時なら〝媚薬のせい〟と、もっともらしい言い訳が出来たかもしれない。

　けれど、今となっては言い訳すら無意味なほど、〝恋人との身体の相性がバツグン〟なことを灯里たちはそれぞれ理解している。

　わかっていながら、翔真は時々今みたいな〝イタズラ〟を仕掛けてくるから厄介だ。

　台風が接近した週末の際、まだ付き合ってすらいなかったにも関わらず彼によく抱きつかれたのは今でもはっきりと覚えている。

　交際を始めてからも、お泊りをした翌朝キッチンに立っている灯里に抱きついたり、不意打ちのキスをしたりすることもしょっちゅうだ。

『包丁とコンロ使ってる時は、本当に止めてください!!』

『……悪かった』

　包丁を持っている時に抱きつかれ、背筋が凍りそうなほど恐怖心を抱いた時は、恋人に甘い自覚がある灯里が割と本気でキレたのだ。

　彼女からの叱責に彼は本気でヘコんでいたし、翔真自身深く反省していた。

　それらを考慮して、〝危険がない場合のエッチなスキンシップ〟は現在も黙認している。

「期待してるくせに」

　本気じゃないにしろ灯里の叱責を受けたばかりだと言うのに、不意に立ち止まった翔真は、恋人の耳元に唇を寄せからかい混じりに囁く。

　きっとこの状況も、「危険はない」と判断した彼の〝エッチなスキンシップ〟の一環だろう。

「──っ！」

　囁きを聞いた瞬間、灯里の肩はピクリと震える。そして、二、三度唇をわずかに開いたものの、結局何も言わずに彼女は口を閉ざした。

　二人のそばにある街灯にほんのり照らされ、次第に赤みを帯び始めた灯里の耳へ、翔真は上機嫌にチュッとキスを落としていく。

　彼の言う通り、灯里は〝夜が更けてきたこれから〟に期待を抱いていた。

　翔真と付き合うようになって、現状灯里は週末のほとんどを恋人のマンションで過ごす生活を送っている。

　絵美子や他の同僚女性に誘われてショッピングに行く。なんて日もあるが、他人が関わるスケジュールが入っていない限り、平日一緒に居られない分、二人は週末にお互い愛情と熱情を補給し合っていた。

　そして明日は土曜日。あと数時間で今日が終わってしまうけれど、その後は二人で一緒に過ごす予定だ。

「翔真さん」

　どうにか、自分をからかってくる恋人に一矢報いれないかと静かに思案した灯里は、ふとあることを思い出し、おずおずとすぐそばにいる彼を見上げた。

　耳だけじゃなく、首や頬まで熱を帯びてきたのがわかるため、きっと翔真の目には真っ赤な顔をした自分が見えているはず。

　そんな羞恥心プラス、口の中で転がし始めた言葉への恥ずかしさをグッと堪えながら、灯里はただでさえ近い距離にある彼の耳元へ自身の唇を寄せた。

「今日は、その……新しい下着を、持ってきたんです」

　──通販で買った、エッチなやつ。

　彼の愛車のトランクに積んである荷物の中にこっそり入れてきた新品のセクシーランジェリー。

　それは、自分を日々たくさん愛してくれる彼へのちょっとしたサプライズだった。

　翔真を喜ばせたい一心で、もう何度も振舞っている手料理の他に自分には何が出来るか考えた結果でもある。

　自分の意思で声に出し報告したまでは良かったが、想像していた何倍も恥ずかしい。

　あまりの恥ずかしさに、時折自分たちの横を通り過ぎる車のことなど気にせず、恋人の身体で自分を隠すように、一際熱くなった頬を翔真の胸元に顔ごと埋める。

「……ほら、行くぞ」

　そんな彼女の腰に回していた腕を一旦解いた翔真は、改めて灯里の肩に腕を回して、自分の方へ抱き寄せ一言声をかけたかと思えば駐車場を目指し止めていた脚をまた動かす。

　灯里の精一杯な仕返しの声を聞いた瞬間、彼の喉元からゴクッと喉を鳴らす音が聞こえた気がしたけれど、本当のところはわからない。

　お店を出てから今まで、散歩をする感覚でゆったりと歩いていた二人の足取りが、再度移動を始めて加速したことだけが、二人にとって周知の事実だった。




　灯里と翔真にとっての夜は、まだ始まったばかり──。





おわり









あとがき








　この度は、数ある作品の中から拙作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　改めまして、当作品を執筆しました、雪ゆき宮みや凛りんと申します。

　濃蜜ラブルージュ様で執筆した作品は今回で四作目となります。




　今回のお話は、前作のストーリー性重視とは真逆の〝エロ重視〟にふり切ってみました。

　ストーリーとしてもちろん楽しいものを、と考えるのと同時に、「今回はエロさを頑張りたい」と思いまして。

　台風襲来でまさかのお泊りエッチ、なラブシーンは、正直自分で流れを考えておきながらここまでてんこ盛りな濃厚さでＯＫが出るとは思っていませんでした。

　翔真のお風呂シーン有無で、ラブシーンの流れを二パターン書いたのですが、「両方混ぜましょう！」と担当さんからＧＯがかかり。

　深夜テンションで書いたプロットだったため、上手い具合に文章へ落とし込めるか不安もありましたが、両片思い感がマシマシになるよう頑張りました。

　終始イチャラブ状態な二人の様子をニヤニヤしながら楽しんでいただければと思います。




　今回、表紙イラストを担当してくださったのはカトーナオ先生です。

　ベッドの上で寄り添い合う二人、翔真のけしからん手の位置、そして灯里のシャツのはだけ具合などなど、そこかしこから滲むエロスに何度も悶えさせていただきました。

　濃蜜ラブルージュ様で配信している過去作のなかで、現状一番エッチな表紙な気がいたします。

　とても素敵な二人のイラストに、感謝してもしきれません！




　今回、古森グループ、もとい古森チルドレンという翔真の兄弟も生み出したので、機会があればスピンオフ的なお話として書けたら、と小さな野望を抱き中（社長な兄と秘書さんとか！）




　最後に、灯里と翔真の物語を見守ってくださった皆さまへ、多大なる感謝を。






雪宮　凛
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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